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八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の

マ
ル
ク
ス
、

コニ

ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
--園、、

一一、、ー"

宅

義

夫

主

シ
ュ
ピ
i
ト
ホ
フ
は
そ
の
論
文
「
恐
慌
」
(
〉
・

ω日比
O
F
C
R
h
同
包
括

P
出
刊
誌
丘
巧
O
同門刊号ロの回同門目。『

ωzamtユ8
0ロ
申
与
え
Z
P
切

phFW

巴
Nων

の
な
か
で
、

「
過
去
一
世
紀
を
概
観
す
る
と
、
循
環
(
同
誌
広
告
。
は
た
だ
に
そ
の
な
か
に
ま
っ
た
く
一
定
し
た
リ
ズ
ム
を
も
っ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
循
環
そ
れ
自
体
が
も
っ
と
大
念
な
リ
ズ
ム
の
一
環
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」
と
し
て
、

つ
ぎ
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
一
八
二
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
に
い
た
る
時
期
は
、
四
つ
の
、
鋭
く
目
立
つ
循
環
期
(
当
2
F
Z
]阻
む
き
患
と
に
分

こ
れ
は
不
景
気
の
年
(
盟

2
E
g
m田
守
町
。
〉
の
優
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
不

景
気
の
年
十
二
、
好
景
気
の
年

(
k
r
ロ岡田
n
v
d否
認
即
日
各
円
。
〉
九
W
H

一
八
四
三
i
一
八
七
三
年
、
と
れ
は
好
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
好
景
気
の
年
二
十
一
、
不
景
気
の
年
十
〉
。
一
八
七
四
!
一
八
九
四
年
、
こ
れ
は
不
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特

か
れ
て
い
る
。

一
八
ニ
ニ
l
一
八
四
二
年
、

徴
づ
け
ら
れ
て
い
る

好
景
気
の
年
六
円
こ
の
年
数
は
ド
イ
ツ
の
状
態
で
算
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
日
。

一
八
七

C
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
〈
五
U

(
不
景
気
の
年
十
五
、

一
八
九
五

i

回

九



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

五
0 

一
九
一
三
年
、

こ
れ
は
好
景
気
の
年
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
好
景
気
の
年
十
五
、
不
景
気
の
年
四
〉
。

か
く
て
、

不
景
気
年

が
優
勢
な
時
期
と
好
景
気
一
年
が
優
勢
な
時
期
と
は
交
互
に
現
わ
れ
、
好
景
気
期
と
不
景
気
期
と
の
鯖
環

守
山
口
問

BZmw民
4
C
ロ
〉
ロ
同
・

mnHHd
宅
ロ
何
回
・
ロ
ロ
仏
盟
s
w
s
m
g
M】同
5
0ロ
)
が
過
去
一
世
記
を
支
面
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」

n
k号
S
F雪
E
a
の
復
刻
版

た
る
b
・
ω玄
2
Zほ
H

H

U

宮
司
王
国
口
宮
崎
仲
間
n
F
3
4『o
n
Z
色
担
問
巾
P
F
S日・

ω・
自
!
品
、
円

U

内
1
一
二
宅
〉
0

シ
ュ
ピ
l
ト
ホ
フ
と
し
て
は
こ
う

し
た
「
大
き
な
リ
ズ
ム

(
m
g
∞R
E
q
d
B
g〉」

の
存
在
を
一
般
化
じ
て
見
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
う
い
う
こ
と
の
当
否

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
は
一
八
七
三
年
一
月
か
ら
一
八
九
四
年
十
周
に
い
た
る
も
の

は
別
と
し
て
、
本
稿
で
と
り
上
げ
て
ド
る
マ
ル
ク
ス
、

で
あ
り
、
右
の
第
三
の
時
期
で
あ
る

「
不
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
「
一
八
七
四
l
一
八
九
四
年
」

に
当
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ま
と
く
に
注
意
さ
る
べ
含
こ
と
は
、
以
下
で
と
り
上
げ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
が
一
八
九
四
年
で
、

勺
ま
り
一
八

九
五
l
六
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
最
気
昂
錫
の
前
で
終
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
あ
と
に
い
う
と
と
ろ
の
「
好
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特

一
般
に
、
世
界
貨
幣
と
し
て

の
賞
金
属
の
機
能
そ
観
察
す
る
に
は
、
あ
ま
り
適
じ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
」
(
『
経
済
学
批
判
片
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
i
ト
版
、

ω・
ロ
@
と
い
っ

る
こ
と
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
は
リ
カ
プ
ド
に
つ
い
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
な
く
し
て
一
八
九
五
年
八
月
に
死
去
し
て
い

「
リ
カ
ァ
ド
が
著
述
家
と
し
て
活
動
し
た
時
代
は
、

徴
づ
け
ら
れ
る
」
時
期
が
つ
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

て
い
る
が
、

こ
れ
に
あ
る
意
味
で
は
似
た
こ
と
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
こ
の
間
恐
慌
、
産
業
循
環
を
観
察
し
て
い
た
時
期
に
つ
い
て
も
い
い

う
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
〉
シ
ュ
ピ
l

ト
ホ
フ
は
、
典
型
的
な
循
環
の
諸
段
階
を
低
下
(
呂

aR同
担
白
色
、
第
一
の
上
昇

(
m
g
Z円
〉
出
由
民
巾
也
、
第
二
の
上
昇
(
N
d
q即
日
芯
吋

〉
ロ
込
山
由
ぬ
)
、
昂
揚
〈
出
2Enr-司
ロ
ロ
巴
、
資
本
不
足
ハ
関
白
玄
S
H
B同
国
岡
冊
目
)
の
五
段
階
に
分
け
、
ぞ
の
第
一
段
階
と
第
一
戸
段
階
、
つ
ま
り
低
下
と
第

一
の
上
昇
と
を
「
不
景
気

(
g
o
n
w
ロ
ロ
伺
ど
と
し
、
第
三
段
階
|
第
五
段
階
を
「
好
景
気
〈
K
M
g
同月開
H4H
首
長
〉
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
五
つ
の
段

‘
『



階
を
そ
れ
ぞ
れ
当
R
E
m
-曲
宮
内
自
と
呼
ぴ
、
ζ

れ
と
区
別
し
て
右
の
不
景
気
、
好
景
気
、

ζ

れ
に
恐
慌
を
加
え
て
、
と
の
三
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
巧
R
F

田
町
口
出
向
叩
と
呼
ん
で
い
る

(
P
白・

0
・
ω・∞。

-eQ
上
の
「
不
景
気
の
年
」
、
「
好
景
気
の
年
」
と
い
っ
て
い
る
「
不
景
気
」
「
好
景
気
」
と
は
ζ

う

い
う
規
定
の
下
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
ら
者
。
各
国
注
目
白
ぬ
町
一
回
の
い
く
つ
か
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
上
の
よ
う
に
司

2zaa

m
M
M

白
隠
居
。
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
附
言
し
て
お
く
と
、
シ
ュ
ピ
l
ト
ホ
フ
に
あ
っ
て
は
恐
慌
は
「
規
則
的
な
循
環
の

外
に
あ
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
「
必
然
的
江
も
の
で
は
沿
く
、
回
避
さ
れ
う
る
」
と
見
ら
れ
て
い
る
，

(
P
胆・。・

ω・∞
N
)
。

以
下
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
マ
ル
ク
ス
の
記
述
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、

斗
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
を

t
|よ
し
こ
で
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
な
る

ベ
く
書
か
れ
た
年
月
の
順
序
を
追
っ
て
|
|
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
マ
ル
ク
ス
が
恐
慌
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
も
っ
と
も
最
後
の
も

の
は
一
八
八
一
年
二
月
十
九
日
付
の
手
紙
で
あ
っ
た
が
、

恐
慌
に
つ
い
て
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
遺
し
て
い
る
記
述
は
、
丁
度
年
月
の
上
か
ら
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
ま
ず
、

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
(
な
ら
び
に
こ
の
時
期
に

一
八
八
二
年
一
月
二
十

五
日
付
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宛
の
手
紙
の
な
か
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

1
1
「
恐
慌
が
政
治
的
変
革
に
お
け

る
も
っ
と
も
強
力
な
積
粁
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、

(同
0
4
5
)

で
も
一
八
四
八
年
そ
も
含
め
て
詳
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に

「
共
産
党
宣
言
』

の
な
か
に
も
あ
り
、

『
新
ラ
イ
ン
新
聞
』

の
レ
ヴ
ュ

i

そ
れ
と
と
も
に
、
繁
栄
の
回
復
は
革
命
を
挫
折
さ
せ
て
、
反
動
の
勝

利
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
こ
と
も
。
そ
の
さ
い
、
詳
細
な
論
証
に
は
、
あ
る
い
は
よ
り
局
地
的
な
あ
る
い
は
よ
り
特
殊
的
な
性
質
の
も
の

で
あ
る
中
間
恐
慌
〈

N
4
1
回忌

gMEmhwp門出
O
E
Z
d
-
8
8
m沙
門
戸
。

E
H
F
Z口
当
包
括
自
各
司
右
足
ぽ
口
角
川
崎

Z
えロ吋

m
z
e
を
も
顧
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
、
純
粋
な
取
引
所
思
惑
(
切
0
5
8
m
n
v考
古
【
芭
〉
に
帰
せ
ら
れ
る
中
間
恐
慌
を
、
わ
れ
わ
れ
は

目
下
経
験
し
て
い
ま
す
。

私
の
「
労
働
者
階
級
の
状
態
』
で
は
、

一
八
四
七
年
ま
で
は
そ
れ
は
規
則
的
な
中
間
項

(
H
o
m
o
-
s島
町
宮
富
山
浮
島
町
]
冨
凶
ゆ
る

句。

循
環
は
ま
だ
五
年
ご
と
と
し
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
」
ハ
会
冊
目
立
丘
町
き
口
町
丘
町
弘
氏
n
F
何
回
向
。
-
曲
目
回

で
し
た
。
し
た
が
っ
て

何
色
白
同
一
円
仏
切
合
同
田
仲
閉
山
口
・
げ
町
一
円
創
出
間
関
白
肉
巾
げ
巾
回

4
C回
開

-pwga即日
P
H
U
N
m
-
m
w
-
g
u
改
造
社
全
集
般
訳
、

第
三
十
一
一
一
巻
、

ご
七
八

1
九
ぺ

I
P
、

-
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
〉

主



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

主

同町・山氏巾ロ
σ
2
3
0
同
国
民
但
玄

g-・3
M
W
・
M
G
叩!日
3
・
岡
崎
訳
、
下
巻
、
三
一
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点
i
三
宅
)
。

(
2
〉
と
れ
は
、
さ
き
に
一
八
四
七
年
恐
慌
に
つ
い
て
見
た
さ
い
掲
げ
て
お
い
た
と
こ
ろ
の
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
執
筆
の
「
評
論
(
見
雪
ロ
巴

五
月
l
十
月
(
忌
日
同
区
間

O
H
a
oぴ
男
)
」
(
ロ
ン
ド
ン
で
一
八
五
O
年
十
一
月
に
出
窓
れ
た

X
2叩
如
何
回
田
町
包
曲

nHH白

N
冊目
Z
出
向
第
五
、
六
合
併
号

河
2
d
o
欄
所
載
)
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
論
文
の
一
部
は

E
o
s
o
α
ぎ一個
0
2
2
n
r
o
ω
n
z
-は
g
p
国
防

n
F
3
0日
仏
冊
目
冨
胆
吋
阿
Z
E
E
-

F
S
-
E
2
5
5・
思
印
切
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
全
文
は
ζ

の
ロ
ン
ド
ン
で
出
し
た
『
新
ラ
イ
ン
新
聞
」
〈
月
刊
誌
)
の
合
冊
復
刻
版
、
回
申
ユ
日

p
s
a

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
筆
者
稿
「
マ
ル
ク
ス
信
用
論
の
一
解
明
|
|
一
八
四
七
年
恐
慌
を
通
じ
て
見
た
『
資
本
論
』
第
三
部
第
五
篇
の
諸
叙
述

の
現
実
的
関
連
性

i
l」
、
未
来
社
刊
『
貨
幣
信
用
論
研
究
』
、
ニ
一
四
ベ
l
u
、
}
一
二
三
|
四
ぺ
l
ヲ
参
照
)
。

(

3

)

後
掲
の
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
へ
の
序
言
を
見
ら
れ
た
い
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
八
ニ
年
一
月
に
)

「
目
下
」
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
中
間
恐
慌
」
が
生
じ
て
い
る
と
し
、

一
八
四
七

年
ま
で
の
循
環
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
「
中
間
恐
慌
」

?ま

「
規
則
的
な
中
間
項
」

で
あ
っ
た
と
し
て
、

「
中
間
恐
慌
」

な
る
も
の
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
「
中
間
恐
慌
」
と
い
う
こ
と
を
以
下
い
く
つ
か
の
記
述
に
お
い
て
も
く
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、

「
中
間
恐
慌
」
論
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
見
解
の
一
特
徴
を
な
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。

以
下
し
ば
ら
く
こ
の

「
中
間
恐
慌
L

に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
前
に
、
か
ん
た
ん
に
一
八
七
八
九
年
恐
慌
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
状
記
に
つ
い
見

て
お
こ
v
フ。

E
・
ヴ
ァ
ル
ガ
監
修
吋
世
界
経
済
恐
慌
史
(
一
八
四
八
|
一
九
三
五
年
)
』

(
一
九
三
七
年
‘
永
住
道
雄
訳
、
第
二
冊
(
第
一
巻
第
二
部
〉
、
慶

応
書
房
、
昭
和
十
一
一
一
年
刊
に
よ
る
)
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

1
1
1

「
一
八
七
八
年
の
恐
慌
に
つ
づ
い
て
、

ふ
た
た
び
持
続
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
恢
復
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
:
:
:
一
八
八
び
ぃ
一
ん
八
一
恥
に
は
、
基
木
的
な
工
業
的
指
標
の

一
八
七
九
年
末
か
ら
、

生
産
の
増
大
と
、
微
弱
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
物
価
の
若
干
の
昂
騰
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
恢
復
そ
の
も
の
は
、
き
わ
め
て
短



か
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
二
年
に
は
あ
た
ら
し
い
恐
慌
が
勃
発
し
た
。

こ
の
恐
慌
は
、

工
業
的
生
産
お
よ
び
商
業
の
い
ち
じ
る
し
い

縮
少
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
会
わ
め
て
長
び
い
た
性
質
を
お
び
て
い
た
。
重
要
指
標
に
よ
れ
ば
、
低
落
は
一
八
八
六
年
ま
で
づ
っ
と
ひ

&
芯
つ
づ
い
た
。

例
え
ば
、

銑
鉄
生
産
高
は
、

一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
に
一
八
・
四
%
低
下
し
た
し
、

棉
花
消
費
高
〔
棉
花

輸
入
高
〕
は
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
人
六
年
に
か
け
て
一
九
・
七
%
、

造
船
業
の
と
と
会
は
、

二
・
八
%
と
い
う
巨
大
な
低
下
を
ひ
き
起
こ
し
た
〔
船
舶
建
造
ト
ン
数
〕
o

鋼
鉄
生
産
高
の
ご
と
き
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
に
六

イ
ギ
リ
ス
工
業
史
上
は
じ
め
て
、

こ
の
恐
慌
に
お
い
て
一
五
・
九
%
の
低
下
を
示
し
た
。
機
械
輸
出
高
は
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
八
六
年
に
か
け
て
二
五
・
四
%
低
落
し
た

〔
こ
れ
ら
の
数
字
は
い
ず
れ
も
「
恐
慌
直
前
の
最
高
点
か
ら
最
低
点
へ
の
変
動
」

U

内
l
s
r
一
志
。

の
数
字
で
あ
る
と
(
永
住
訳
、

一
三
五
|
六
ぺ

l

p
、
傍
点
お
よ
び

r、
(
4
〉
と
れ
に
つ
づ
い
て
「
八
十
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
に
深
刻
な
停
滞
を
条
件
づ
け
た
と
と
ろ
の
具
体
的
諮
要
因
」
巻
挙
げ
て
い
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て

は
同
書
の
他
の
筒
所
で
、
「
乙
の
時
期
〔
七
十
年
代
と
八
十
年
代
〕
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
恐
慌
の
発
展
に
お
け
る
特
殊
性
の
基
礎
を
な
す
も
の
は

本
質
上
つ
ぎ
の
と
と
き
諸
要
因
で
あ
る
」
と
し
て
記
し
て
い
る
と
ζ

ろ
の
方
が
、
よ
り
明
確
で
あ
る
。

ζ

の
点
に
つ
い
て
い
ま
見
る
乙
と
は
す
ζ

し

先
廻
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
と
ζ

に
引
い
て
お
こ
う
。
|
|
「

ω一
八
七
三

l
一
八
九
七
年
の
時
期
に
お
け
る
長
期
に
わ
た
る
農
業
恐
慌
と

長
期
に
わ
た
る
物
価
の
下
落
、
白
ア
メ
ワ
ヵ
、
ド
イ
ツ
、
お
よ
び
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
工
業
の
い
ち
じ
る
し
い
増
大
の
結
果
ひ
き

起
と
さ
れ
た
、
世
界
市
場
に
お
け
る
未
曽
有
の
規
模
に
還
す
る
過
剰
生
産
、
間
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
的
独
占
が
そ
の
競
争
相
手
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ド

イ
ツ
と
に
よ
っ
て
崩
れ
出
し
た
こ
と
」
(
同
上
訳
、
九
七
|
八
ペ
ー
ジ
)

Q

当
時
に
お
け
る
右
の
「
物
価
の
下
落
」
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
書
が
掲
げ
て
い
る
物
価
指
数
を
拾
っ
て
み
る

と
、
一
八
六
六
年
二
一

0
・
0
、
こ
れ
が
一
八
七

O
年
に
一
一
二
・
九
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
上
昇
し
て
一
八
七
三
年
に
は
=
ニ

0
・
六
と
な
っ
て
い

る
が
、
以
後
つ
ぎ
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
一
八
七
四
年
一
一
一

0
・
0
、
七
五
年
一
一
二
・
九
、
七
六
年
一
一
一
・
八
、
七
七
年
一
一

0
・

六
、
七
八
年
一

O
ニ
・
四
、
七
九
年
九
七
・
六
、
八

O
年
一

O
三
・
五
、
八
一
年
一

0
0
・
0
、
八
二
年
九
八
・
八
、
八
三
年
九
六
・
五
、
八
四
年

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

主主



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

豆
四

八
九
・
四
、
八
豆
年
八
四
・
七
、
八
六
年
八
一
-
一
一
、
八
七
年
八

0
・
0
、
八
八
年
八
二
・
四
、
八
九
年
八
四
・
七
、
九
O
年
八
四
・
七
、
九
一
年

八
四
・
七
、
九
二
年
八

0
・
0
、
九
三
年
八

0
・
0
、
九
四
年
七
四
・
一
、
九
五
年
七
二
・
九
、
九
六
年
七
一
・
八
、
九
七
年
七
ニ
・
九
、
九
八
年

七
五
・
三
、
九
九
年
八

0
・
0
、
一
九
O
O
年
八

2
7
こ
。
な
お
そ
の
後
は
一
九
O
一
年
八
二
・
四
、

O
二
年
八
一
・
二
、

O
一
二
年
八
一
・
二
、

O
四
年
八
二
・
四
、

0
5
年
八
四
・
七
、

O
六
年
九
0
・六、

O
七
年
九
四
・
て

O
八
年
八
五
・
九
、

O
九
年
八
七
・
一
、
一

O
年
九
一
・
八
、

一
一
年
九
四
・
一
、
一
一
一
年
一

0
0
・
0
、
一
三
年
一

0
0
・
0
〈
同
上
訳
、
一

0
0
ペ
ー
ジ
、
一
三
八
ぺ
1

3
、
一
八

O
ぺ
l

v
、
一
一
二
一
一
ペ
ー

ジ
、
ご
七
ニ
ベ
1

3
、
一
三
一
六
ベ
l
H
V
O

な
お
ζ

の
指
数
は
ザ
ウ
エ
ル
ベ
ッ
ク
』
ス
テ
イ
テ
イ
ス
ト
卸
売
物
航
総
指
数
、
と
れ
は
四
十
豆
種
商
品
別

物
価
の
算
術
平
均
指
数
で
あ
っ
て
、
一
八
六
七
|
七
七
年
目
一

O
O
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
世
界
経
済
研
究
所
に
お
い
て
一
九
一
三
年
一

O
O
に
換
算
、
向

上
訳
、
四
七
六
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
八
七
三
年
か
ら
長
期
に
わ
た
る
物
価
下
落
が
は
じ
ま
り
、
八

O
年
に
微
騰
し
て
い
る
が
、
す

ャ
に
ふ
た
た
び
下
溶
に
向
い
、
八
七
年
の
八

0
・
0
ま
で
継
続
的
に
下
げ
、
九
0
年
代
で
は
九
六
年
に
は
七
一
・
八
ま
で
下
が
り
、
そ
ζ

か
ら
や
っ

と
反
騰
に
転
じ
て
い
る
Q

当
時
の
産
業
循
環
に
は
乙
う
し
た
物
価
の
長
期
に
わ
た
る
い
ち
じ
る
し
い
下
務
が
絡
み
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
本

誌
前
号
豆
ベ
1
ジ
所
載
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
銑
欽
の
価
格
の
グ
ラ
フ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

， ， 

ま
た
前
掲
の
シ
ュ
ピ

l
ト
ホ
フ
は
「
一
八
七
四

i
一
八
九
四
年
」
の

「
不
景
気
期

(msowS-mgH話
回
目
。
〉
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
区
分

け
し
て
い
る
。

「
一
八
七
四

l
七
九
年
の
不
景
気
」
、
「
一
八
八

0
1八
二
年
の
好
景
気
」
、
「
一
八
八
三

l
八
七
年
の
不
景
気
」
、
「
一
八
八

人

i
九

O
年
の
好
景
気
」
、
「
一
八
九
一

l
九
四
年
の
不
景
気
」
と
官
・
目
・
。
・

ω-HNullgy

と
こ
ろ
で
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
さ
き
の
一
八
八
ニ
年
一
月
二
十
五
日
付
の
手
紙
で
「
閏
下
」
の
「
中
間
恐
慌
」
を
「
純
粋
な
取
引
所
思
惑

に
帰
せ
ら
れ
る
」
も
の
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
号
の
註
(
ロ
)
で
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
が
こ
の
一
八
七
八
年
十
月
に
六
%
を
唱
え
た
の
ち
、

つ
ぎ
に
ふ
た
た
び
乙
の
高
さ
ま
で
円
公
定
歩
合
を
引
上
げ
た
の
は
、

一
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。
同
年
二
月
は
じ
め
パ
リ
の
ユ
ニ
オ
ン
-
V
ェ
ネ
ラ
ル
ハ
d
a
oロ
mh山
口
同
町
色
。
)
が
支
払
停
止
を
す
る
に
い
た
っ
た

一
八
八
二
年

カ1

『
金
お
よ
び
外
国
為
替
の
上
に
そ
れ
が
反
射
し
て
く
る
と
と
に
対
抗
し
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
ふ
た
た
び
、
予
防
的
に
六
%
を



唱
え
る
と
と
に
よ
っ
て
自
己
を
防
衛
し
た
』
〈

Q
a
z
s
u
d
H
O
H
W
B
E
E
n
開
設

s
q
え
冨
主
将
担
防
止

gsus--PHMUEど
と
記
し
て

お
い
た
0

フ
ラ
ン
ス
は
普
仏
戦
争
に
よ
る
敗
戦
後
停
滞
状
態
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、

一
八
七

0
年
代
末
に
い
た
り
こ
れ
か
ら
立
直
っ
て
い

ち
じ
る
し
い
昂
揚
そ
示
し
て
会
た
。
そ
し
て
こ
の
昂
揚
を
熱
狂
に
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
も
の
が
ユ
ニ
オ
ン
・
ツ
工
、
不
ラ
ル
に
お
け
る
株
式

投
機
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ピ
i
ト
ホ
フ
の
前
掲
書
は
、
日
一
八
八
O
l
八
二
年
の
好
景
気
に
お
い
て
〕
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
た
だ
フ
ラ
ン
ス
だ
け
に

過
皮
投
機
が
生
じ
た
、

l
lあ
た
か
も
こ
の
国
は
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
と
り
戻
そ
う
と
し
た
か
の
よ
う
に
。
銑
鉄
生
産
は
一
八
七
九
年
か

ら
一
八
八
三
年
に
い
た
る
聞
に
ほ
と
ん
ど
王

O
%
増
大
し
た
。
過
度
投
機
の
波
は
主
と
し
て
一
人
の
人
か
ら
発
し
た
。
:
:
:
十
八
世
紀
に

ロ
ー
が
ミ
シ
シ
ッ
ピ
イ
会
社
を
、
ま
た
一
八
五

0
年
代
に
ぺ
レ
ー
ル
兄
弟
が
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ピ
リ
エ
を
一
つ
の
国
民
経
済
組
織
プ
ラ
ン
を

実
施
す
る
た
め
に
設
立
し
た
の
と
同
様
に
、

設
し
た
」
と
し
、

ボ
ン
ト

i

(切
O
E
S
M
)
は
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
パ
リ
に
政
治
的
意
図
を
も
っ
て
創

「
有
価
証
券
取
引
所
思
慌
は
一
八
八
二
年
に
リ
ヨ
ン
、
パ
リ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
取
引
所
で
起
き
た
0

フ
ラ
ン
ス
で
の
金
融

市
場
の
狼
狽
は
会
わ
め
て
大
き
く
、
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
|
|
以
前
の
向
様
な
操
作
に
報
い
て
|
|
二
度
金
を
現
送
し
て
救
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る

(
P
P
0・
ω
-
H
N
e
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
純
粋
な
取
引
所
思
惑
に
帰
せ
ら

れ
る
中
間
恐
慌
」
と
い
っ
て
い
る
ζ

の
「
取
引
所
思
惑
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ち
く
、

こ
う
し
た
事
態
に
着
目
し
て
い
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。

...... 
J、

さ
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
中
間
恐
慌

(
N
主
将

v
g宵
宮
山
)
」

と
い
う
規
定
で
あ
る
が
、

さ
会
に
見
た
よ
う
に
こ
れ

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
ニ
〉

主
主



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

五
六

は

「
あ
る
い
は
よ
り
局
地
的
な
あ
る
い
は
よ
り
特
殊
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
。

「
一
般
恐
慌
」
と
こ
う
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る

い
て
は
の
ち
に
や
や
く
わ
し
く
見
る
が
、
さ
し
当
り
こ
の
よ
う
に

「
一
八
四
七
年
」
ま
で
は
こ
の
「
中
間
恐
慌
」
は
「
規
則
的
な
中
間
項
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ

と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
「
一
般
的
恐
慌
」
と

「
中
間
項
」

と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
一
般
的
恐
慌
」
と
の
「
中
間
」
に
生
じ
る
と
い
う
意
味
で
「
中
間
恐
慌
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
八
八
二
年
一
月
二
十
五
日
付
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宛
の
手
紙
に
日
付
か
ら
見
て
つ
づ
い
て
、
同
じ
く
一
八
八
戸
一
年
十
二
月
二
十

一
一
日
付
ベ
!
ベ
ル
宛
の
手
紙
の
な
か
で
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

l
l
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
恐
慌
は
、

当
地
の
恐
慌
や
、
ま
だ
ま
だ
か
な
ら
ず
し
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
取
除
か
れ
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
ド
イ
ツ
産
業
の
不
況
(
ロ
吉
島
〉
と

同
じ
よ
う
に
、
け
っ
し
て
本
当
の
恐
慌
(
ユ
各
件
前
向
。
関
門
戸
田
O
)

で
は
な
く
て
、
前
の
恐
慌
か
ら
の
過
剰
生
産
の
事
後
作
用
(
Z白
島
急
停

5
ち

だ
と
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
の
崩
壊
(
同
g
n
r
)
は
前
回
は
、
十
億
投
機
(
富
山
口
U
E
g
R吉弘
Sam-叫
に
よ
っ
て
早
め
ら
れ
た
の

で
あ
っ
て
、
当
地
と
ア
メ
リ
カ
と
で
は
、
そ
れ
〔
崩
壊
〕
は
正
常
な
時
期
た
る
一
八
七
七
年
に
や
っ
て
を
ま
し
た
。
だ
が
、
一
八
七
一
年

一
繁
栄
期
聞
に
こ
ん
な
に
生
産
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
こ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
、

i¥ 

か
ら
一
八
七
七
年
ま
で
の
よ
う
に
、

三
七
年
か
ら
一
八
四
二
年
ま
で
に
似
て
、
当
地
と
ド
イ
ツ
と
で
は
主
要
産
業
部
門
、
と
く
に
木
綿
と
鉄
と
に
慢
性
的
不
況

(nFED-nvt

む
さ
の
付
〉
が
あ
る
の
で
す
。
諸
市
場
は
相
変
わ
ら
ず
す
べ
て
の
生
産
物
を
消
化
す
る
こ
と
が
で
さ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
産
業
は
、
大
体
に

お
い
て
相
変
わ
ら
ず
、
保
護
さ
れ
て
い
る
国
内
市
場
を
相
手
に
操
業
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
生
産
が
急
速
に
増
加
す
る
と
局

地
的
な
中
間
恐
慌
Q
o
E
-
o
N当
日
凹

nFg}Q20)
が
ご
く
容
易
に
生
じ
う
る
の
で
す
。
だ
が
こ
の
中
間
恐
慌
は
結
局
、

ア
メ
ワ
カ
が
輸
出

能
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
脅
威
的
な
競
争
相
手
と
し
て
世
界
市
場
に
立
ち
現
わ
れ
る
ま
で
の
期
聞
を
、

つ
だ
げ
で
す
。
だ
か
ら
私
崎
、

lit--そ
し
て
マ
ル
ク
ス
も
澗
じ
見
解
で
す
が

!
l、
現
実
の
恐
櫨

(
当
日
門

E
W
F
O
同
込
由
。
〉
短
縮
す
JJ1、る
本、の
当、に
の、役
至。、立



来
期
守
山
口
宮
山
問
。
〈
ω広何回目円
N
O
目
。
よ
り
も
ず
っ
と
前
に
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
は
、
信
じ
な
い
の
で
す
」

(
K
M
己
陶
ロ
丘
団
巾
ぴ
曲
目
日
〉
ロ
曲

5
0
M
l

回
目

S
F巾ぴ
g
w
門
同
吋
目
立
母
寸
冊
目

f
s
E
w
ω
・
記
Mlωusa-ω-NHω
・
改
造
社
全
集
版
訳
、
第
二
十
一
巻
、
二
五
六

l
七
ペ
ー
ジ
、
傍
点
l
三
宅
)
。

(

5

)

既
述
の
よ
う
に
、
一
八
七
O
年
の
普
仏
戦
争
の
結
果
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
多
額
の
賠
償
金
を
手
に
入
れ
、
乙
れ
を
契
機
と
し
て
は
げ
し
い

企
業
熱
が
起
き
た
o
宮
口
江
戸
吋
円
四
申
出
回

nv当
日
出
会
w

】
と
い
っ
て
い
る
所
以
。

(

6

)

マ
ル
ク
ス
が
死
去
し
た
の
は
一
八
八
三
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
と
き
に
は
ま
だ
存
命
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
当
時
の
事
態
を
「
前
の
恐
慌
か
ら
の
過
剰
生
産
の
事
後
作
用
」
だ
と
し
、

「
現
実
の
恐
慌
」
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
ま
ず
こ
の
コ
別
の
恐
慌
」
の
時
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前

「
本
当
の
恐
慌
」
、

号
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
七
三
年
に
起
き
、

マ
ル
ク
ス
も
一
八
七
九
年
四
月
に
、

「
合
衆
国
、
南
ア
メ
リ

ヵ
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
等
々
に
お
け
る
す
さ
ま
じ
い
、
そ
し
て
も
う
す
で
に
五
年
も
続
い
て
い
る
よ
う
な
恐
慌
」
と
い
っ
て
い

る
。
ィ
ギ
ワ
ス
で
は
一
八
七
三
年
に
は
そ
れ
ほ
ど
は
げ
し
く
揺
ら
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り
一
八
七
八
|
九
年
が
一
八
七
五
年
か
ら
辿
っ
た
下

降
線
の
底
を
な
し
た
。
し
た
が
っ
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
ド
イ
ツ
で
は
「
早
め
ら
れ
た
」
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
と
で
は
「
正
常
な
時
期

た
る
一
八
七
七
年
に
」
や
っ
て
ま
た
と
い
っ
て
い
る
の
は

l
l
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
ほ
か
た
と
え
ば
「
反
デ
ュ

l
リ
ン
グ
』
の
な
か
で
も

「
目
下
(
一
八
七
七
年
)
六
度
目
〔
の
恐
慌
〕
を
経
験
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
乙
の
「
一
八
七
七
年
」
と
い
う
の
は

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
し
て
は
こ
こ
で
た
ま
た
ま
誤
っ
て
そ
う
記
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
見
受
け
ら
れ
る
l
l、
や
や
不
審
に
思
わ
れ
る
o

こ
の
よ
う
に
「
一
八
七
七
年
」
と
す
る
と
、
そ
の
前
の
恐
慌
一
八
六
六
年
か
ら
数
え
て
約
十
年
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が

っ
て
「
正
常
な
時
期
」
に
恐
慌
が
き
た
と
い
い
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
前
号
で
見
た
よ
う
に
、
当
時
の
マ
ル
ク
ス
の

記
述
か
ら
見
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
時
の
恐
慌
が
従
来
と
同
じ
よ
う
に
し
て
「
正
常
な
時
期
」
に
や
っ
て
ま
た
と
は
見
て
い
け
な
か
っ
た
、

ま
た
、

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
ハ
ニ
)

豆
七



一
八
セ

0
年
代
お
よ
ぴ
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
?
ル
デ
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
)

主
人

と
見
受
け
ら
れ
る
。
む
し
ろ
一
八
七
五
年
頃
に
は

l
iあ
と
に
は
乙
う
見
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
お
が
1
i、

慌
」
は
「
正
常
な
時
期
た
る
一
八
七
七
年
に
」
や
っ
て
き
た
、

「
一
般
的
恐
慌
の
週
期
」
が
「
短
縮
」
し
た
と
い
う
よ
う
に
も
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
と
も
か
く
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

つ
ぎ
の
「
現
実
の
恐
慌
」
の
「
本
当
の
到
来
期
」
|
|
こ
れ
を
エ
ン
ゲ
ル

「
前
の
恐

ス
は
つ
ぎ
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
約
十
年
目
と
見
て
い
る
l
iー
に
は
ま
だ
い
た
っ
て
い
な
い
、
そ
し
て
ζ

の一

八
八
二
年
の
事
態
は
「
前
の
恐
慌
か
ら
の
過
剰
生
産
の
事
後
作
用
」
だ
、
あ
る
い
は
さ
き
の
手
紙
の
よ
う
に
「
中
間
恐
慌
」
だ
、
と
い
う

見
方
を
し
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。

「
前
の
恐
慌
の
過
剰
生
産
か
ら
の
事
後
作
用
」
と
い
う
見
方
位
、

こ
の
ほ
か
た
と
え
ば

『
資
本
論
』
第
三
部
(
一
八
九
四
年
刊
〉
第
五

一
八
四
二
年
に
は
も
う
一
度
完

篇
の
な
か
で
の
書
入
れ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
一
八
三
七
年
の
恐
慌
ー
と
れ
は
長
い
後
陣
痛
を
と
も
な
い
、

全
な
後
産
的
恐
慌
(
Z
R
V
H
a
m
O
)
が
生
じ
た

l
1」
と
述
べ
て
い
る
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
1
ト
版
、
回
出
・
国
戸

ω・
2
3
0
右
で

「
一
八
三
七

年
か
ら
一
八
四
二
年
ま
で
に
似
て
」
い
る
と
い
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

一
八
一
ニ
七
年
の
恐
慌
、
そ
れ
が
一
八
四
二
年
の
「
後
産

的
恐
慌
」
を
伴
っ
た
こ
と
、

こ
の
過
程
と
「
一
八
七
七
年
」
の
恐
慌
、
そ
れ
と
い
ま
の
一
八
八
二
年
、

こ
う
い
っ
た
対
比
が
な
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

(
7
〉

ζ
ζ

で
、
一
八
七
八
年
刊
の
『
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ュ

l
リ
ン
グ
氏
の
科
学
の
変
革
』
(
『
反
デ
ュ

1
リ
ン
グ
』
〉
の
な
か
の
つ
い
さ
の
箇
所
を
掲
げ
て

お
く
。
乙
れ
は
恐
慌
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
通
り
一
遍
の
説
明
で
あ
っ
て
、
と
く
に
一
八
七

0
年
代
に
書
か
れ
た
と
い
う
特
殊
な
意
義
を
も
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
は
、
た
だ
お
わ
り
の
方
で
上
記
の
よ
う
に
「
目
下
ハ
一
八
七
七
年
〉
」
六
度
目
の
恐
慌
を
経
験
し
て
い
る

と
記
し
て
い
る
と
と
ろ
が
あ
る
ピ
け
で
あ
る
。
な
お
ζ

の
書
は
そ
の
後
何
回
か
版
を
あ
ら
た
に
し
、
ま
た
ζ

の
部
分
ば
『
空
相
拙
か
ら
科
学
へ
』
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
乙
ζ

は
い
ず
れ
も
と
の
ま
ま
で
変
え
ら
れ
て
い
な
い
。
「
実
際
、
最
初
の
ご
般
的
恐
慌
が
勃
発
し
た
一
八
二
五
年
以
来
、
商

ヱ
業
世
界
の
全
体
、
つ
ま
り
全
文
明
諸
国
民
と
多
か
れ
す
く
な
か
れ
未
開
な
ぞ
の
従
属
諸
国
民
と
の
生
産
と
交
換
と
は
、
ほ
と
ん
ど
十
年
に
一
度
は



め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
。
交
易
は
停
滞
し
、
市
場
は
あ
ふ
れ
、
生
産
物
は
山
積
し
て
売
れ
ず
、
現
金
は
姿
を
消
し
、
信
用
は
消
滅
し
、
工

場
は
休
業
し
、
労
働
大
衆
は
か
れ
ら
が
生
活
手
段
を
あ
ま
り
に
多
く
生
産
し
た
た
め
に
生
活
手
段
に
不
足
し
、
破
産
に
破
産
が
つ
づ
き
、
競
売
に

競
売
が
つ
づ
く
。
こ
の
停
滞
が
数
年
つ
づ
き
、
生
産
諸
力
や
生
産
物
が
大
量
に
浪
費
さ
れ
破
壊
さ
れ
て
、
結
局
、
山
と
積
ま
れ
た
商
品
が
多
か
れ
す

く
な
か
れ
減
価
し
て
会
ば
け
出
し
、
生
産
と
交
換
と
が
徐
々
に
ふ
た
た
び
動
き
出
す
。
そ
の
歩
調
は
だ
ん
だ
ん
と
速
く
な
っ
て
速
足
と
な
り
、
乙

の
産
業
上
の
速
足
は
駆
足
に
移
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
さ
ら
に
足
を
速
め
て
つ
い
に
産
業
上
、
商
業
上
、
信
用
上
、
投
機
上
の
完
全
な
障
害
物
競
争

で
の
手
綱
な
し
の
疾
駆
と
な
り
、
そ
し
て
最
後
に
は
危
険
き
わ
ま
る
跳
躍
の
の
ち
ま
た
も
や
到
達
す
る
の
は
|
|
恐
慌
の
擦
の
中
へ
で
あ
る
。
そ
し

て
い
つ
も
く
り
返
し
て
こ
う
な
の
で
あ
る
。
と
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、
一
八
二
五
年
以
来
ま
る
五
た
び
経
験
し
た
〔
一
八
二
五
年
、
一
八
三
七

年
、
一
八
四
七
年
、
一
八
五
七
年
、
一
八
六
六
年
の
豆
回
の
恐
慌
〕
。
そ
し
て
目
下
(
一
八
七
七
年
〉
六
度
目
を
経
験
し
て
い
る
。

ζ

れ
ら
の
恐
慌

の
性
格
は
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
フ
ー
リ
エ
が
最
初
の
恐
慌
を
口
氏
回
目
立
丘
町
。
江
G
E
O

つ
ま
り
過
剰
か
ら
き
た
恐
慌
と
名
づ
け
た

の
は
、
こ
れ
ら
恐
慌
の
す
べ
て
に
適
中
し
た
言
葉
で
あ
る
」
(
司
・
何
回
胞
団
】
曲
目
出
将
司
自
一
何
回
ぬ
由
ロ
ロ
自
民
山
口
官

d
g耳
箆
N
己
目
白
血
角
巧
2
8
5
n
F恒
常

出町
n
F
2
0
M
a
g
冨
母
H
2
5
5・F
S
E
2
5ロ
タ
巴
包
・

ω・
ωち
|
戸
大
月
『
選
集
』
訳
、
第
十
四
巻
下
、
四
六
七
ペ
ー
ジ
、
傍
点
お
よ
び
〔
〕

内
|
三
宅
)

0

(

怠
お
前
号
ニ
ペ
!
?
に
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
は
、
一
八
七
三
年
五
月
が
一
つ
入
る
が
、
ぞ
れ
以
外
は
一
八
八
二
年
一
月
か
ら
一

八
九
四
年
十
月
に
い
た
る
ま
で
で
あ
っ
て
」
と
あ
る
「
一
八
七
三
年
五
月
」
は
「
一
八
七
八
年
」
の
誤
記
で
あ
っ
て
、

ζ

の
『
反
デ
ュ

i
リ
ン
グ
』

の
と
の
筒
所
を
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
)

つ
ぎ
は
、
同
じ
く
べ

l
ベ
ル
宛
の
右
か
ら
約
半
年
の
ち
の
一
八
八
三
年
五
月
十
日
付
の
手
紙
。
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
1

1
「
事
業
状
態
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
見
解
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
確
証
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
一
つ
の

中
間
恐
慌
で
、
一
八
四
一
年
か
ら
一
八
四
二
年
ま
で
の
そ
れ
と
同
様
な
も
の
で
す
が
、
し
か
し
ず
っ
と
よ
り
大
規
模
で
す
。
十
年
と
と
の

循
環
と
い
う
の
は
、
大
体
、
は
じ
め
て
一
八
四
七
年
以
来
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
生
産
お
よ
び
し
た
が
っ
て

世
界
市
場
が
完
全
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
と
守
♀
冨
管
内
同
日
常
国

R
え
色
g
m
a
g
巧
O
R
B
m件
。
の
た
め
に
)
よ
り
は
っ
き
り
と
発
展

し
て
き
た
も
の
で
す
。
今
日
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
独
占
を
打
ち
破
り
は
じ
め
て
お
り
、
し
た
が

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
五
V

主
力4



一
八
七
Q
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)
六
O

っ
て
過
剰
生
産
が
一
八
四
七
年
以
前
の
よ
う
に
ふ
た
た
び
よ
り
急
速
に
生
じ
官
庁
y
m巾宮廷内同

N
Z
S
R
F
S〉
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
っ

五
年
と
と
の
中
間
恐
慌
も
ま
た
、
ふ
た
た
び
現
わ
れ
て
く
る
の
で
す
。
資
本
制
生
産
様
式
が
完
全
に
疲
脅
し

て
、
こ
う
し
た
今
日
で
は
、

つ
く
し
た
証
拠
(
切
。
者
。
目
的

a
R
〈。ロ印仲間同丘一応

g
開
吋
お

5
1
z口
問
)
で
す
。
繁
栄
期
は
も
は
や
十
分
に
発
展
す
る
に
い
た
ら
な
い
。
五
年

授
に
は
も
う
、

ふ
た
た
び
過
剰
生
産
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
こ
の
五
年
の
間
で
さ
え
、
概
し
て
景
気
は
張
わ
な
い
の
で
す
。
だ
が
こ

の
こ
と
は
け
っ
し
て
、

一
八
八
四
年
l
一
八
八
七
年
が
、

ふ
た
た
び
、

一
八
四
四
年
|
一
八
四
七
年
の
よ
う
な
と
く
昂
揚
し
た
事
業
期

つ
い
で
本
崩
壊

し
か
し
、

宮山口
o
m何百
N同円。位。。命的。】同町民仲
mNao
忙
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(国内
HHG件
付
円
仰
の
『
じ
が
く
る
の
は
ま
っ
た
く
た
し
か
で
す
」

(
b
・
切
岳
町
四
日
担
-
R
・
0
・
5
F
ω
・
M
m
ω
1
A
F
巴
8
・
ω-NNHIN-
改
造
社
全
集
版
訳
、

祭
二
十
一
巻
、
二
六
二
1

三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
l
一ニ宅)。

一
八
三
七
年
恐
慌
後
の
事
態
と
対
比
さ
れ
て
い
る
Q

「
一
八
四
一
年
か
ら
一
八
四
二
年
ま
で
の
そ
れ
と
同

こ
こ
で
も
さ
き
と
同
様
に
、

様
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
さ
品
。
の
「
一
八
三
七
年
か
ら
一
八
四
二
年
ま
で
に
似
て
」
と
い
う
の
と
ち
が
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
、
で

'
は
な
く
、
さ
合
に
見
た
よ
う
に
一
八
三
七
年
恐
慌
の
の
ち
、
長
い
後
陣
痛
が
つ
づ
い
て
一
八
回
二
年
に
「
後
産
的
恐
慌
」
が
生
じ
た
と
い

う
そ
の
中
間
恐
慌
を
、
こ
こ
で
一
八
四
一

l
四
二
年
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
三
七
年
に
恐
慌
、

一
八
四
四
1

七
年
に
繋
栄
、

一
八
四
一
1

二
年
に

中
間
恐
慌
、

一
八
四
七
年
に
恐
慌
、
と
い
っ
た
一
八
三
七
年
か
ら
四
七
年
に
い
た
る
過
程
と
対
比
し
て
、

八
七
七
年
に
恐
慌
、
現
在
の
一
八
八
二
!
三
年
に
中
間
恐
慌
、
し
た
が
っ
て
一
八
八
四
|
七
年
に
「
ご
く
昂
揚
し
た
事
業
期
」
が
来
な
い

と
は
か
ぎ
ち
な
い
、
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
、

「
し
か
し
」
そ
の
様
相
は
と
も
か
く
と
し
て
そ
の
つ
ぎ
に
は
一
八
四
七
年
恐
慌
の
よ
う

な
恐
慌

l
i
「
本
崩
壊
」

l
iが
く
る
の
は
「
ま
っ
た
く
た
し
か
」
だ
、

と
昆
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
本
崩
壊
」
と
い
っ
て
い
る

の
は
、
さ
き
の
手
紙
で
述
べ
て
い
た
「
本
当
の
芯
慌
L

、
「
現
実
の
恐
慌
」
と
同
じ
も
の
で
あ
ゐ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。



と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、

と
の
よ
う
に
当
時
の
事
態
を
一
八
三
七
年
!
一
八
四
七
年
の
過
程
と
対
比
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
今
日
の
「
世

界
市
場
」
の
状
態
は
「
一
八
四
七
年
以
来
」
の
状
態
と
は
ち
が
っ
て
お
り
、

「
一
八
四
七
年
以
前
の
よ
う
に
」
す
ャ
に
「
過
剰
生
産
」
に

な
り
や
す
い
、
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
十
年
と
と
の
循
環
」
は
「
大
体
、
は
じ
め
て
一
八
四
七
年
以
来
よ
り
は
っ
き
り
と
発
展
し

で
ぎ
た
も
の
」
で
あ
る
と
し
、

「
一
八
四
七
年
以
前
」
と
「
一
八
四
七
年
以
来
」
と
の
間
に
一
つ
の
線
を
引
き
、
そ
し
て
「
今
日
」
の
と

と
ろ
で
1

1

「
一
八
四
七
年
以
来
」
と
の
境
は
こ
れ
ま
で
の
記
述
で
は
ご
八
七
七
年
」

l
lい
ま
一
つ
線
を
引
い
て
、

「
ふ
た
た
び
」

事
情
が
変
化
し
た
と
見
る
こ
と
は
、
以
下
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
を
貫
い
て
い
る
根
本
見
解
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
の
一
八
八
二
年
一
月
二
十
五
日
付
の
手
紙
で
も
「
一
八
四
七
年
ま
で
は
」
中
間
恐
慌
が
「
規
則
的
な
中
間
項
」
で
あ
っ
た
と
い

勺
て
い
た
が
、

こ
の
よ
う
に
一
八
四
七
年
以
前
に
は

(
一
八
二
五
年
以
後
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
)

「
五
年
と
と
の
中
間
恐
慌
」
、

し
た
が
っ
て
寸
循
環
」
は
「
五
年
と
と
」
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
、
ー
!
と
い
っ
て
も
前
掲
の
『
反
デ
ュ

l
リ
ン
グ
』
の
な
か
で
も
記

し
て
い
る
よ
う
に
、

一
八
二
五
年
以
来
十
年
と
と
の
「
一
般
的
恐
慌
」
が
く
り
返
さ
れ
、
そ
う
し
た
大
き
な
循
環
と
し
て
は
「
十
年
」
の

循
環
が
あ
っ
た
こ
と
を
打
消
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
1
1
1
0

こ
れ
に
た
い
し
て
一
八
四
七
年
以
後
に
は
乙
の
よ
う
な
「
中
間
恐
慌
」
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
し
た
が
っ
て
「
循
環
」
は
「
十
年
と
と
」
と
い
う
形
を
「
よ
り
は
っ
き
り
」
と
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
見
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
今
日
」
に
お
い
て
は
「
ふ
た
た
び
」

る
か
ど
う
か
は
あ
と
で
は
す
こ
し
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
ー
ー
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
、
と
。

「
中
間
恐
慌
」

1
1
1
こ
の
第
三
段
階
の
場
合
の
事
態
を
「
中
間
恐
慌
」
と
見

で
は
な
ぜ
、

な
か
っ
た
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
さ
き
に
は
現
在
「
慢
性
的
不
況
」
が
生
じ
て
い
る
の
は
恐
慌
前
の
繁
栄
期
低
「
生
産
力
」
が
非
常
に
増
大

一
八
四
七
年
以
前
お
よ
び
今
日
で
は
「
過
剰
昼
産
」
に
す
ャ
な
り
や
す
く
、

一
八
四
七
年
以
後
に
は
十
年
自
に
し
か
生
じ

し
、
た
め
に
恐
慌
後
に
お
い
て
も
「
市
場
」
が
生
産
物
を
ひ
念
つ
づ
き
消
化
で
さ
な
い
で
い
る
と
し
て
い
た
が
、
右
の
一
八
八
三
年
五
月

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
〉

{ 

J、、、



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

占

;， 

の
手
紙
で
は
「
イ
ギ
り
ス
の
世
界
市
場
独
占
」
が
打
破
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
の
で
「
過
剰
生
産
」
が
「
よ
り
急
速
に
」
生
じ
は
じ
め
て
い

る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、

か
な
ら
ず
し
も
同
じ
と
は
い
い
が
た
い
が
、
と
も
か
く
要
す
る
に
、
生
産
に
た
い
し
て
市
場
が
相
対
的
に
狭
く
な
っ
て
ぎ
た
、

一
万
は
信
産
の
増
大
に
、
他
方
は
市
場
の
制
限
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
ち
が
い
が
あ
り
、

と
い
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
八
四
七
年
以
前
に
も
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

一
八
四
七
年
以
後
に
は
大
量
の
「
金
生
産
」
が
あ
り
ま
た
「
世
界

市
場
が
完
全
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
」
た
め
に
、
市
場
が
従
来
よ
り
も
拡
大
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
「
過
剰
生
産
」
も
十
年
に
一
度
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
、
と
。

こ
こ
で
問
題
が
い
ず
れ
も
「
世
界
市
場
」

と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

循
環
の
仕
方
の
変
化
が

「
世
界
市
場
L

の
変
佑
と
結
び
つ
け
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
注
意
さ
る
べ
ま
で
あ
る
。

右
の
一
八
八
三
年
五
口
月
十
日
付
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
は

zkrgsaロ
O
B
r
u
V
8
3
第
三
部
末
の

き
」
の
な
か
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
発
行
者
K
・
カ
ウ
ツ
キ
i
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

0
1
1「
こ
の
あ
と
、

な
お
、

「
発
行
者
の
あ
と
が

状
況
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
一
八
八
三
年
に
予
期
し
た
よ
り
も
な
お
一
そ
う
悪
化
し
た
。

『
昂
揚
し
た
事
業
期
』
は
一
八
八
四
年
に
は
来
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
や
っ
と
一
八
八
七
年
に
や
っ
て
来
た
が
、
一
八
九

O
年
に
は
す
で
に
ま
た
も
や
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
繁
栄
の
あ
た
ら
し

い
時
代
宕

2
o
h
m
E〉
、
資
本
制
生
産
様
式
が
「
完
全
に
疲
蛍
し
つ
く
し
た
』
の
ち
に
お
け
る
そ
れ
の
あ
ら
た
な
蘇
告

(krE-og己、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
見
る
ま
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
も
は
や
生
ぎ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
官

慢
性
的
過
剰
主
躍
の
当
分
の
聞
の
克
服
、

P
0
・
HUE-ω-M忠
-Mbg-ω-NNN・〉。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
四

0
年
代
と
対
比
し
て
、

一
八
四
七
年
恐
慌
に
先
立
っ
た
一
八
四
四

l
七
年

の
よ
う
に
一
八
八
四

l
七
年
に
も
「
ご
く
昂
揚
し
た
事
業
期
」
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
見
て
い
た
が
、
現
実
の
経
過
は
こ
の
よ
う
で
あ

っ
た
と
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
け
加
え
て
い
う
と
、
し
た
が
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
く
る
の
は
ま
っ
た
く
た
し
か
で
す
」
と
い

っ
て
い
た
「
本
崩
壊
」
も
、
さ
ぎ
の
「
一
八
七
七
年
」
か
ら
約
十
年
目
の
「
本
当
の
到
来
期
」
に
は
生
じ
な
か
っ
た
。
カ
ウ
ツ
キ
ー
が
右



で

一
八
八
七
年
に
や
っ
て
会
た
が
一
八
九

O
年
に
は
す
で
に
ま
た
も
や
終
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
い
る
晶
揚
期
は
、
前
掲
シ
ュ
ピ

l

ト
ホ
フ
が
「
一
八
人
八
|
九

O
年
の
好
景
気
」
と
し
て
い
る
の
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
ウ
ツ
キ
!
が
、

「
資
本
制
出
産
様
式

が
「
完
全
に
疲
労
し
つ
く
し
た
』
の
ち
に
お
け
る
ぞ
れ
の
あ
ら
た
な
蘇
生
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
に
た
い
し
て
い

か
に
も
皮
肉
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
「
繁
栄
の
あ
た
ら
し
い
時
代
」
と
レ
て
い
る
の
は
、

一
八
九
五

l
六
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
昂
岨
簡
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
伺
の
は
じ
め
て
掲
げ
て
お
い
た
よ
う
に
、

シ
ュ
ピ

l
ト
ホ
フ
は
「
一
八
七
回
i
一
八
九
日
年
い
の
「
不
景
気
期
」

に
つ
い
で
、

「
一
八
九
五
!
一
九
一
三
年
」
を
「
好
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
と
こ
ろ
の
「
好
長
気
期
」
と
し
て

い
る
が
、

こ
う
し
た
時
期
に
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
前
記
の
よ
う
に
、

。。

こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
の
前

一
八
九
五
年
八
尽
に
死
去
し
た
の
で

(

8

)

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
右
の
よ
う
に
一
八
八
二
!
一
二
年
当
時
、
当
時
の
事
態
を
中
間
恐
慌
な
い
し
「
寝
後
作
用
」
的
な
も
の
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

品
開
掲
の
ヴ
ア
ル
ガ
監
修
『
世
界
経
済
恐
慌
史
』
で
は
「
循
環
別
区
分
は
世
界
経
済
恐
慌
の
闘
始
さ
れ
た
年
に
よ
っ
て
行
っ
た
」
(
傍
点
原
文
の
も
の
)

と
し
て
、
「
一
八
台
三
年
、
一
八
八
二
年
、
一
八
九
O
年
」
を
挙
げ
て
お
り
(
「
第
二
部
へ
の
序
女
」
、
前
掲
永
住
訳
、
第
二
冊
、
士
一
ペ
ー
ジ
〉
、
ま
た

エ
ル
ユ
ナ
!
の
町
経
済
恐
慌
』
で
も
「
一
八
八
三
年
の
恐
慌
は
そ
の
本
質
か
ら
す
れ
ば
、
先
行
の
諸
恐
慌
と
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
一
般
的
な
過
剰
生

産
恐
慌
で
あ
っ
た
」
と
規
定
し
て
い
る
〈
均
・
。
。
忌
ロ

2
ニ
)
問
問
看
守
宮
島
由
民
国
青
山
田

gw
出
血
-
H
包
包
・

ω・
M
芯
・
ギ
薬
秀
雄
訳
、
三
二
一
ペ
ー
ジ
〉
。

だ
が
、
一
八
七
三
年
に
起
き
た
恐
慌
は
、
会
き
の
マ
ル
ク
ス
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
国
で

l
1ひ
と
り
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ば
か
り
で

な
く

l
l数
年
間
続
い
に
の
で
あ
っ
て
、
一
八
八
O
|
一
年
に
は
や
や
好
転
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
あ
と
す
?
に
き
た
こ
の
一
八
八
一
一
年
か
ら
の
事

態
を
つ
ぎ
の
「
一
般
的
恐
慌
」
と
見
る
ζ

と
は
i
!
こ
の
一
八
八
二
年
か
ら
の
経
済
活
動
低
下
の
大
き
さ
は
既
述
の
よ
う
に
け
っ
し
で
小
さ
な
も
の

で
は
な
く
、
従
来
の
諸
恐
慌
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
1

1
、
妥
当
か
ど
う
か
一
つ
の
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
八
八
二
年
か
ら

の
事
態
そ
一
つ
の
中
間
恐
慌
と
見
る
と
、
一
八
八
八

l
九
O
年
の
一
応
の
立
直
り
、
つ
い
で
生
じ
た
一
八
九
O
年
か
ら
の
恐
慌
、
と
乙
ま
で
を
一
つ

の
産
業
循
環
と
見
、
つ
ぎ
に
あ
ら
た
な
循
環
が
ほ
じ
ま
っ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
に
な
る
Q

一
八
セ
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
λ

の
見
解
つ
一
)

ノ¥



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
へ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

六
四

七

前
記
の
よ
う
に
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
モ
経
済
活
動
の
低
下
が
続
き
、
上
昇
に
転
じ
た
の
は
や
っ
と
八
七
!
八
年
で
あ
っ

た
。
.
つ
ぎ
に
掲
げ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
は
、
し
ば
ら
く
、
さ
会
の
コ
一
つ
の
手
紙
と
同
様
に
い
ず
れ
も
こ
の
上
昇
に
転
じ
る
前
の
も
の
で

あ
っ
て
、
前
掲
の
よ
う
に
一
八
八
三
年
五
月
頃
に
は
ま
だ
一
八
八
四
年
あ
た
り
か
ら
は
昂
揚
期
に
な
る
か
も
じ
れ
な
い
と
見
て
い
た
が
そ

れ
も
や
っ
て
こ
な
く
、
次
第
に
ユ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
に
お
い
て
も
、
と
れ
を
ど
う
解
す
る
か
と
い
う
点
で
や
や
混
迷
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
窺
わ
れ
る
。

一
八
八
四
年
一
月
十
八
日
付
同
じ
く
べ

i
ベ
ル
宛
の
手
紙
宗
-

Z
2
H
S仏
司
・
関
同
岡
崎
町
回
目
。
問
問
門
戸

E
P
窓口町
2
4
5
H由
8
・
MM-mロ
・
し
た
が
っ
て
英
訳
〉
。
「
十
年
ご
と
の
循
環
は
、
・
一
八
七

O
年
以
来
ア
メ
リ

第
て
ー
ー
さ
ぎ
の
一
八
八
三
年
豆
月
の
手
紙
か
ら
約
半
年
の
ち
の

力
な
ち
び
に
ド
イ
ツ
の
競
争
が
世
界
市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
独
占
に
終
り
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
あ
っ
て
は
、
破
れ
去
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す

(
m
o
o
s
z
E〈
⑦

ぴ

2
ロ

σswop
号

42)。
産
業
の
諸
主
要
部
門
に
お
い
て
事
業
不
況
が
当
地
で
も
ア
メ

リ
カ
で
も
拡
が
っ
て
お
り
、
あ
た
ら
し
い
恐
慌
1

i
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
繁
栄
期
に
よ
っ
て
先
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
|
|
の
瀬
戸
際
に

あ
り
ま
す
」
〈
傍
点
l
z
一宅)。

第
二
、

l
i
『
哲
学
の
賓
困
』

の
ド
イ
ツ
語
訳
書
に
附
さ
れ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
序
言
」
。

こ
れ
は
右
か
ら
約
九
ヵ
月
の
ち
の
同
じ
く

一
八
八
四
年
十
月
二
十
五
日
の
目
付
で
書
か
れ
て
い
る

(
U
E
E
g仏
骨
吋
句
広
ぢ
問
。
匂
E
P
出

f
F
2
0即
応
。
凹
沼
田
2
2
g
g
F
E
E
U
S
E
-

H
U印

N
-
ω
-
E
l
u
-
山
村
脅
訳
、
結
波
文
庫
、
二
一
九
!
ご
0
ペ
ー
ジ
〉
ο



エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
こ
で
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
を
拡
判
し
つ
つ
、

「
商
品
生
産
が
世
界
市
場
的
拡
が
り
を
と
る
や
い
な
や
、

私
的
計
算
に

し
た
が
っ
て
記
産
し
て
い
る
個
々
の
生
産
者
た
ら
と
、

乙
れ
ち
生
産
者
た
ち
が
そ
こ
に
向
け
て
生
産
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
か
れ
ら
に
は

そ
の
需
要
の
質
お
よ
び
量
が
多
か
れ
す
く
な
か
れ
知
ら
れ
て
い
な
い
市
場
と
の
聞
の
均
衡
は
、
世
界
市
場
の
暴
風
雨
た
る
商
業
恐
慌
に
よ

っ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
世
界
市
場
が
ど
う
い
う
状
混
に
あ
る
か
を
物
価
の
騰
落
に
よ
っ
て
生
産
者
た
ち
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
、
競

争
に
た
い
し
て
禁
じ
る
な
ら
ば
、
か
れ
ら
を
ま
っ
た
く
盲
目
に
す
る
と
と
に
な
る
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
「
商
業
恐

慌
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
と
こ
ろ
に
註
を
附
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

1
1「
す
く
な
く
と
も
す
こ
し

前
ま
で
は
こ
う
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た
。

フ
叩
フ
ン
ス
、

ド
イ
ツ

と
と
に
ア
メ
ワ
カ
の
世
界

イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
独
占
が
、
ま
す
ま
す
、

貿
易
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
て
以
来
、
一
つ
の
あ
た
ら
し
い
均
衡
形
態
が
庄
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
0

5
5
〉

g
m
z
w
Eロ
m
a
R
B
印

w
v
m
a門
g
己

2
5
R
u
g
)。
政
慌
に
先
立
つ
一
般
的
繁
栄
の
時
期
は
、

て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま
っ
た
く
こ
な
い
な
ら
ば
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
動
揺
を
伴
う
慢
性
的
洗
滞

(
白

n
v
a
E
a
5

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
や
っ

(
n
V
E
E
R
F
m
 
ω4F出向ロ
m
H

位。ロ・

S
R
ロ
ロ
円
問
。
ユ
ロ
畑
町
内
出

ωの甘さ白
HHHS由
民

g)
が
近
代
的
産
業
の
正
首
な
状
態
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
傍
点
|
一
二
宅
)
。

こ
こ
で
は
、
「
一
般
的
繁
栄
」
期
が
や
っ
て
こ
な
い
、
そ
れ
が
や
っ
て
こ
な
い
原
因
は
イ
ギ
リ
ス
の
「
世
界
市
場
独
占
」
が
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
の
競
争
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

ζ

の
「
一
般
的
繁
栄
」
期
が
「
ま
っ

ド
イ
ツ
、

た
く
」

ζ

な
い
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
恐
慌
」
を
伴
う
循
環
に
代
わ
・
っ
て
、
「
わ
ず
か
ば
か
り
の
動
揺
を
伴
う
慢
性
的
抗
滞
」
が

一
般
的
「
恐
慌
」
は
一
般
的
「
繁
栄
」
と
い
わ
ば
裏
腹
の
関
係

常
態
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
注
目
す
べ
き
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
じ
こ
の
見
方
と
並
ん
で
、
あ
と
で
見
る
よ
う
に
、
慢
性
的
不
出
の
き
ま
大
き
な
恐
慌
に
突
入
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
っ
た
見
方
も
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
事
態
を
「
中
間
恐
慌
」
と
見
る
こ
と
は
こ
の
一
八
八
四
年
あ
た
り
か
ら
す
こ
し
変
わ
っ
て
き

一
八
七

O
庫
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
〉

六
五



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
丸
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

六
六

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
注
意
を
ひ
く
。

ン
ゲ
ル
ス
の
カ
ウ
ツ
キ
ー
へ
の
手
紙
片
岩
波
文
庫
、

第
三
、

1
1
4
右
と
ほ
と
ん
ど
相
隔
た
な
い
約
半
月
ほ
ど
の
ち
の
一
八
八
四
年
十
一
月
八
日
付
カ
ウ
ツ
キ
l
宛
の
手
紙
ハ
岡
崎
次
郎
訳
『
エ

一
一
ニ
五

l
六
ぺ

1
ッ
。
ち
な
み
に
乙
の
岡
崎
訳
の
底
本
は
民
伊
吋
一
】
民

S
H
E
-
q
H
K
F回
国
会
尚
一
明
円
{
M
H
T

N
Z
a
g冨
向
日
町
田
B
E
F
何
回
想

z・
国
民
え

4
4
2
z
a
g日付言-丘団付
M
J
阿
川
門
戸
田
温

HU8ye
「
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
工
業
へ
の
移
行
は

ほ
ぼ
完
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
置
か
れ
て
い
る
諸
関
係
は
、
す
で
に
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
農
業
地
区
と
工
業
地

区
、
大
工
業
と
家
内
工
業
と
は
分
離
さ
れ
、
そ
し
て
一
般
に
近
代
工
業
の
許
す
か
ぎ
り
で
は
、
固
定
さ
れ
て
い
る
。
十
年
と
と
の
恐
慌
循

環
を
伴
う
変
動
さ
え
も
、
慣
例
的
な
生
存
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
麗
業
の
変
革
期
中
に
生
じ
た
政
治
的
運
動
ま
た
は
直
接
社
会
主
義
的
運

動
!
jそ
れ
は
未
熟
な
も
の
だ
っ
た
が

l
Iは
挫
折
し
て
、
鼓
舞
よ
り
も
む
し
ろ
阻
喪
を
後
に
の
こ
し
た
。
ブ
ル
ツ
匁
ア
的
資
本
家
的
発

展
の
方
が
革
命
的
な
反
対
圧
力
よ
り
も
強
い
こ
と
が
一
不
さ
れ
た
の
だ
。
資
本
主
義
的
生
産
に
た
い
す
る
あ
ら
た
な
反
抗
の
た
め
に
は
、
あ

ら
わ
か
、
上
り
強
力
な
原
動
力
を
必
要
と
す
か
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
市
場
支
配
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
退
世
と
か
、
あ
る
い
は

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
は
ζ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
一

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
特
殊
な
革
命
的
な
機
会
と
か
」
(
傍
点
|
一
一
一
宅
Y

八
四
八
年
以
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
に
は
期
待
が
持
て
る
云
々
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
と
し
て
最
初
に
掲
げ
た
ー
一
八
人
山
一
年
一
月
の
手
紙
の
な
か
で
も
、

「
恐
慌
が
政
治
的
変
革
に
お
け
る
も
っ
と
も
強

力
な
積
粁
の
一
つ
で
あ
る
と
と
は
、
す
で
に

『
共
産
党
宣
言
』

ゲ
ル
ス
は
も
と
も
と
、
恐
慌
を
革
命
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
て
い
た
。

の
な
か
に
も
あ
り
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン

一
八
四
七
年
恐
慌
の
さ
い
に
は
こ
れ
と
期
を
同
じ
く
し
て
大

陸
に
お
い
て
大
会
く
革
命
の
波
が
生
じ
た
。
こ
の
あ
と
を
受
け
て
一
八
五
七
年
恐
慌
の
切
迫
の
さ
い
に
は
、
別
稿
で
も
見
る
よ
う
に
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ふ
た
た
び
革
命
の
波
が
高
ま
る
こ
と
に
大
会
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
。

て主

ル
ク
ス
、

右
の
カ
ウ
ツ
ム
ザ
l
宛
の
手
紙
は
、
こ



う
し
た
恐
慌
と
社
会
的
変
革
と
の
闘
係
に
つ
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
当
時
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
窺
わ
し
め
る
も
の
と
見
る
と
と
が
で
ま

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
当
時
、
資
本
制
生
産
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
恐
慌
な
い
し
不
況
が
蛍
働
者
階
級

の
状
態
の
悪
化
を
通
じ
て
政
治
的
行
動
ヘ
刺
戟
を
与
え
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
、
と
見
ら
れ
る
べ
ま
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
前
掲
の
一
八
八
四
年
一
月
十
八
日
付
の
ベ

l
ベ
ル
宛
の
手
紙
で
も
「
あ
た
ら
し
い
恐
慌
の
棋
戸
際
に
あ
る
」
と
す
る
と
と
も
に
、

る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
右
の
記
述
か
ら
、

「こ

の
こ
と
が
、
現
在
当
地
で
社
会
主
義
運
動
が
急
に

l
ー
と
い
っ
て
も
こ
こ
三
年
間
徐
々
に
準
備
さ
れ
て
を
た
の
で
あ
る
が
1

1
立
ち
現
わ

れ
て
ま
た
こ
と
の
秘
密
で
す
」
一
云
々
〈
虫
色
-
u・
日
。
、
と
述
べ
て
い
る
、
等
々
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
つ
ね
陀
景
気
変
動

は
労
働
運
動
の
消
長
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
ま
た
、
当
時
の
よ
う
な
慢
性
的
不
況
の
持
続
、

イ
ギ
リ
ス
が
世
界
市
場
を
独
占
し
て
い
た
さ
い
に
蛍
働
者
階
級
も
そ
れ
に
与
っ
て
い
た
余
恵
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス

は
、
労
働
者
階
級
の
状
麗
の
い
ち
じ
る
し
い
悪
佑
、
失
業
者
の
増
大
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
大
き
な
政
治
的
危
機
の
到
来
を
展
望
し
て
い
た

と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
右
の
カ
ワ
ツ
キ
l
宛
の
手
紙
の
末
尾
で
も
示
唆
し
て
い
る
が
、
後
掲
の
諸
記
述
に
お
い
て

も
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
四
、

!li右
か
ら
ほ
ぼ
一
年
の
ち
の
一
八
八
五
年
十
周
二
十
八
日
付
べ
!
ベ
ル
宛
の
手
紙
，
(
冨
2
H・何回向。
F
K
H
S岡
町

4
4
S
-
S
F
E目・

ω
-
A
8
0
0
(
日
付
の
煩
か
ら
い
う
と
、
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
へ
の
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
序
言
」
の
な
か

に
再
録
さ
れ
て
い
る
一
八
八
五
年
に
書
か
れ
た
論
文
一
「
一
八
四
五
年
と
一
八
八
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
」
が
こ
こ
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
れ
は
「
序
言
」

の
他
の
部
分
と
切
り
離
し
が
た
い
の
で
、
の
ち
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
〉

「
す
べ
て
の
決
定
的
な
産
業
部
門
で
の
慢
性
的
不
況

(
n
y
g昆聞の
F
R

U
3
M角川町)が、

当
地
で
も
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
で
も
、
引
続
い
て
支
配
的
で
す
。
と
く
に
鉄
と
木
綿
に
お
い
て
。
こ
れ
も
資
本
制
組
織

い
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
状
態
で
す
。
過
剰
生
産
が
品
目
、
わ
め
て
大
規
模
な
の
で
、

恐
慌
に
す

の
不
可
避
的
な
帰
結
で
あ
る
と
は
い
え
、

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

ノ¥

イじ



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
〉

ら
な
り
え
な
い
!
(
色
ロ

o
g
E
H
o
m
s
-
o
d
Z弓
E
E
w
t。
P
【目白∞回目。

g
z
n
z
aロ
gmw-20山口
R
開
門
目
的
。
ヴ
ユ

HMmgwmgHMC
自

六
八

由
に
処
理
し
う
る
、
投
下
先
を
求
め
て
い
る
資
本
が
い
ち
じ
る
し
く
過
剰
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
で
、
当
地
で
は
割
引
率
は
事
実
上
、
年

一
!
一
山
%
の
間
を
動
い
て
お
り
、
そ
し
て
双
方
の
側
で
日
々
放
出
ま
た
は
回
収
さ
れ
る
短
期
の
前
貸
金
(
コ
ー
ル

g
g
q
0
2
8
5

は
、
ほ
と
ん
ど
年
出
%
で
出
合
い
を
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
貸
幣
資
本
家
が
か
れ
の
貨
幣
を
、
あ
た
ら
し
い
産
業
企
業
に
投
下
す
る

よ
り
も
、

こ
ん
な
ふ
う
に
投
じ
る
万
を
好
ん
で
い
る
と
い
う
ζ

と
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
、
か
れ
ち
は
、
会
経
済
が
か
れ
ら
の
眠

に
い
か
に
あ
ぶ
な
い
も
の
と
映
じ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
あ
た
ら
し
い
投
資
な
ら
び
に
旧
来

め

の
投
機
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
恐
怖
@
の
F
g
)
l
l
i
こ
う
し
た
と
と
は
す
で
に
一
八
六
七
年
の
恐
慌
の
さ
い
に
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
ー
ー
の
な
か
に
、
な
ぜ
急
性
の
恐
慌
に
い
た
ら
な
い
か
ハ
4
4白

5
5
5
g
g
口町伊丹
N

ロ

a
S円凶
}gg口
問
江
田
山
田
ぴ
江
口
問
。
と
い
う

こ
と
の
主
要
原
因
(
出
川
富
匂
高
円

g
e
が
あ
ゐ
の
で
す
。
だ
が
し
か
し
、
結
局
、

恐
慌
は
や
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
お
そ
ら
く
そ
れ
は
当
地
の
旧
式
の
同
業
組
合
を
終
喬
さ
せ
る
で
し
ょ
う
」
云
々
(
傍
点
l
三
宅

Y

「
な
ぜ
急
性
の
恐
慌
に
い
た
ら
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
の
「
主
要
原
因
」
は
新
投
資
が
手
控
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
「
一
般
的
繁
栄
」
期
が
「
ま
っ
た
く
」
こ
な
い
な
ら
ば
「
わ
ず
か
ば
か
り
の
動
揺
を
伴
う
慢
性
的

出
滞
」
が
常
態
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
と
同
じ
考
え
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
ζ

の
恐
慌
に
お
い
て
は
一
八
六
六
年
五
月
十
日
に
割
引
業
者
オ
l
ヴ

7

レ
ン
ト
・
ガ
l
ニ
l
商
会
が
支
払
停
止
を
し
、
翌
十
一
日
に
一
八
四
回

年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
条
例
が
停
止
さ
れ
た
。
と
の
銀
行
条
例
の
俸
止
は
一
八
四
七
年
十
月
、
一
八
五
七
年
十
一
月
の
停
止
に
つ
ヤ
一
二
度
自
の
停

止
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
普
道
に
は
一
八
六
六
年
恐
慌
と
時
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
産
業
部
門
に
大
き
な
不
況
が
き
た
ハ
た
と
え
ば
『
資
木
論
』

第
二
時

ω
h
s
l
u
参
照
)

0

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
乙
こ
で
「
一
八
六
七
年
の
恐
慌
」
と
い
っ
て
い
る
ほ
か
、
後
掲
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級

の
状
掛
』
の
序
言
の
な
か
で
は
「
一
八
六
六
年
の
恐
慌
」
と
い
い
、
ま
た
後
掲
『
資
本
論
』
第
三
部
第
二
分
冊
の
註
ハ
八

Uω
・
8
向
の
と
ζ

ゐ
で



は
「
一
八
六
七
年
の
一
般
的
恐
慌
」
と
い
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
「
一
八
六
八
年
の
恐
慌
」
と
呼
ん
で
い
る
と
ζ

ろ
も
あ
る
(
『
資
本
論
』
第

一
二
部
第
一
分
冊
の
設
ハ
七
七
〉

ω
-
b
e。
恐
慌
状
態
が
い
く
年
か
に
わ
た
っ
て
い
る
さ
い
、
恐
慌
が
勃
発
し
た
俸
を
附
し
て
何
年
の
恐
慌
と
呼
ぷ

か
、
あ
る
い
は
何
年
か
ら
何
年
の
恐
慌
と
呼
ん
だ
方
が
よ
い
か
、
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
|
|
・
一
八
七
0
年
代
以
後
の
よ
う
に
過
程
が
長
び
い
て
い

る
場
合
に
は
と
く
に
そ
う
で
あ
る

l
!、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
が
お
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
一
八
六
六
年
、
あ
る
い
は
一
八
六
七
年
、
ハ
あ
る
い
は
一
八
六

八
年
〉
と
記
し
て
い
る
の
は
一
八
六
六
年
に
勃
発
し
た
恐
慌
が
そ
の
後
産
業
部
門
に
お
い
て
長
び
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
五
、

!
l右
か
ら
ほ
ぼ
半
月
の
ち
の
一
八
八
五
年
十
一
月
十
三
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
〈
冨
伊
良
・
岡
田
宮
古

-KFE事
者
陣

E
S
F
B
l

pω
・
怠
A
R
i
a
叫
・
改
造
社
会
集
版
訳
、
第
二
十
一
巻
、
一
五
八

l
九
ぺ
1
3
0

な
お
切
Z
R白
白

V
R
3
0
2
関
目
立
件
目
て
.
K
は
乙
の
日
付
の
手
紙
は
載
っ

au 

て
い
る
が
こ
こ
の
部
分
は
入
っ
て
い
な
い
〉
。
「
著
者
〔
マ
ル
ク
ス
の
こ
と
〕
が
か
れ
の
手
紙
で
い
っ
て
い
る
恐
慌
は
実
際
例
外
的
な
も
の
〈

S

2
2
1
Zロ
色
。
ロ
$
で
し
た
。
事
実
、
そ
れ
は
い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
、
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
が
今
日
ま
で
そ
れ
に
悩
ま

3

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
金
融
的
崩
壊

Q
E
S一
色
色
。
富
島
)
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
主
要
な
原
因
は
、
疑
い

も
な
く
、
世
界
市
場
の
状
態
が
ま
っ
た
く
変
佑
し
た
こ
と
で
す
。

一
八
七

O
年
以
来
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
と
く
に
ア
メ
リ
カ
が
近
代
的
産
業

に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
相
手
と
な
り
、
他
方
、
そ
の
他
の
大
て
い
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
も
は
や
イ
ギ
リ
ス
に
依
寄
じ
な
い
ほ
ど

に
自
国
の
製
造
業
を
発
達
せ
し
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
過
剰
生
産
の
過
程
は
、
そ
れ
が
お
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
時
よ
り

も
は
る
か
に
広
い
領
域
に
拡
が
り
、

そ
し
て
、

!
ー
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ

l
l、
急
性
的
な
な
g
Z
)
性
質
の
代
わ
り
に
慢
性
的
な

公
開
同
円
。
昆
の
〉
性
質
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
以
前
に
は
十
年
ご
と
に
空
気
を
清
め
て
い
た
雷
雨
を
こ
の
よ
う
に
遅
れ
さ
せ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乙
の
長
引
い
て
い
る
理
性
的
な
不
況

2
8
8
8
Z巴
は
、
こ
れ
ま
で
か
つ
て
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
狂
暴
さ
と

規
模
と
を
も
っ
た
崩
壊
公

2
2
5
を
準
備
し
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
著
者
が
い
っ
て
い
る
農
業
恐
慌
に
つ
い
て
は

一
そ
う
そ
う
で
し
ょ
う
。
と
の
農
業
恐
協
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
続
い
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
拡
が
っ
て
い

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

六
九



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

七
O 

ま
す
。
そ
し
て
西
部
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
l
リ

Q
E
E
g
)
の
処
女
地
的
黒
土
宕
岳
民
。
臼
望
)
が
疲
弊
し
な
い
で
い
る
か
ぎ
り
続
く
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
」

(
傍
点
i
一二宅
)

0

前
号
で
マ
ル
ク
ス
の
記
述
を
見
た
お
わ
り
の
と
こ
ろ
で
、

マ
ル
ク
ク
ス
は
一
八
八
一
年
二
月
十
九
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
で
は

一
八
七
三
年
以
来
長
引
い
た
経
過
を
辿
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
恐
慌
1

1

一
八
七
八
|
九
年
に
最
低
点
を
通
過
ー
ー
に
つ
い
て
、

「
す
ぎ
去
っ

た
」
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
八
五
年
十
一
月
十
三
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
の
な
か

で
「
そ
れ
は
い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
が
今
日
ま
で
そ
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
ο

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
こ
う
い
っ
て
い
る
の
は
、
・
さ
念
に
見
た
よ
う
に
一
八
八
二
年
か
ら
の
恐
慌
を
「
前
の

恐
慌
か
ら
の
過
剰
生
産
の
事
後
作
用
」
と
見
る
見
万
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
も
の
か
と
も
受
け
と
ら
れ
る
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
次
第
に
、
経

過
を
循
環
|
|
以
前
の
よ
う
に
ほ
ぼ
十
年
ご
と
に
く
り
返
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
形
で
な
い
に
し
て
も
!
!
と
し
て
捉
え
る
こ
と
か
ら

は
な
れ
て
、
終
り
の
な
い
過
程
と
し
て
担
え
る
よ
う
に
傾
い
て
ま
て
い
る
の
で
あ
っ
て

(
あ
と
に
な
る
と
ま
た
す
こ
し
変
わ
る
が
)
、

乙

れ
は
そ
う
し
た
見
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
「
慢
性
的
不
況
」

一
色
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ

て
品
。
て
い
る
、
|
|
こ
れ
は
、

「
中
間
恐
慌
」
と
見
て
い
た
さ
い
に
は
多
か
れ
す
く
な
か
れ
つ
ぎ
に
昂
揖
が
く
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
昂
揚
が
な
か
な
か
こ
な
い
ば
か
り
で
な
く
事
態
は
悪
佑
を
つ
づ
け
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
会
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
。
と
こ
ろ
で
さ
き
に
お
一
寸
記
し
て
お
い
た
が
、
右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
「
慢
性
的
不
況
」
a

が
「
こ
れ
ま
で
か
つ
て
見
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
狂
暴
さ
と
規
模
と
を
も
っ
た
崩
壊
」
に
い
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
あ
と
を

見
て
ゆ
こ
う
。

(

日

〉

ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
は
か
れ
が
マ
ル
ク
ス
か
ら
受
取
っ
た
手
紙
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
も
と
に
送
る
こ
と
そ
申
し
い
で
、

ζ

う
し
た
通
信
の
公
刊
に
役
立



た
せ
よ
う
と
し
た
。
上
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
は
乙
の
7

ル
ク
ス
の
手
紙
の
抜
書
が
送
ら
れ
て
き
た
乙
と
に
た
い
す
る
返
書
で
あ
る
。
(
な
お
こ
れ

ら
の
手
紙
を
送
付
し
よ
う
と
い
う
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
は
一
八
八
五
年
二
月
十
一
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手

紙
参
照
〉
。
上
に
引
用
し
た
す
乙
し
前
の
と
と
ろ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
著
者
〔
マ
ル
ク
ス
〕
の
一
八
七
九
年
か
ら
一
八
八
一
年
に
い
た
る
手
紙
か
ら

の
抜
書
に
た
い
し
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
既
掲
マ
ン
デ
ル
パ
ウ
ム
編
の
豆
町
国
立
え
0

4

0
由
民
胆
ユ
冨

2
M
口出血

司
包
mh町
山
口
伊
何
回
同
自
白
血
胆
H
H
U
胆田町内

zop岡
田
N
由
に
は
一
八
六
八
年
以
来
の
マ
ル
ク
ス
の
手
紙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
右
の
御
礼
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
前
号
の
註
(
日
)
に
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
一
八
七
九
年
四
月
十
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
で
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』

続
巻
刊
行
遅
延
の
弁
明
を
し
て
い
る
ζ

と
に
た
い
し
て
述
べ
て
い
る
。

(
口
〉
『
資
本
論
』
第
三
部
(
一
八
九
四
年
刊
〉
第
六
篤
の
な
か
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ζ

の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
や
や
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
。

|
|
「
大
洋
横
断
汽
船
ゃ
、
南
北
ア
メ

P
カ
お
よ
び
イ
ン
ド
の
鉄
道
は
、
ま
っ
た
く
独
自
の
諸
地
域
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
物
市
場
で
競
争
す
べ
き

位
置
に
も
ち
乙
ん
だ
。
一
方
に
は
北
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
l
リ

(prMg)
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
パ
ン
パ
ス

(
g
g富
田
〉
と
い
う
よ
う
な
、
自
然
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
懇
の
た
め
に
開
墾
さ
れ
た
大
草
原
が
、
原
始
的
耕
作
に
よ
り
肥
料
な
し
に
で
も
数
年
間
に
わ
た
っ
て
豊
富
な
収
穫
を
も
た

ιし
た

J

処
女
地
が
、
あ
っ
た
。
ま
た
他
方
に
は
、
ロ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
共
産
制
的
諸
共
同
体
の
、
す
な
わ
ち
国
家
の
無
慈
悲
な
専
制
政
治
に
よ
っ
て
い
ー
ー
し

ば
し
ば
責
苦
に
よ
っ
て
1

1
強
制
さ
れ
た
租
税
用
の
貨
幣
を
え
る
た
め
に
生
産
物
の
一
部
分
、
し
か
も
た
え
ず
増
大
す
る
一
部
分
を
売
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
諸
共
同
体
の
、
地
所
が
あ
っ
た
。
乙
れ
ら
の
生
産
物
は
、
生
産
費
に
は
お
構
い
な
し
に
、
取
扱
業
者
が
申
出
る
価
格
で
売
ら
れ
た
。
け
だ

し
農
民
は
、
支
払
期
限
ま
で
に
絶
対
に
貨
幣
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ζ

の
競
争

l
|処
女
地
た
る
大
草
原
地
の
競
争
、

な
ら
び
に
租
税
の
締
木
に
か
け
ら
れ
て
倒
れ
つ
つ
あ
る
ロ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
農
民
の
競
争
ー
ー
を
受
け
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
借
地
農
業
者
や
農
民

は
旧
来
の
地
代
の
も
と
で
は
や
つ
で
ゆ
け
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
土
地
の
一
部
分
は
、
穀
物
耕
作
用
と
し
て
は
決
定
的
に
競
争
圏
外
に

出
て
、
地
代
は
い
た
る
と
と
ろ
で
減
少
し
、
わ
れ
わ
れ
の
第
二
例
の
変
例

E
|
l価
格
が
低
落
し
か
っ
追
加
的
諮
投
資
の
生
産
性
が
減
少
す
る
場
合

1
1
1
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
常
郎
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
イ
タ
り
ー
に
い
た
る
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
プ
ロ
イ
セ

ン
に
い
た
る
地
主
的
苦
難
(
除
腎
一
号
一
向
。
ユ
回
目

g
R〉
は
と
乙
に
由
来
す
る
。
幸
い
に
し
て
ま
だ
ま
だ
、
す
べ
て
の
大
草
原
地
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
だ
大
草
原
地
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
土
地
所
有
の
全
部
を
、
そ
の
う
え
に
小
土
地
所
有
を
も
、
破
滅
さ
せ
る
に
足
る
だ
け
残
寄
し

て
い
る
」
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ウ
l
ト
版
、
回

a-HFω
・
吋
認
luw
長
谷
部
訳
、
青
木
版
一

O
二
一
二
|
四
ベ

1
3
Y

第
六
、
|
|
右
か
ら
ほ
ぼ
ニ
ヵ
月
の
ち
の
一
八
八
六
年
一
月
二
十
l
二
十
三
日
付
ベ

i
ベ
ル
宛
の
手
紙
。
宙
・
冨
由
自
白
足
司
・
岡
田
岡

o
z
s

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

七



一
O
八
七
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

4ゴ

由
民

Z
F
H
M
-
E
u・
し
た
が
っ
て
英
訳
)
。
「
六
週
間
前
ま
で
は
、
当
地
で
は
、
商
売
が
良
い
方
向
に
向
う
徴
候
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
だ
が
今
日
で
は
こ
う
い
う
話
は
ふ
た
び
す
っ
か
り
影
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
窮
迫

2
2
E
2
6
は
以
前
よ
り
も
は
な
は
だ

し
く
、
さ
き
の
見
込
み
が
立
た
な
い
こ
と
が
異
常
に
き
び
し
い
こ
の
冬
を
一
そ
う
き
び
し
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
過
剰
生
産
が
市

場
を
圧
迫
し
て
い
る
の
は
、
今
日
す
で
に
八
年
目
で
す
。
し
か
も
次
第
に
良
く
な
る
代
わ
り
に
、
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
一
方
で
す
。
も
う

乙
う
な
っ
て
は
、
状
況
が
以
前
と
は
本
質
的
に

(
g
o
E
E
-
-
5
変
佑
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
が
世

界
市
場
で
大
き
な
競
争
相
手
を
も
っ
と
と
に
な
っ
て
以
来
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
意
味
で
の
恐
慌
の
週
期
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
公
宮

宮
ユ
色
色

R
U町田
:
:
:
v
s
z
g
a
O
8
8
0
も
し
恐
慌
が
急
性
的
で
な
く
慢
性
的
と
な
り
、
か
っ
そ
れ
と
同
時
に
強
度
に
お
い
て
は
な

に
も
の
も
失
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
?
〈
4

岳
民
忌
-
ご
u
o
F
o
o
E
g
B
0
3
繁
栄
の
時
期

官
官
一
円
目
。
仏
O
同
聞
き
由
一
宮
崎
山
司
)
は
|
|
た
と
え
短
い
も
の
で
あ
っ
て
も

l
l、
積
上
げ
ら
れ
た
商
品
が
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、

時
折
、
と
も
か
く
戻
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
ー
し
か
し
、
私
は
、
全
事
態
が
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
か
を
見
た
い
と
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
こ
づ
の
こ
と
は
た
し
か
で
す
。
第
一
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
旧
社
会
の
容
立
に
と
っ
て
十
年
と
と
の
恐
慌
の
時
期
公
宮

け
れ
ど
も
、

宮
崎
山
《
)
色
。
片
品
R
B回
目
釦
目
立
回
目
的
〉
よ
り
も
比
較
に
な
ら
ぬ
く
ら
い
も
っ
と
危
険
な
時
期
官
官
民

o
a
E
g
g宮
B
宮
司

B
g
o
a
g
m
o
p
-

2
6
に
入
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
は
、
繁
栄
が
戻
っ
て
ぎ
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
は
、

以
前
ひ
と
り
で
世
界
市
場
か
ら
ク

リ
l
ム
を
掬
い
取
づ
て
い
た
時
に
く
ら
べ
て
、
繁
栄
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
ず
っ
と
す
く
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、

で
す
」

(
傍
点
l
一ニ宅)。

第
七
、
|
|
右
か
ら
半
月
ほ
ど
の
ち
の
一
八
八
六
年
二
月
八
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
色
町
田
比
四
な
さ
回
開
・
冨
号
自
主
可

制ロ偶冊目白同

D
U
S
E
g
p
E
B酉
晶
晶

mtg・
2
担
問
・
思
胆
ロ

aoHEロ
B-ω
・
念
・
改
造
社
全
集
飯
訳
、
第
二
十
一
巻
、

一
六
-
ぺ
l
少
。
し
た
が
っ
て



ド
イ
ツ
語
訳
)
。

「
当
時
で
は
産
業
恐
慌
は
良
く
な
る
よ
り
も
悪
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
人
々
は
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
が
競
争
相
手
と
し
て
世
界
市
場
に
現
わ
れ

イ
ギ
リ
ス
の
工
業
独
占
は

終
り
だ
と
い
う
こ
と
を
次
第
に
認
め
て
き
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、

て
い
る
の
で
、
ま
た
高
い
関
税
が
外
国
商
品
を
他
の
新
興
工
業
諸
国
の
市
場
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
の
で
、
事
態
は
か
ん
た
ん
な
算
術
の
問

題
で
す
。
独
占
的
地
位
に
あ
る
一
つ
の
大
工
業
国
が
十
年
ご
と
に
一
つ
の
恐
慌
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
国
が
四
つ
あ
る

ほ
ぽ
、
四
分
の
十
年
ご
と
に
一
つ
の
恐
協
、
す
な
わ
ち
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
終
り
な
し
の
恐
慌

Q
B
W・

広田
n
r
aロO
同
ユ
8
0
}
5
0

開
口
色
。
)
。
そ
れ
で
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
、

(
d
g
w
gロ
田
富
島
仲
間
色
ロ
)
」
〈
傍
点
原
文
の
も
の
)
。

さ
い
に
は
ど
う
な
る
か
?

一
般
的
恐
慌
が
多
か
れ
す
く
な
か
れ
世
界
恐
慌
と
し
て
生
じ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の

四
つ
で
十
年
を
割
っ
て
「
四
分
の
十
年
ご
と
に
一
つ
の
恐
慌
」
と
い
う
よ
う
に
「
か
ん
た
ん
な
算
術
の
問
題
」
と
す
る
こ
と
に
は
、
大
い

に
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
終
り
な
し
の
恐
慌
」
、
い
わ
ば
永
遠
恐
慌
説
と
い
っ
た
こ
と
を
エ
ン
ヂ
ル
ス
が
い
っ
て
い
る
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、

「
八
年
」
に
も
わ
た
っ
て
|
|
こ
れ
は
一
八
七
八
i
九
年
の
恐
慌
か
ら
数
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う

に
一
八
八

O
l
一
年
に
微
弱
な
が
ら
持
直
し
た
こ
と
を
度
外
視
す
れ
ば

一
八
七
三
年
以
来
寸
三
年
間
と
も
い
え
る
|
|
「
過
剰
生
産
が

市
場
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と
い
う
ま
っ
た
く
異
常
な
事
象
、

こ
う
い
う
異
常
な
事
象
に
は
じ
め
て
ぶ
つ
か
っ
て
、
そ
の
渦
中
に
お
い
て
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
の
経
済
活
動
の
低
下
は
既
述
の
よ
う
に

一
八
八
二
年
か
ら
八
六
年
ま
で
つ
づ
き
、

こ
の
八
六
年
が
底
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
与
っ
て
か
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
考
え
方
の
万
も

こ
の
一
八
八
六
年
に
は
深
刻
さ
の
度
合
が
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
て
い
る
。

第
八
、
|
|
こ
れ
は
右
か
ら
は
約
九
ヵ
月
の
ち
、
一
八
八
六
年
の
終
り
に
近
い
十
一
月
五
日
付
の
『
資
本
論
』
第
一
巻
英
語
版
へ
の
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
「
序
言
」
ハ
カ
ア
問
。
口
版
包
出
・
4
0目

-
F
3・
ωHIN-
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
l
ト
版
、
∞
a
-
F
ω
-
M吋
|
∞
-
長
谷
部
訳
、
青
木
版
九
八
l
九

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
-u

七



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

セ
四L

た
え
ざ
る
か
つ
。
急
速
な
拡
大
な
し
に
は
不
可
能
な
こ
の
国
〔
イ
ギ
リ
ぷ
〕
の
産
業
体
制

の
運
行
は
、
ま
っ
た
く
止
ま
り
つ
つ
あ
ゐ
(
叶

5
4
5門
医
ロ
印
刷
。
同
;
:
・
2
8
B吉
岡
吉
川
H

合
同
色
白
芯
巴
。
自
由
貿
易
は
も
は
や
百
計
尽
会
て

ペ
ー
ジ
U
Q

「
生
産
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
市
場
の
、

し
ま
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
さ
え
も
、

こ
の
、
自
分
の
従
来
の
経
済
的
福
音
を
疑
っ
て
い
る
〔
こ
と
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
本
日
の
午
後
聞
か
れ

た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
商
業
会
議
所
の
四
半
期
会
議
に
お
い
て
自
由
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
盛
ん
な
討
論
が
行
わ
れ
た
、

が
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
の
先
例
に
従
う
こ
と
を
四
十
年
間
も
待
っ
た
が
駄
目
だ
っ
た
の
で
、
本
会
議
所
は
、

一
つ
の
決
議
案
が
「
他
の
諮
問
民

い
ま
や
、
こ
の
立
場
を
再
考
す
る
時
期
が

到
来
し
た
も
の
と
考
え
る
」
と
い
う
趣
旨
で
、
提
出
さ
れ
た
、
こ
の
決
議
案
は
た
だ
一
一
閥
抗
の
差
で
否
決
さ
れ
た
、

一
品
々
と
い
う
こ
と
を
一
八
八
六
年
十

月
一
日
付
の
『
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
紙
か
ら
引
用
し
て
註
記
し
て
い
る
U

。
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
外
国
産
業
は
、
ど
こ
に
お
い
て

え
も
、

も、

l
l闘
税
で
保
護
さ
れ
た
諸
市
場
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
中
立
の
諸
市
場
に
お
い
て
も
、
ま
た
海
峡
の
こ
ち
ら
側
に
お
い
て
き

イ
ギ
リ
ス
の
生
産
を
脅
か
し
て
い
る
。
生
産
力
は
幾
何
級
数
的
に
増
大
す
る
の
に
、
諸
市
場
の
拡
張
は
た
か
だ
か
算
術
級
数
的
に

、
、
、
、
、

し
か
進
ま
な
い
。

一
八
二
五
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
た
え
ず
く
り
返
し
た
十
年
ご
と
の
出
滞
、
繁
栄
、
過
剰
生
産
、
恐
慌
と
い
う
循
環

は
、
な
る
ほ
ど
、
も
う
お
し
ま
い
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
、
|
|
た
だ
し
、
た
だ
わ
れ
わ
れ
を
永
続
的
、
慢
性
的
不
祝
官
官

5
8
8件

a
a
g白
色
。
ロ
)
と
い
う
絶
望
の
沼
地
に
入
ら
せ
る
た
め
に
。
あ
こ
が
れ
の
繁
栄
期
は
や
っ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
先

山
口
仏

n
y
吋。ロ向。

ぶ
れ
の
徴
候
が
認
め
ら
れ
る
か
と
見
え
る
た
び
に
、
そ
の
た
び
ご
と
に
そ
れ
は
ま
た
も
や
泡
と
消
え
る
。
そ
の
問
に
、
ま
い
冬
ご
と
に
、

円
失
業
者
を
ど
う
す
る
か
』
と
い
う
大
問
題
が
く
り
返
し
て
起
き
て
く
る
。
だ
が
、
失
業
者
の
数
は
年
々
膨
脹
し
て
い
る
の
に
、

こ
の
間

題
を
解
く
人
は
だ
れ
も
い
な
い
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
失
業
者
た
ち
が
辛
棒
で
ま
な
く
な
り
、
か
れ
ら
自
身
の
運
命
を
か
れ
ら
自
身
の

手
に
収
め
る
べ
会
剃
那
を
、

ぽ
ぽ
計
算
す
る
こ
と
が
で
合
る
。
た
し
か
に
、
か
か
る
剥
那
に
お
い
て
、

一
人
の
人
の
言
葉
が
傾
聴
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
、
ー
ー
そ
の
一
人
の
入
の
全
理
論
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
史
お
よ
び
経
済
状
態
に
か
ん
す
る
生
涯
に
わ
た
る
掛
究
の
結
果
た



る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
人
は
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
ヨ

l
ロ
ッ
バ
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
、
不
可
避
的
な
社
会
革
命
が

平
和
的
合
法
的
な
手
段
に
よ
ワ
て
完
全
に
そ
の
目
的
を
果
た
し
う
る
で
あ
ろ
う
唯
一
の
国
だ
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
か

れ
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
つ
け
加
え
る
の
を
け
っ
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
、
1
1
1
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
階
級
が
「
奴
隷
制
を
支
持
す
る
叛
乱
(
℃
吋
。
.

印

z
g弓
詰
ぴ
色
目
。
ロ
)
』
な
し
に
こ
の
平
和
的
合
法
的
な
草
命
に
服
従
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
な
い
V

と
」
(
傍
点
l
三
宅

V

こ
こ
で
も
さ
き
の
「
終
り
な
し
の
恐
慌
」
と
同
様
に
、

「
永
続
的
、
埋
性
的
不
況
」
と
い
っ
て
い
る
。

(
臼
)
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
l
ト
版
で
は
乙
の
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
社
会
革
命
が
「
平
和
的
合
法
的
な
手
段
」
に
よ
っ
て
目
的
を
達
し
う
る
と
い
う
マ
ル
ク

ス
の
見
解
に
つ
い
て
註
を
附
し
、
レ
l
ニ
ン
が
「
国
家
と
革
命
』
の
な
か
で
、
「
い
ま
や
、
第
一
次
大
帝
国
主
義
戦
争
の
時
代
た
る
一
九
一
七
年
に

お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
こ
の
制
限
は
停
止
念
れ
る
の
で
あ
る
と
」
述
べ
て
い
る
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
註
記
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
や
や
問
題
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

八

つ
吉
に
、

『
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
蹴
に
附
さ
れ
て
い
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
序
言
」
の

な
か
の
記
述
を
見
る
ζ

と
と
す
る
。

ζ

こ
で
の
記
述
は
乙
れ
ま
で
見
て
ま
た
も
の
に
く
ら
べ
て
か
な
り
詳
細
で
あ
っ
て
、
と
く
に
、
き
品
目
、

に
述
べ
て
い
た
と
こ
ろ
の
「
一
八
四
七
年
以
前
」
と
「
一
八
四
七
年
以
来
」
と
の
聞
に
お
け
る
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

見
解
の
ほ
ぼ
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
句
て
し
て
き
ま
と
同
様
に
、
現
在
に
お
い
て
は
こ
の
状
況
が
さ
ら
に
変
化
し
た
と
し
て
、
世
界

市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
工
業
上
の
独
占
」
が
打
ち
破
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
の
「
序
一
一
日
」
の
日
付
は
一
八
九
二
年
七
月
二
十
一
日
付
で
あ
っ
て
、

い
ま
ま
で
掲
げ
た
最
後
の

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
ハ
ニ
〉

七
五



一
入
也

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

セ
六

『
資
本
論
』
第
一
巻
英
語
版
h

の

「
序
言
」
が
書
か
れ
た
一
八
八
六
年
十
一
月
五
日
か
ら
六
年
近
く
の
年
月
を
経
て
い
る
。

し
か
し
こ

の
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
の
「
序
言
」
は
、
ア
メ
リ
カ
版
に
附
さ
れ
た
一
八
八
六
年
ニ
月
二
十
五
日
付
の
「
附
録
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

も
の
で
あ
h
、
し
た
が
っ
て
以
下
で
見
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
は
、
は
じ
め
に
書
か
れ
た
年
月
日
を
と
る
な
ら
ば
一
八
八
六
年
ニ
周
二
十

五
日
付
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

l
lし
か
も
そ
の
う
ち
大
部
分
は
こ
こ
に
再
録
さ
れ
て
い
る
一
八
八
五
年
の
論
文
で
あ
る
|
|
。
つ
ま
り

さ
き
の
『
資
本
論
』
第
一
巻
英
語
版
へ
の
「
序
言
」
よ
り
も
約
八
ヵ
月
前
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

(
碍
〉
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
へ
の
「
序
言
」
の
は
じ
め
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
て
八
八
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
こ

の
本
の
英
語
訳
(
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ケ
リ
l
・
ウ
イ
シ
ユ
ネ
ウ
ェ
ツ
キ
l
夫
人

F
・2
2
2
2
8
同
色

-3
項目印

n
H
5
2主
N
害
に
よ
る
〉
が
現
わ

れ、

ζ

の
訳
は
一
八
九
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
ス
ウ
ォ
ン
・
ゾ
ン
ネ
ン
シ
ャ
イ
ン
商
会

(ω4Eロ
ωcロロ由民団
nzshwoo-〉
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
ア

メ
リ
カ
版
へ
の
序
文
(
〈

2
2
r〉
が
イ
ギ
リ
ス
版
へ
の
ぞ
れ
の
基
礎
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
版
の
そ
れ
が
ま
た
こ
の
ド
イ
ツ
版
序
言

2
2
4
3円
。
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
」
(
司
・
閉
口
ぬ
冊
目
的

H

U
向
。
伊
田
個
目
一
白
仏
巾
ご
月
一
ぴ
冊
目
神
宮
内
山
品
開
関
宮
目
的
。
宮
何
回
剛
山
戸
P
H
戸
内
伊
国
民

n
r
R閉
山
内
同
町
曲
認
由
同
岡
山
由
民
ロ
?
F
E
Z
2
5
5・

H
U
U
N
w
ω
-
H
ω

・
大
月
i

寄
居
刊
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
補
巻
2
、
四
八
一
ペ
ー
ジ
U
o
ζ

れ
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

文
章
で
あ
る
が
、
若
干
訂
正
的
補
足
を
加
え
て
お
く
と
、
右
ア
メ
リ
カ
版
に
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
に
な
る
一
八
八
七
年
一
月
二
十
六
日
付
の
序
言

9
2
p
g〉
1
1
1
ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
を
論
じ
た
も
の

l
lと
一
八
八
六
年
二
月
二
十
主
日
付
の
「
附
録
(
〉
℃
℃

S
2る
」
と
が
付
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
版
(
一
八
九
二
年
)
へ
の
序
言

9
5
p
n叩
)
、
ド
イ
ツ
語
版
へ
の
序
言
(
〈
主
者
。
円
。
の
「
基
礎
」
と
な
っ
た
の
は
こ
の

「
附
録
」
の
方
で
あ
っ
た
〈
イ
ギ
リ
ス
版
へ
の
序
言
で
は
ζ

の
ζ

と
を
は
っ
き
り
断
わ
っ
て
い
る
〉
。
ま
た
上
の
「
一
八
八
豆
年
」
と
い
う
の
は
ウ
イ

シ
ユ
ネ
ウ
ェ
ツ
キ
l
夫
人
に
よ
っ
て
英
語
訳
さ
れ
た
年
の
よ
う
で
あ
る
が
(
イ
ギ
リ
ス
版
へ
の
序
言
)
、
そ
の
英
語
訳
が
「
現
わ
れ
た
〈

mgnFぽ
ロ
ど

の
は
、
つ
ま
り
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
と
の
ア
メ
リ
カ
版
へ
の
序
言
の
日
付
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
一
八
八
五
年
」
で
は
な
く
、

!
l
上
記

国
広
島

R
a
a
g
呂
田
吋
岡
山
田
昌

5
・F
富
山
田
町
田

g
5
版
露
裏
の
刊
行
者
記
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
既
掲
の
民
・
玄
酔
員
戸
田
島
吋
・
阿
国
崎
広
田
O
出
回
同
町
宮
古
-
H
Y
H

の
編
集
者
記
に
よ
っ
て
告
|
|
一
八
八
七
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
大
月
害
届
刊
『
選
集
』
の
訳
で
は
、
ド
イ
ツ
語
一
八
九
ご
年
版
へ
の
「
序
言
」
の

訳
の
な
か
に
、

ζ

れ
と
ア
メ
り
カ
版
へ
の
附
録
お
よ
び
イ
ギ

9
ス
版
へ
の
序
(
吉
一
口
と
相
異
し
て
い
る
箇
所
が
註
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
者
聞
の
異



時
を
同
泊
る
上
に
便
利
で
あ
る
。
ま
た
右
内
・
冨
担
自
白
ロ
晶
司
・
3
H
m
m
回
目
。
出
回
同
町
担
問
自
の
な
か
に
は
ア
メ
リ
カ
阪
へ
の
「
序
言
」
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス

股
へ
の
序
言
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
木
稿
で
の
択
は
ド
イ
ツ
語
一
八
九
二
年
版
へ
の
「
序
言
」
に
よ
っ
て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
ド
イ
ツ
語
一
八
九
ニ
年
版
へ
の
「
序
言
」
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
-
|
「
本
書
の
本
文
で
は
、

大
産
業
恐
慌
の
循
環
期
間
は
五
年
と
と
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
は
、

一
八
二
五
年
か
ら
一
八
日
二
年
に
い
た
る
出
来
事
の
推
移
か
ら

明
ら
か
に

(
R
Z山
口
ヴ
号
)
結
論
さ
れ
た
年
用
規
定
で
あ
っ
た
円
こ
の
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
が
は
じ
め
て
出
版
さ
れ
た
の

は
一
八
四
五
年
で
あ
っ
た
〕
。
し
か
し
、

一
八
四
二
年
か
ら
一
八
六
八
年
に
い
た
る
産
業
の
歴
史
は
、

現
実
の
週
期
は
十
年
で
あ
る
こ
と

中
間
恐
慌
ハ
N
託
児
宮
口
町
宮
山
)
は
第
二
次
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

一
八
四
二
年
以
来
は
し
だ
い
に
消
滅
し
て
念
た
こ
と
を

明
ら
か
に
示
し
た
。

一
八
六
八
年
か
ら
は
、
事
態
は
さ
ら
に
ま
た
変
化
し
て
会
た
」

Q
・阿国
M
3
Z
H
g
o
E
M目
白
血
由
門
戸
手

a
s
z
g
目白血曲目

日間関出回目
g
p
切
符
E
2
0
町内凶
g
ζ
R
H山田
g
g
h
g山田町田
BgwHωmM-ω
・
回
。
・
改
造
社
全
集
版
訳
|
|
河
西
太
一
日
中
東
井
金
平
・
荘
原
達
共
訳
|
|
、

〕
内
1
2
一宅〉。

第
去
巻

一
八
ペ
ー
ジ
、
大
月
害
届
刊
『
選
集
』
訳
、
裕
巻
2
、
四
九
一
ニ
ベ
1
1
ン、円

そ
し
て
、

「
ζ

の
と
と

K
つ
い
て
は
さ
ら
に
あ
と
で
見
ょ
う
」

と
し
て
、

一
八
八
五
年
三
月
一
日
付
の

『
ロ
ン
ド
ン
・
コ
モ
ン
ウ
ィ

!
ル
(
戸
。
白
仏
門
百
円
。
HHMgcpd司

g-)』
に
英
語
で
、
ま
た
『
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト

(
Z
2
0
N
a
c』
の
同
年
六
月
号
(
第
六
冊
)
に
ド
イ

a-

ツ
語
で
発
表
し
た
一
論
引
を
再
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
い
ま
か
ら
「
四
十
年
前
」
に
イ
ギ
リ
ス
は
経
済
的
に
も
政

治
的
に
も
「
危
機
」
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
一
八
四
七
年
の
恐
慌
、
大
陸
に
お
け
る
一
八
四
八
年
の
革
命
の
の
ち
、
産
業
資
本

家
の
政
治
的
支
町
田
が
確
立
し
、
ま
た
自
由
貿
易
が
発
展
し
、

イ
ギ
ワ
ス
は
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
飛
躍
的
な
発
達
を
遂
げ
た
こ
と
を
述

べ
た
の
ち
(
こ
こ
の
記
述
は
註
〈
M
M
〉
に
掲
げ
て
お
く
)
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

l
i
「
し
か
し
、
そ
の
あ
と
一
つ
の
転
換
な
E
O

4
4
よロ門凶ロ
HMm)
が
λ

や
っ
て
き
た
。

一
八
六
六
年
の
恐
慌
に
つ
づ
い
て
、
事
実
、

一
八
七
三
年
頃
に
は
短
い
か
つ
軽
微
な
一
事
業
昂
揚
が
現
わ

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
一
一
)

七
七



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

七
A 

れ
は
し
た
が
、

し
か
し
そ
れ
は
続
か
な
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は

当
然
来
た
る
べ
ぎ
時
に
守
口
宏
司

N
O
芹・

者
。
凹
芯
訴

Em向
者
町
民
)
、

す
な
わ
ち
一
八
七
七
年
ま
た
は
一
八
七
六
年
に
は
、
事
実
な
ん
ら
十
分
な
恐
慌
を
経
験
し
な
か
っ
た
が
、

一
八
七
六
年
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
支
配
的
な
産
業
部
門
は
慢
性
的
停
帯
状
態
(
〈

2
2自
主
ロ
ロ
ぬ
印
N
E
U昆
)
に
あ
る
。
完
全
な
崩
壊

(
g
H
?

(
」
可
。
口
。
同
江
田

-e

し
か
し

血
管
-
e
m
2
N
C
E
S
B
g可
5
5
も
、
久
し
く
待
ち
こ
が
れ
ら
れ
て
い
る
事
業
繁
栄
期

l
l崩
壊

(同
g
n
y
)
の
前
後
に
は
か
な
ら
ず

来
る
ぺ
ぎ
も
の
と
わ
れ
わ
れ
が
信
じ
て
い
た
と
こ
ろ
の

i
lも、
こ
よ
う
と
し
な
い
。
極
端
な
不
況
(
呂
忌
W
F
2
ロ
E
nぢ
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
に
と
っ
て
す
べ
て
の
市
場
の
慢
性
的
な
過
充
、
こ
れ
が
、
ほ
と
ん
ど
十
年
近
く
以
来
〔
と
い
う
の
は
一
八
八
五
年
の
論
文
で
あ
る
か
ら
。

一
八
七
六
|
八
五
年
〕
わ
れ
わ
れ
の
経
験
し
℃
い
る
状
態
で
あ
る
。
乙
の
原
因
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
?
」
官
・
担
・

0
・
ω・
自
・
改
造
社

全
集
版
訳
、
三
三
ペ
ー
ジ
、
大
月
『
選
集
』
訳
、
五
O
一
ペ
ー
ジ
、
傍
点
お
よ
び
門
〕
内
l
一二宅
)

Q

「
わ
れ
わ
れ
は
、
当
然
来
た
る
べ
会
時
に
、
す
な
わ
ち
一
八
七
七
年
ま
た
は
一
八
七
六
年
に
は
、
事
実
な
ん
ら
十
分
な
恐
慌

こ
こ
で
、

そ
経
験
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
に
つ
い
て
は
、
前
に
見
た
よ
う
に
一
八
八
二
年
十
二
周
二
十
二
日
付
の
手
紙
で
は
寸
当
地
と
ア
メ

リ
カ
と
で
は
、
そ
れ
(
崩
壊
〉
は
正
常
な
時
期
た
る
一
八
七
七
年
に
や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
述
ぺ
て
い
た
こ
と
が
想
起
怠
れ
る
。

こ
れ
と
か
ん
れ
ん
し
て
、
右
で
「
一
八
六
八
年
か
ら
は
、
事
態
は
き
ら
に
変
化
し
て
ま
た
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
し
て

一
八
六
六
年
恐
慌

以
後
「
転
換
」
が
生
じ
て
き
た
と
観
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
口
比
〉
と
の
論
文
名
は
ド
イ
ツ
語
版
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
版
へ
の
序
言
の
な
か
で
は
英
語
で
の
表
題
を
E

閉
口
岡
宮
白
血
山
口
同
∞
お
田
口
仏

同
∞
∞
m
=
と
記
し
て
い
る
(
前
記
の

C
ロ
切
1
S
E
w
一切

-NeQ
と
す
る
と
と
の
論
文
は
、
『
資
本
論
』
の
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
l
ト
版
第
三
巻
の
「
編

集
ま
え
が
き
」
の
な
か
で
同
版
巻
末
の
「
附
録
」
に
収
め
る
と
わ
ざ
わ
ゴ
註
記
し
て
い
て
(
切
P
H
H
F
ω
・
∞
る
、
ど
う
い
う
わ
け
か
「
附
録
」
陀
収

め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
論
文
Z

何
回
間
宮
口
仏
民
命
ロ
ロ
仏
凶
器
問
ョ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
右
「
一
編
集
ま
え
が
き
」
で
は
こ
の
論

文
に
つ
け
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
説
く
と
こ
ろ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
参
考
と
し
て
ζ
ζ

に
引
用
し
て
お
ζ

ぅ
、
|
|
「
「
資
本
論
』



書
上
げ
後
一
一
、
一
一
一
十
年
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
を
一
八
八
豆
年
に
書
い
た
叙
述
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
資
本
制
蓄
積
の
一
般
的
法
則
を
完
全
に
確
認
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
ハ
ζ

こ
で
は
工
業
独
占
の
結
果
と
し
て
、
帝
国
主
義
段
階
の
個

々
の
現
象
が
す
で
に
前
世
紀

ω最
後
の
一
一
一
分
の
一
期
に
発
達
し
た
)
を
例
と
し
て
、
務
一
事
実

i
!
と
れ
ば
同
様
に
レ
l

ニ
ン
の
帝
日
出
主
義
分
析
に
採

入
れ
ら
れ
て
い
る
|
|
、
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
分
裂
、
広
汎
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の

7τ
つ
の
窮
乏
佑
の
下
で
の
労
働
者
貴
族
の

成
立
、
を
つ
き
と
め
て
い
る
」
(
回
仏
・
ロ
戸

ω・∞と。

つ
い
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
こ
の
原
因
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
に
先
立
っ
て
、
順
序
と
し
て
こ
の
「
序

一
言
」
の
も
っ
と
前
の
万
で
一
八
四
七
年
恐
慌
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
付
る
資
本
制
生
産
の
発
達
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い

る
こ
と
を
見
て
お
こ
う
。
|
|
!
「
一
八
四
七
年
の
恐
慌
校
に
お
け
る
事
業
の
復
活
は
、

っ
た
。
穀
物
条
例
の
廃
止
(
一
八
四
六
年
)
と
、

あ
た
ら
し
い
産
業
時
代
(
何
回
u
c
n
y
o
)
の
袈
明
で
あ

そ
こ
か
ら
必
然
的
に
生
じ
て
ぎ
た
爾
余
の
財
政
的
藷
改
革

〔
イ
ギ
リ
ス
版
l
m
p担
問
丘
即
日

Fhu 

E
同
司
円
自
由
〕
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
工
業
に
と
っ
て
、
そ
の
望
ん
で
い
た
あ
ら
ゆ
る
白
白
活
動
の
余
地
を
つ
く
り
出
し

h
Q
す
ぐ
そ
の
あ

と
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
採
金
地
の
発
見
が
つ
づ
い
わ
。
植
民
地
諸
市
場
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
物
に
た
い
す

ヴ

4

る
そ
の
吸
収
能
力
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
つ
か
。
ラ
ン
カ
シ
ャ
!
の
力
織
機
は
幾
百
万
の
イ
ン
ト
の
手
織
工
を
決
定
的
に
葬
り
去
っ
た
。

シ
ナ
は
ま
ず
ま
ず
門
戸
を
聞
か
れ
た
。
し
か
し
と
り
わ
け
で
ア
メ
リ
カ
の
発
達
は
、

巨
歩
を
も
っ
て
進
む
こ
の
固
に
と
っ
て
さ
え
未
曽
有

の
速
さ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
当
時
ア
メ
リ
カ
は
ま
さ
に
一
個
の
植
民
地
市
場

l
lし
か
も
す
べ
て
の
植

民
地
市
場
の
う
ち
最
大
な
i
l
e
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
料
生
産
物
を
供
給
し
て
工
業
生
産
物
を
外
国
か
ら
|
|
こ
の
場
合
に

は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
|

i
輸
入
す
る
国
で
あ
っ
た
。
/
/
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
こ
と
に
な
お
つ
ま
の
よ
う
な
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
前
時
代
〈

4
2応
σ
同点丘。
ao)
の
末
に
採
用
さ
れ
た
あ
ら
た
な
交
通
手
段
1

1
鉄
道
お
よ
び
大
洋
汽
船
ー
ー
が
、
い
ま
や
国
際

的
附
畑
町
掛
ち
再
恥
丸
、
作
、
か
く
て
、
↑
hv
ト
ち
ゅ
b
か
一
骨
骨
上

2
2
〉
三
m
m
o
ロE
Y
)

和
在
レ
ち
ト

b
hレト
u
わ
か
か
?
か
と
心
"
小
か
世
界

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

七
九



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、

市
場
を
事
実
上
つ
く
り
出
し
た
公
民
品
。
Z
H
n
F
F
q
a
a
R
S
)、

エ
ン
ゲ
ル
ユ
の
見
解
つ
一
〉

八。

と
い
う
こ
と
で
・
あ
る
。

こ
の
世
界
市
場
は
、

当
時
は
ま
だ
、

一
大
工
業

中
心
地
た
る
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
一
連
の
、
主
と
し
て
あ
る
い
は
も
っ
ぱ
ら
農
業
を
営
む
詰
国
か
ら
な
り
た
っ
て

い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
ら
諸
国
の
過
剰
な
原
料
主
産
物
の
最
大
部
分
を
消
費
し
、
そ
の
代
わ
り
に
こ
れ
ら
の
諸
国
に
そ
の
需
要
す
る
工

業
製
品
の
最
大
部
分
を
供
給
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
の
進
歩
が
巨
大
な
未
曽
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
程
度
た
る

や

一
八
四
回
年
の
状
態
な
ど
は

円
こ
こ
で
一
八
四
四
年
と
い
っ
て
い
る
の
は

『
労
働
者
階
級
の
状
態
』
を
書
い
て
い
た
時
を
指
し
て
い
ゐ
も
の

で
ゐ
ろ
う
〕
こ
ん
に
ち
の
わ
れ
わ
れ
に
は
較
ら
べ
て
み
る
と
と
る
に
た
り
な
い
、
ま
る
で
原
始
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
、

い
う
こ
と
は
す
こ
し
も
不
思
議
で
は
な
い
」
官
・
担
-
。
・

ω・
区
lmu
改
造
社
全
信
用
版
訳
、

と

一
四
ペ
ー
ジ
、
犬
月
「
選
集
』
訳
、

四
八
三
!
五
ベ

'
l
p
、
傍
点
お
よ
び
〔

〕
内

l
一ニ宅〉。

〈
路
〉
と
の
「
序
言
」
の
な
か
の
前
記
一
八
八
五
年
の
論
文
「
一
八
四
主
年
と
一
八
八
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
」
の
な
か
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ζ

れ
の
間
内
的

過
骨

1
1経
済
的
政
治
的

l
ー
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
o

や
や
長
く
な
る
が
一
八
四

0
年
代
"
の
「
危
機
」
、
ぞ
の
後
の
資
本
制
的
発
展
に
つ

い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
を
た
し
か
め
て
お
く
と
と
は
、
そ
れ
が
ふ
た
た
び
行
き
づ
ま
り
に
い
た
っ
た
と
し
て
い
る
第
三
段
階
の
情
勢
に
つ
い
て

の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
を
よ
り
明
ら
か
に
知
る
手
が
か
り
を
持
つ
こ
と
と
な
り
う
る
の
で
、
す
こ
し
く
わ
し
く
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
「
〔
い
ま
か

ら
U

四
十
年
前
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
、
ど
う
見
て
も
強
力
(
の

2
5
-。
に
よ
っ
て
し
か
解
決
さ
れ
な
い
よ
う
な
一
つ
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
〈
聞
冨
ロ
仏

J
E円
冊
目
白
目
円
関
江
田
町
田
)
。
工
業
の
巨
大
か
つ
急
速
忽
発
達
は
、
外
国
市
場
の
拡
張
、
お
よ
び
需
要
の
増
加
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

十
年
と
と
に
生
産
の
進
行
は
一
般
的
な
商
業
恐
慌
に
よ
っ
て
強
力
的
に
中
断
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
生
産
の
進
行
は
、
長
一
刑
制
簡
に
わ
た
る
慢
性
的
な
不

況
(
〉
ぴ
印
刷
出
ロ
ロ
ロ
回
ぬ
・
イ
ギ
リ
ス
版

i
仏
印
刷
弓
一
冊
目
即
日
。
ロ
)
の
の
ち
、
わ
ず
か
な
短
い
繁
栄
の
年
が
つ
づ
き
、
そ
れ
が
き
ま
っ
て
熱
病
的
な
過
剰
生
産
と
、

そ
し
て
結
局
あ
ら
た
な
崩
壊
(
Nロ帥白

5
5巾
ロ
可

R
S
と
で
終
っ
た
。
資
本
家
階
級
は
声
高
く
穀
物
の
自
由
貿
易
巻
要
求
し
、
飢
え
て
い
る
都
市
住

民
を
そ
れ
の
出
身
地
で
あ
る
農
村
地
万
に
お
く
り
か
え
す
ζ

と
に
よ
っ
て
、
と
の
白
由
貿
易
の
強
要
を
威
嚇
し

k
o
i
-
-
-
都
市
の
労
働
者
大
衆
は
、

自
分
た
ち
を
も
政
権
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
l
l
s
人
民
憲
章
(
〈
C
H
H
a
n
g
2
9
イ
ギ
リ
ス
版

M
M
2
2久田
m
U
F
N
H
吋
芯
円
〔
普
通
選
挙
権
等
六
ヵ
条
安

要
求
し
た
も
の
〕
〉
そ

i
|要
求
し
た
。
か
れ
ら
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
多
数
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
ζ
の
両
者
の
簡
の
差
異
は
、

ζ
の
人
民
憲
章



を
強
力
的
に
実
施
す
べ
、
き
で
ゐ
る
か
、
あ
る
い
は
合
法
的
に
す
べ
き
で
あ
る
か
£
g
E
H
仲
間
同
B
G骨
吋
ぬ
g
a
N
E
n
H
r
イ
ギ
リ
ス
版
ぴ
可
匂
H
M
M
『
曲
目
ロ
色

。
『
ぴ
可
B
o
g
-
同
0
2
&
、
と
い
う
点
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
と
に
一
八
四
七
年
の
商
業
恐
慌
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
飢
鍾
と
が
や
っ
て
き
、
そ
し
て
、

こ
の
両
者
と
と
も
に
革
命
へ
の
展
望
が
ひ
ら
げ
た
Q
/
/
/
〔
と
乙
ろ
が
〕
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
救
ワ

た
。
勝
利
ぞ
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
の
社
会
主
義
的
諮
宣
言
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
を
恐
怖
せ
し
め
、
ま
た
〔
フ
ラ
ン
ス
の
労
働

者
に
く
ら
べ
て
〕
よ
り
狭
く
は
あ
る
が
、
し
か
し
よ
り
直
接
に
実
際
的
な
限
界
内
で
進
め
ら
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
の
運
動
を
解
体
せ
し
め

に
。
:
:
:
労
働
者
階
級
の
政
治
的
活
動
は
後
方
に
押
し
や
ら
れ
た
。
資
本
家
階
級
が
全
線
に
わ
た
っ
て
勝
利
を
え
た
。
/
/
一
八
三
一
年
の
選
挙
法

改
正
は
、
土
地
貴
族
〔
イ
ギ
リ
ス
版

l
宮
ロ
色
白
仏
耳
目
白
仲
良
g
n
M
九
〕
に
た
い
す
る
全
資
本
家
階
級
の
勝
利
で
み
っ
た
。
穀
物
関
税
の
廃
止
は
、
大
土
地

，
所
有
〔
イ
ギ

D
ス
版
!
日
出
口
仏
o
a
伊

H
1
H
a
c
n
B
一
円
可
一
〕
に
た
い
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
ぞ
の
利
害
が
多
か
れ
す
く
な
か
れ
土
地
所
有
の
そ
れ
〔
イ

ギ
り
ス
版
i
E
国
営
弘
山
口
付
2
8
0
と
同
一
で
あ
る
か
ま
た
は
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
と
ろ
の
資
本
家
の
諸
分
派
、
す
な
わ
ち
銀
行
業
者
や
取
引

所
取
引
員
や
利
子
生
活
者
等
々
〈
国
担
ロ
E
R
P
国
守
田
町
回
目
白
5
9
m
g
丘
町
片
田
口
回
当
・
イ
ギ
リ
ス
版
|
ぴ
S
Z
2
・
a
D
n
F
τ
σ
σ
叩

2
・
同
居
留
a
-
v
o
E
O
門
的
・

2
口
〉
に
た
い
す
る
、
産
業
資
本
家
た
ち
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
は
、
イ
ギ
り
ス
の
園
内
的
な
ら
び
に
対
外
的
な
す
べ
て
の
財
政
上
、
商
業

上
の
政
策
〔
イ
ギ
リ
ス
版
|
S
B
B
2
n
宮
目
白
出
向
凶
岱
ロ
由
自
己
己
句
。
戸
山
口
己
を
、
産
業
資
本
家
、
す
な
わ
ち
い
ま
や
国
民
を
代
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た

階
級
の
利
害
に
合
致
す
る
よ
う
に
改
革
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
ζ

の
階
級
は
真
剣
に
乙
の
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
Q

工
業
生
産
の
あ
ら
ゆ

る
障
害
は
容
赦
な
く
と
り
除
か
れ
た
。
関
税
率
お
よ
び
全
租
税
制
度
が
変
革
さ
れ
た
。
:
:
:
イ
ギ
リ
ス
は
『
世
界
の
工
場
』
忙
な
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
他
の
す
べ
て
の
国
々
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る

市
場
、
そ
し
て
イ
ギ
り
ス
の
原
料
お
よ
び
食
糧
品
の
仕
入
先
に
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
乙
そ
は
農
業
的
世
界
の
偉
大
な
工
業
的
中
心
地
で

あ
り
、
穀
物
と
杭
詑
と
を
生
産
す
る
衛
星
国
が
た
え
ず
そ
の
数
を
増
し
つ
つ
こ
の
工
業
的
太
陽
の
ま
わ
り
争
め
ヤ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ん
と
い
う
す

ば
ら
し
い
展
望
!
/
/
:
:
:
円
ζ
ζ

で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
工
場
主
た
ち
は
労
働
者
階
級
の
支
持
な
く
し
て
は
、
ブ
ル
ひ
ヨ
ア
ジ
ー
は
国
民
に
た
い

す
る
完
全
な
社
会
的
、
政
治
的
交
問
そ
獲
得
し
う
る
も
の
で
な
い
」
と
い
う
と
と
を
出
回
っ
て
き
て
、
ヱ
場
法
や
労
働
組
合
を
す
す
ん
で
守
り
、
認
め

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
さ
き
の
ピ
l
プ
ル
ス
・
チ
ャ
ー
タ
ー
も
工
場
主
た
ち
の
政
治
的
綱
領
と
な
っ
て
、
そ
の
掲
げ
て
い
た
普
通
選
挙
権
等
々
の
要

求
は
逐
次
ほ
ぽ
法
律
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
述
ペ
て
い
る
〕
:
:
:
ノ
/
産
業
資
本
家
の
こ
の
交
問
が
イ
ギ
り
ス
に
与
え

た
効
果
は
、
当
初
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
Q

事
業
は
ふ
た
た
び
活
況
を
呈
し
、
近
代
的
産
業
の
ζ

の
揺
笠
地
に
お
い
て
き
え
未
曽
有
の
程
度

に
拡
大
し
た
。
一
八
五

O
年
か
ら
一
八
七

O
年
に
い
た
る
ニ
十
年
間
に
お
け
る
生
産
の
偉
大
江
上
昇
に
く
ら
べ
る
と
、
ま
に
輸
出
入
、
資
本
家
た
ち

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

八



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
)

/¥ 

の
手
中
に
累
積
さ
れ
て
い
る
富
、
大
都
市
に
集
積
さ
れ
て
い
る
人
間
労
働
力
な
ど
の
、
息
が
つ
ま
る
ほ
ど
大
き
な
数
字
に
く
ら
べ
る
と
、
以
前
の
蒸

気
と
機
械
と
の
す
べ
て
の
偉
大
な
創
造
物
の
ご
と
き
は
、
物
の
数
で
も
な
か
っ
た
。
進
歩
は
も
ち
ろ
ん
、
以
前
と
同
様
に
、
十
年
ご
と
に

1
1
一
八

豆
七
年
な
ら
び
に
一
八
六
六
年
|
|
恐
慌
の
回
帰
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
と
う
し
た
反
動
も
い
ま
で
は
、
ど
う
し
て
も
通
過
し
な
け
れ

ば
な
ち
注
い
、
だ
が
結
局
は
ま
た
ふ
た
た
び
も
と
ど
お
り
に
お
三
ユ
る
と
こ
ろ
の
、
自
然
的
な
、
不
可
避
的
な
出
来
事
と
者
倣
き
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
守
・
白
・

0畑

ω・
8
l
ω
u
改
造
社
会
集
版
訳
、
一
九

l
二
一
ペ
ー
ジ
、
大
月
『
選
集
』
訳
、
四
九
四

i
九
ぺ
!
?
、
〔
〕
内

l
三
宅
)

Q

(
日
四
)
周
知
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
も
著
書
『
経
済
学
拡
判
」
の
序
言
の
な
か
で
つ
容
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

!

l

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
お
よ
び
オ
l

ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
の
発
見
に
と
も
な
っ
て
、
ブ
ル
ツ
ヨ
ア
社
会
は
あ
ら
た
な
発
展
段
階
に
踏
み
込
ん
だ
よ
う
に
み
え
た
」
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ

l
ト

版、

ω・
3
0

(
刀
〉
「
一
八
四
七
年
恐
慌
」
に
つ
い
て
見
た
さ
い
に
も
掲
げ
て
お
い
た
よ
う
に
、
「
資
本
論
』
第
三
部
(
一
八
九
四
年
刊
〉
第
五
編
の
芯
か
で
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
、
一
八
四
七
年
恐
慌
に
先
立
っ
た
繁
栄
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
|
|
「
一
八
回
二
年
末
に
は
、
一
八
三
七
年
以
来
ほ
と

ん
ど
間
断
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
そ
圧
迫
し
て
い
た
不
況
が
退
き
は
じ
め
た
。
そ
の
後
の
二
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
生
産
物
に
た
い
す
る
外
国
の

需
要
が
ま
す
ま
す
増
加
し
た
。
一
八
四
五
j
四
六
年
は
最
高
の
繁
栄
期
を
示
し
に
Q

一
八
四
三
年
に
は
す
で
に
、
阿
片
戦
争
が
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
の

た
め
に
シ
ナ
を
開
放
し
て
い
た
。

ζ

の
新
市
場
は
、
す
で
に
旺
感
を
き
わ
め
た
拡
張

i
l
こ
と
に
綿
業
の
そ
れ

i
ー
に
、
あ
ら
た
な
口
実
を
与
え
た
。

生
産
を
高
め
た
の
と
河
じ
熱
情
を
も
っ
て
、
人
々
は
鉄
道
の
建
設
に
傾
注
し
た
」
云
々
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ

1
ト
版
、
国
内
V
H
H
F
ω
-
t
h
F
w
傍
点

l

三
宅
)
。
上
で
は
「
一
八
四
七
年
の
恐
慌
後
に
お
け
る
事
業
の
復
活
は
、
あ
た
ら
し
い
産
業
時
代
の
泰
明
で
あ
っ
た
μ

と
記
じ
て
い
る
が
、
あ
る
い

は
ま
た
さ
き
の
よ
う
に
「
一
八
四
二
年
か
ら
一
八
六
八
年
に
い
た
る
産
業
の
歴
史
は
」
云
々
と
記
し
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
Q

ぎ
て
前
花
戻
っ
て
、

「
一
八
六
λ
年
か
ら
」
侶
碍
期
間
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
、

「
一
八
七
六
年
以
来
」

「
慢
性
的
停
滞
状
態
」
に
あ

る
こ
と
、

と
う
し
た
乙
と
の
「
原
因
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
?
」
に
つ
い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
説
明
治
」
見
ょ
う
。
右
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
一
八
四

0
年
代
後
半
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
資
本
制
主
産
の
発
達
が
世
界
市
場
の
状
態
と
深
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
を
挙
げ
て
、
そ
れ
以
前
の
時
期
と
こ
の
時
期
と
が
こ
の
点
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
と
特
設
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
の
一

八
六

O
#代
後
半
以
降
の
イ
ギ
ワ
ス
に
品
お
け
る
再
来
循
環
変
容
の
原
因
も
ま
た
、
と
の
世
界
市
場
ぬ
状
態
が
さ
ら
に
ふ
た
た
び
変
化
し
て



会
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
ー
ー
な
お
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
論
文
「
一
八
四
五
年
と
一
八
八
五

年
の
イ
ギ
リ
ス
」
自
体
の
行
論
と
し
て
は
、
さ
ぎ
に
も
し
る
し
℃
お
い
た
よ
う
に
、
ま
ず
註
〈
お
〉
の
記
述
が
め
り
、
そ
の
あ
と
前
掲
の

「
し
か
し
、
そ

の
あ
と
一
つ
の
転
換
が
や
っ
て
ま
た
」
と
述
べ
、

「
と
の
原
因
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
?
」
と
し
て
、

つ
い
で
以
下
で
見
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
内
容
の
筋
を
辿
る
上
か
ち
第
一
の
部
分
を
註
に
移
し
、
他
の
箇
所
で
の
記
述
を
右
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ゐ
が
、

し
か
じ
以
下
の
第
三
の

部
分
を
見
る
さ
い
、
右
の
第
一
の
部
分
は
併
せ
て
念
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
こ
の
原
因
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
?
」
に
答
え
て
つ
い
さ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る

0
1
1「
近
代
産
業
の
条
件
で
あ

る
蒸
気
力
と
機
械
と
は
、
燃
料
こ
と
に
石
炭
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
ど
と
で
も
、
こ
れ
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
ぎ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、

イ
ギ
リ
ス
以
外
の
他
の
諸
国
に
お
い
て
も

l
iフ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
等

!
l
「
自
国
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
爾

余
の
世
界
の
た
め
に
も
」
工
場
生
産
が
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
民
、

イ
ギ
リ
ス
が
ほ
と
ん
ど
一
世
記
の
問
保
持
し
て
き

。。

た
「
工
業
独
占

Q
ロ門古田仲立
0
5
0
口
。
句
。
-
)
」
は
「
い
ま
や
回
復
し
が
た
い
ま
で
に
打
破
さ
れ
た
」
。
か
く
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
語
を
つ
い
で
い

う
、
「
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
独
占
は
、
現
在
の
イ
、
ギ
リ
ス
の
社
会
制
度
の
枢
軸
点
な
の
で
あ
る
。
こ
の
独
占
が
容
続
し
て
い
た

骨
で
さ
た
、
市
場
ル
ム
ヤ
ギ
リ
ル
工
業
の
生
産
能
力
か
培
央
ハ
」
歩
調
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
ち
b
c
か
か
っ
か
心
で
あ

ru、
十
年
ご
と
の
恐

慌
は
そ
の
結
果
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
い
ま
や
新
市
場
は
日
ご
と
に
よ
り
す
く
な
く
な
る
。
:
:
:
も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
商

品
、
そ
し
て
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
の
商
品
が
い
よ
い
よ
多
量
に
流
れ
出
て
く
る
な
ら
ば
、
も
し
世
界
に
た
い
す
る
物
資
の
供
給
に
お
い
て
今

日
た
お
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
の
手
に
帰
し
て
い
る
獅
子
の
分
前
が
年
々
縮
小
し
て
ゆ
く
な
ち
ば
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
ゐ
で
あ
ろ
う
か
?
・

-
:
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
私
が
最
初
で
は
な
い
。
す
で
に
一
八
八
三
年
に
、
ア
リ
テ
ィ
シ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
サ
ウ
ス
ポ
ー
ト

で
の
会
議
に
お
い
て
、
経
済
部
門
の
部
長
イ
ン
グ
リ
ス
・
パ
ル
グ
レ
イ
ブ
君
が
率
直
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

1

1
高
い
事
業
利
潤
が

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
公
一
)

八



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て

ω
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

i¥ 
図

え
ら
れ
た
時
代
は
イ
ギ
ワ
ス
で
は
す
ぎ
去
り
、
種
々
の
大
産
業
部
門
の
発
展
は
一
つ
の
休
止
に
入
っ
て
い
ゐ
。
ひ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
は
も

は
や
こ
れ
以
上
さ
き
に
進
ん
で
ゆ
か
な
い
状
態
に
移
行
レ
つ
つ
あ
る
、
と
ほ
ぼ
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
(
寸

Z
g
c己
q
s釘
Z

白

-
8
8仲
げ

o
g
E
Z
σ
0
8
8
H
-
s
m
p
o
m。ロ
aH】
g
m
g
a
-
4
0
m
z
z・
イ
ギ
ワ
ス
版
よ
り
、
富
田
『
同
i
問
団
長

o
z
c出
国

民

E
P
H
Y
ω
3、
と
」

(
世

-
P
。・

ω・
8
1
0・
改
造
社
全
集
版
訳
、
二
三
l
囚
ペ
l
u
、
大
月
『
選
集
』
訳
、
五
O
一
ー
コ
ペ
I
ッ
、
傍
点
l
三宅〉。

そ
し
て
こ
れ
に
つ
づ
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
、
政
治
に
た
い
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
意
さ
る
べ
き
見
解
、
展

望
を
示
し
て
い
る
〈
乙
こ
も
上
来
ひ
曾
つ
づ
い
て
一
八
八
五
年
の
論
文
で
あ
る
〉
。
「
と
こ
ろ
で
、
と
う
し
た
す
ぺ
て
の
こ
と
の
，
結
末
は
ど
う
な

、

、

、

、

、

母

、

る
で
あ
ろ
う
か
?
資
本
制
生
産
は
静
止
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
成
長
し
、
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
苑
減
す

b
ゅ
ト
か
い
の
で
か
か
。
す
で
に
今
日
、
世
界
市
場
へ
の
供
給
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
獅
子
の
分
前
が
た
ん
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

一
方
で
の
資
本
の
過
剰
、
他
方
で
の
失
業
労
働
者
の
過
剰
を
、
意
味
し
て
い
る
。
も
し
年
々
の
生
産
の
増
加
が
完
全
に

停
滞
、
貧
困
を
、

ア
キ
レ
ス
の
撞
な
の
で
あ
る
。
資
本

制
生
産
の
佳
存
条
件
は
不
断
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
乙
の
不
断
の
拡
大
が
い
ま
や
不
可
抱
と
な
る
。
資
本
制
主

産
は
一
つ
の
袋
小
路
に
(
宮

asω
宮何
mmgo〉
い
た
り
つ
つ
あ
る
。
年
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
は
ま
ず
ま
ず
つ
い
注
の
問
題
に
直
面
す
る
、

停
止
す
る
に
い
た
っ
た
な
ら
ば
、

一
体
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
?

こ
こ
が
資
本
制
主
産
の
急
所
、

|
|
国
民
が
こ
な
と
な
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
そ
れ
と
も
資
本
制
告
樫
が
そ
う
な
る
か
。
こ
の
両
者
の
う
ち
ど
ち
ら
が
亡
び
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
?
」
公
・
白
・
。
・

ω・
呂
l
N
改
造
社
会
集
版
訳
、
二
四
ぺ
1
え
大
月
『
選
集
』
訳
、
主
O
三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
l
一
二
宅
)
。
だ
が
、
こ
の
ず

こ
の
強
め
ら

ぐ
あ
と
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
、

i
!
「
も
し
現
在
の
圧
迫
的
な
出
滞
が
さ
ら
に
一
層
強
ま
る
ば
か
り
で
な
く
、

れ
た
致
命
的
な
不
振
状
態
が
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
の
継
続
的
な
、
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
と
な
ゐ
な
ら
ば
、
〔
労
働
者
階
級
は
〕
一
体
ど
う
な
る
で

あ
ろ
う
加
」
と

P
-
P
0・
ω
-
N
N
改
造
社
会
集
版
訳
、
二
四
ぺ
l
一
三
大
同
月
『
選
集
」
訳
、
主
O
三
ぺ
l
u
、
傍
点
i
一ニ宅)。



(
叩
崎
〉
「
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
と
と
に
ア
メ
リ
カ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
上
の
独
占
を
ま
す
ま
す
打
ち
破
る
お
そ
る
べ
き
競
争
者
で
あ
る
Q

ζ

れ
ら
の
国
の
ヱ
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
に
く
ら
ぺ
て
幼
稚
で
あ
る
が
、
し
か
し
後
者
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
速
度
で
成
長
し
て
お
り
、
今
日

で
は
ほ
ぼ
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
菜
が
一
八
四
四
年
に
立
っ
て
い
た
と
同
じ
発
達
段
階
に
到
達
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
か
ん
し
て
は
、
と
の
対
照
は
と

く
に
い
ち
じ
る
し
い
」
(
日
・
由
・
。
・

ω・
足
切
改
造
社
全
集
版
訳
、
一
六
!
七
ペ
ー
ジ
、
大
月
『
選
集
」
訳
、
四
八
八
ぺ
l

ッ
、
傍
点
i
一二宅)。

(
悶
)
イ
ギ
リ
ス
の
ヱ
業
独
占
が
つ
づ
い
て
い
た
間
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
は
|
|
特
権
的
な
少
数
者
は
と
く
に
ー
ー
ー
と
の
独
占
の
利
益
に
あ
る

担
枇
皮
ま
で
与
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ζ

そ
オ
i

エ
ン
主
義
の
抗
日
洛
以
来
イ
ギ
リ
ス
に
社
会
主
議
が
存
在
じ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。
だ
が
工
業
独

占
の
崩
壊
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
は
|
|
特
権
的
少
数
者
も
含
め
て
1

1
外
国
の
労
働
者
と
同
じ
地
位
に
下
が
り
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス

に
ふ
た
た
び
社
会
主
義
が
存
在
す
る
よ
う
に
は
る
で
ゐ
ろ
う
。

1

1
エ
ン
ゲ
ル
只
は
と
う
い
っ
て
い
る
。

九

!
八
ニ
年
の
好
景
気
」
に
つ
い
て
、

}
八
八
六
年
に
は
数
年
聞
に
わ
た
っ
た
経
済
活
動
の
低
下
が
底
を
つ
ま
、
一
八
八
八
!
九

O
年
に
は
若
干
の
昂
揚
が
を
た
。
「
一
八
八

O

「
か
つ
て
経
験
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど
短
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
だ
同
様
に
弱
い
も
の
で

あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
シ
ュ
ピ

i
ト
ホ
フ
は
、

と
の
「
一
八
八
八
|
九

O
年
の
好
景
気
」
は
「
前
の
好
景
気
と
同
じ
く
コ
百
年
し
か
続

い
く
つ
か
の
国
に
と
っ
て
は
前
よ
り
も
よ
り
活
況
を
呈
し
た
、
だ
が
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
国
々
に
と
っ
て
は
前
よ
り
も

劣
っ
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る

9
・担・

0
・
m-HN叩
"
ω
-
H
N
O。
「
こ
の
期
の
資
本
取
引
に
お
い
て
は
v
資
本
力
の
強
い
す
べ
て
の
国
に
と
っ

か
な
か
っ
た
が
、

て
外
閏
投
資
が
い
ち
じ
る
し
い
役
割
を
演
じ
た
、
ー
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ワ
ェ
、
ネ
、
ス
エ
う
な
ど
が

輸
入
地
の
先
頭
た
る
も
の
で
あ
っ
た
」
官
・
回
-
。
・

ω-HN∞
)
。
こ
う
し
・
た
海
外
投
資
に
お
い
て
ロ
ン
ド
ン
で
中
心
的
な
活
動
を
し
て
い
た
ベ

ー
リ
ン
グ
商
会
ハ
出
向
山
口

m
切

B
P
R
T
m
m
u
p
)が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
破
局
に
よ
っ
て
困
難
に
陥
り
、

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
ニ
)

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
救
済
を
求
め

八
五



一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

i¥ 
，、、

る
に
い
た
っ
た
の
は
、

一
八
九

O
年
十
一
月
八
日
で
あ
っ
た
。
|
|
ベ
|
リ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
(
切
由
民
口
ぬ
耳
目
的
目
白
)
。

ζ

の
ベ
l
リ
ン
グ

商
会
の
破
綻
は
一
八
六
六
年
の
オ
i
ヴ
ァ
レ
ン
ド
・
ガ
l
ニ

i
商
会
(
。
4
0
3
ロ
aw
の
号
ロ

a
h
r
n。・)
の
破
綻
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
っ

?
明
寺
、
、
洲
、

ナ
J

ふ
H
N

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
救
済
と
ロ
ン
ド
ン
の
諾
銀
行
業
者
の
共
同
保
証
と
に
よ
っ
て
、
金
融
市
場
に
混
乱
を
与
え
な
い
で
切
抜
け

ら
れ
た
。
「
こ
の
熟
練
し
た
処
理
の
お
か
ヘ
げ
で
、
金
融
的
恐
慌
も
、
な
ん
ら
の
パ
ニ
ッ
ク
も
生
じ
な
か
っ
た
」

Q
-
。
者
Z
B
H
e陰
口
同
g
E
?

自
由
口
自
己

o
q
o同
窓
C

骨
量
出
H

・5
F
S
-
-
H
H
H
U
5
E
U
H
y
e。
こ
れ

ιつ
づ
い
て
前
記
の
よ
う
に
、
「
一
八
九
一

l
九
四
年
の
不
景
気
」
が

来

つ
い
で
、

シ
ュ
ピ

i
ト
ホ
フ
が
「
不
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」

「
一
八
七
四
|
一
八
九
四
年
」
の
「
不

景
気
期
」
に
た
い
し
て

「
好
景
気
の
年
の
優
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
「
一
八
九
五
!
一
九
一
三
年
」
の
「
好
景

気
期
」
に
入
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
〈
な
お
、
前
に
も
一
寸
触
れ
て
お
い
た
が
シ
ュ
ピ
l
ト
ホ
ブ
の
こ
う
し
た
時
期
区
分
を
く
り
返
し
記
し
て
い
る

の
は
、
た
ん
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
諸
記
述
を
見
る
上
で
の
便
宜
、
参
考
と
し
て
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ピ
l
ト
フ
と
同
じ
く
と
う
し
た
「
大
き
な
リ
ズ
ム
」
が
一

般
的
に
存
在
す
る
と
筆
者
が
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〉
C

八
九
年
、
と
こ
ろ
宅
、
恐
慌
に
つ
い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
に
は
、
い
ま
ま
で
筆
者
の
眼
に
触
れ
た
か
ぎ
り
で
は
、

こ
の
五
ヵ
年
の
聞
の
日
付
を
も
つ
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
仇
o

そ
レ
て
、
右
の
「
一
八
八
八
!
九

O
年」

一
八
八
七
年
、

八
八
年
、

九
O
年、

九
一
年
、

の
「
好
景
気
」
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ま
た
一
八
九

O
年
の
ベ
l
リ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
つ
い
て
、

と
く
に
直
接
述
べ
て
い
る
も
の
は

見
当
ら
な
い
。
以
下
掲
げ
る
諾
記
述
は
い
ず
れ
も
一
八
九
二
年
九
四
年
に
属
す
る
。
し
か
し
、
残
念
な
の
は
、
前
記
の
よ
う
に
「
一
八

九
五
年
」
以
後
の
事
態
を
観
察
し
た
記
述
が
求
め
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
右
の
空
い
て
い
る
期
聞
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
が
あ
る
か
ら
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
を
知
る
上
に
は
、
さ
し
て
大
き
な
さ
し
さ
わ
り
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

〈

却

)

と
の
豆
ヵ
年
の
問
の
日
付
の
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
と
を
述
べ
て
い
る
一
八
九
O
年
十
月
二
十
七
日
付
コ
ン
ラ
l
ド
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト



宛
の
手
紙
が
あ
る
。

l
!
?・
金
融
市
場
は
ま
た
そ
れ
特
有
の
恐
慌
(
田
町
E
o
a
m
H
M
g
関
江
田
町
田
U

を
も
も
ら
う
る

I
l乙
と
で
は
直
接
の
産
業
費
乱

は
一
つ
の
従
属
的
な
役
割
心
か
演
じ
な
い
か
、
ま
た
は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
ん
の
役
割
も
演
じ
な
い
|
ー
と
い
う
と
と
は
、
ま
っ
た
く
事
実
で
す
。
そ
し
て
、

ζ

乙
で
は
な
お
い
ろ
い
ろ
な
と
と
が
、
近
年
二
十
年
聞
に
つ
い
て
と
く
に
歴
史
的
に
も
、
確
か
め
ら
れ
ま
た
研
究
き
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
(
岡
江
氏
自

由

va--ug
開
制
切
符

a
J
ω
・
ω
5・
岡
崎
訳
、
下
巻
、
三
七
一
ぺ

1
ヲ
)
。
と
の
「
そ
れ
特
有
の
恐
慌
」
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
一

部
の
貨
幣
論
の
な
か
で
「
特
殊
な
種
類
の
恐
慌
」
た
る
と
と
ろ
の
「
独
立
的
に
生
じ
う
る
金
融
恐
慌
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
パ
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ

1
ト
版
、
切
色

-Fω-Zω
・
司
ロ
回
国

o
g
回
目
〉
。
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
右
に
掲
げ
た
記
述
の
す
ヤ
前
の
と
ζ

ろ
で
、
一
八
四
七
年
恐
慌
の
き
い
、
人
々

は
恐
慌
を
金
融
市
担
割
の
破
綻
か
ら
説
明
し
て
、
と
の
金
融
市
場
の
破
綻
が
周
期
的
に
生
じ
る
過
剰
生
産
の
た
ん
に
「
諸
症
候
@
可

BMM件
。
目
。
〉
」
に
す

ぎ
な
い
と
と
を
理
解
し
な
か
っ
た
、

ζ

う
い
っ
た
理
解
は
事
態
を
「
顛
倒
的
反
映
」
の
ま
ま
に
お
い
て
見
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
と
を
指

摘
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
受
け
て
右
の
記
述
は
、
だ
が
し
か
し
ま
た
一
般
的
産
業
、
商
業
恐
慌
の
特
殊
的
局
面
と
し
て
の
金
融
恐
慌
の
ほ

か
に
、
独
立
的
に
生
じ
る
特
有
な
金
融
恐
慌
も
あ
る
と
と
は
事
実
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
八
四
七
年
恐
慌
の
さ
い
に
も
、
一
八
四
七
年
十

月
の
金
融
パ
ニ
ッ
ク
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
条
例
の
停
止
と
い
う
ζ

の
恐
慌
の
「
頂
点
」
に
い
た
る
数
ヵ
月
前
、
周
年
四
月
に
金
属
国
外
流
出
か
ら

生
じ
た
金
融
パ
ニ
ッ
ク
が
そ
れ
で
あ
っ
た
(
筆
者
稿
「
一
八
四
七
年
恐
慌
」
参
照
〉
。

し
か
し
、
右
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
と
こ
で
は
な
お
い
ろ
い
ろ
な
と
と
が
、
近
年
二
十
年
間
に
つ
い
て
と
く
に
歴
史
的
に
も
、
確
か
め
ら
れ
ま
た
研

究
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
と
う
し
た
「
独
立
的
な
金
融
恐
慌
μ

に
つ
い
て
研
究
す
る
要
が
あ
る
3
|
』
一
寸
見
る
と
そ
う
と

ら
れ
や
す
い
が

1
1、
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
近
年
二
十
年
間
」
は
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
は
混
乱
な
く
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ぞ

れ
以
前
の
侍
期
花
見
ら
れ
た
よ
う
な
金
融
パ
ニ
ッ
ク
は
な
ん
ら
生
じ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
と
の
手
紙
を
書
い
て
い
た
頃
は
、
す
で
に

前
記
ベ
l
リ
ン
グ
商
会
が
「
困
難
な
状
態
」
に
あ
る
ζ

と
が
シ
テ
ィ
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

Q
・
2
胆
切
同
居
留
て
吋
vo
回
胆
回
目
耐
え

同
白
畑
町
宮
史
P
4
0
F
F
唱・

ω
N
3、
右
は
そ
う
い
う
ζ

と
と
関
係
が
あ
る
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

ζ
ζ

で
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
研
究
」
の
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
の
は
、
「
独
立
的
な
金
融
恐
慌
」
に
つ
い
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、
金
融
市
場
が
こ
の
よ
う
に
独
自
的
な
運
動
を
も
っ
と
い
う
と
と
に
つ

い
て
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
右
に
つ
い
で
、
商
業
が
生
産
に
た
い
し
て
独
立
化
す
る
ζ

と
を
説
い
た
の
ち
、
「
ζ

の
ζ

と
は
金
融
市

場
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
貨
幣
取
扱
業
(
の
巾
豆
町
胆
HHam-)
が
商
品
取
扱
業
(
零
時
一
m
m
F担同
Ham-〉
か
ら
分
離
さ
れ
る
や
い
な
や
、
そ
れ
は
一
つ
の

|
|
生
産
お
よ
び
商
品
取
扱
業

K
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
一
定
の
諸
条
件
の
も
と
で
、
そ
し
て
ζ

の
限
界
の
内
部
で
|
|
特
有
な
発
展
を
も
ち
、
そ
れ

特
有
の
佐
賀
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
特
殊
な
諸
法
則
と
独
特
な
諮
局
面
と
を
も
ち
ま
す
。
乙
れ
に
加
え
て
、
貨
幣
取
扱
業
が
こ
う
し
て
一
ぞ
う
発
展

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
U

八
七



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

し
て
証
券
取
扱
業
(
国
民
岳
件
。
ロ

rms-仏
冊
目
)
に
ま
で
自
己
を
拡
大
し
、
乙
の
証
券
が
国
債
だ
け
で
な
く
、
産
業
、
交
通
の
株
式
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
か

く
て
貨
幣
取
扱
業
が
、
生
産
|
|
乙
れ
は
全
体
と
し
て
は
貨
幣
取
扱
業
を
支
閉
す
る

i
l
の
一
部
分
に
た
い
す
る
直
接
的
支
配
を
獲
得
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
貨
幣
取
扱
業
が
生
産
に
及
ぼ
す
反
作
用
は
、
一
そ
う
強
く
か
つ
て
ぞ
う
複
雑
に
な
り
ま
す
」
云
々
守
・
胆
・
。
・

ω・
臼
∞
l
p
岡
崎
訳
、

三
七
二
ペ
ー
ジ
〉
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

う
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
「
近
年
二
十
年
間
に
つ
い
て
と
く
に
歴
史
的
に
も
」
「
研
究
」
す
る

要
が
あ
る
(
た
と
え
ば
『
資
本
論
』
の
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ

l
ト
版
第
三
巻
の
は
じ
め
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
『
資
本
論
』
第
三
巻
べ
の
補
遺
的
覚
書
」

l
「
取
引
所
」
ハ
一
八
九
五
年
〉
の
よ
う
な
〉
、
と
い
っ
て
い
る
も
の
と
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
が
上
で
い
っ
て
い
る

，
と
と
は
、
文
字
面
で
は
恐
慌
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
事
実
上
、
恐
慌
と
は
す
く
な
く
と
も
直
接
的
に
は
か
ん
れ

ん
が
な
い
i
i
ζ
う
し
た
「
貨
幣
取
扱
業
」
の
独
立
化
、
そ
の
発
展
が
恐
慌
に
と
っ
て
演
じ
る
役
割
に
は
は
な
は
だ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
は
い
え

ー
ー
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
。

八
l¥ 

ま
ず
、

一
八
九
二
年
三
月
八
日
付
ベ
l
ベ
ル
宛
の
手
紙
。
乙
乙
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
|
|
「
失
業
者
の
件

は
た
し
か
に
来
年
は
も
っ
と
悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保
護
関
税
制
度
は
自
由
貿
易
と
ま
っ
た
く
同
じ
結
果
を
も
っ
た
。
す
な
わ
ち

個
々
の
国
民
市
場
の
過
充
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

1

1
た
だ
当
地
門
イ
ギ
リ
ス
〕
だ
け
は
ま
だ
君
た
ち
の
と
こ
ろ

門
ド
イ
ツ
U

ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
。
し
か
し
当
地
で
も
|
|
ひ
じ
か
恥
か
ル
か
ル
ル
一
ん
介
か
争
必
来
ヘ
ろ
か
ト
レ
一
一
一
引
か
恥
ト
か
掛
骨
か

恐
慌

(
N
d
a
v
z
骨
命
日
付
窓
口
O
R
E
a各
自
借
関
門
戸

8
6
を
切
抜
け
て
ま
た
宕
一
σ
R
a創
出
品
。
ロ
〉
|
|
、
結
局
ふ
た
た
び
急
性
な
恐
慌

(包ロ
o
m
w
E
O
関
門
戸
詰
〉
が
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
最
近
二
、
コ
一
年
の
法
外
な
棉
花
の
収
穫
(
年
当
り
九
百
万
パ
l
レ
ン
以

一
八
四
六
年
の
恐
慌
の
最
悪
の
時
期
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
価
格
を
圧
迫
U
、
ま
た
同
時
に
生
産
を
圧
迫
し
、
だ
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
栽
培
業
者
が
過
剰
生
産
し
た
か
ら
だ
!

上
に
達
す
る
)
は
、

当
地
の
製
造
業
者
が
過
剰
生
産
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
さ
い
か
れ
ら
は
た
え
ず
損
を
す
る
。
と
い
う
の
は
、
原
料
価
格
が
下
落
す
る
の
で
、
高
価
な
棉
活
か
ら
紡
い
だ
か
れ
ら
の
製
品

は
、
市
場
に
出
る
と
き
は
い
つ
で
も
す
で
に
減
価
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
:
:
ー
そ
の
他
の
産
業
部
門
で
も
、
当
地
で
は
と
く
に
右
よ
り
よ



い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
鉄
道
収
入
や
工
業
製
品
の
輸
出
は
十
五
ヵ
用
前
か
ら
明
ら
か
に
減
少
し
て
お
り
、
だ
か
ら
、
当
地
で
も
つ
ぎ

の
冬
に
は
や
は
り
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
陸
の
保
護
関
税
の
国
々
で
の
好
転
は
ほ
と
ん
ど
期
待
て
ざ
ま
せ
ん
。
通
商

条
約
は
多
少
の
一
時
的
救
済
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
年
も
た
つ
う
ち
に
は
ま
た
元
ど
お
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
も

し
つ
y
d
の
冬
、

ふ
た
た
び
同
じ
騒
ぎ
が
パ
リ
、

ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、

ロ
ー
マ
、

マ
ド
リ
ッ
ド
で
よ
り
大
規
模
に
は
じ
ま
り
、
そ
し
て

ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
同
じ
反
響
が
返
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
事
態
は
も
っ
と
重
大
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
(
(
厚
定
士
号
母

Z
U
S
F
Gロ
胆
て

Jω
・
ω
8・
岡
崎
訳
、
下
巻
、
三
九
一
ニ

i
四
ペ
ー
ジ
、
傍
点

l
三
宅
〉

右
で
一
八
六
七
年
以
来
「
一
一
つ
な
い
し
三
つ
の
小
さ
な
緩
慢
な
恐
慌
を
切
抜
け
て
き
た
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

一
八
七
一
ニ
l
五
年
、

一
八
七
八

i
九
年
、

一
八
八
二
|
六
年
あ
た
り
の
事
態
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
八
九

O
年
の
ベ
i
リ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
の
の

ち

一
八
九
一
年
か
ら
九
三
年
ま
で
の
問
、

イ
ギ
ワ
ス
の
工
業
生
産
は
低
下
を
つ
づ
け
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
と
の
低
下
の
な
か
で
記
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
幻
)
一
八
四
六
年
の
さ
い
は
逆
に
棉
花
が
不
作
で
原
料
価
格
が
騰
貴
し
た
。
そ
し
て
他
方
、
市
場
の
需
要
減
退
か
ら
製
品
の
価
格
は
む
し
ろ
下
が
り

気
味
で
、
乙
の
両
方
か
ら
利
潤
が
圧
迫
さ
れ
た
。
『
資
本
論
』
第
三
部
第
一
筋
第
六
章
第
三
節
「
一
般
的
例
証
、
一
八
六
一
|
六
五
年
の
棉
祐
恐
慌
」

の
は
じ
め
の
「
前
史
」
参
照
、
ま
た
筆
者
稿
「
一
八
四
七
年
恐
慌
」
註
ハ
臼
〉
参
照
。

つ
ぎ
は
右
か
ら
約
半
年
の
ち
の
一
八
九
二
年
九
周
二
十
二
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
。

制
生
産
は
内
的
矛
盾
に
み
ち
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
は
、
資
本
制
生
産
が
発
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
発
展
し
、
か
つ
明
瞭
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
自
身
の
市
場
を
創
出
す
る
と
同
時
に
そ
れ
を
破
壊
す
る
と
い
う
と
の
傾
向
も
、
こ
の
矛
盾
の
一
つ
で
す
。
も
う
一
つ
の
矛
盾
は
、
資
本

制
主
産
が
到
達
す
る
『
出
口
の
な
い
状
態

「
一
時
的
な
一
経
済
段
階
と
し
て
の
資
本

(
O何
回
国
民

MS-同
問
。
。

目
。
旬
町
出
向
向
日
出
国
。

ハ
H
2
2『
叩
m
H
O由

g
F昌
一
冊
〕
)
』
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、

ロ

て
ハ
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
思
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

八
九



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
?
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

力4
0; 

シ
ア
の
よ
う
に
外
国
市
場
を
も
た
な
い
国
で
は
、
公
開
の
世
界
市
場
で
多
か
れ
す
く
な
か
れ
競
争
能
力
が
あ
る
国
々
に
お
け
る
よ
り
も
早

く
現
わ
れ
ま
す
。
競
争
能
力
あ
る
諸
閏
の
場
合
に
は
、
一
見
出
口
の
な
い
(
当
5
5♀

g
若
宮
B
E
5
5
)
こ
の
状
躍
は
、
商
業
上
の

転
換
に
、
新
市
場
の
暴
力
的
開
拓
に
、
そ
の
出
口
を
見
出
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
も
、
袋
小
路

(
件
目

M
O

円ロヤ仏
m
T
印
問
。
〔

H

∞匝
n
r
i

宮田
8U)
に
直
面
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
の
開
拓
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
に
繁
栄
の
一
時
間
回
復
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
会
た
最
後
の
新
市
場
は
シ
ナ
で
す
。
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
資
本
は
、

シ
ナ
の
鉄
道
建
設
を
力
説
し
ま
す
。
し
か
し
、

シ
ナ
の
鉄
道

は
、
シ
ナ
の
小
農
業
と
家
内
工
業
と
の
全
基
礎
の
破
壊
を
意
味
し
、
そ
し
て
シ
ナ
の
大
工
業
が
そ
れ
と
平
衡
を
と
る
ζ

と
も
な
い
で
し
ょ

う
か
ら
、
一
数
僚
の
人
々
が
控
存
不
能
の
状
態
に
置
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
は
、
前
代
未
聞
の
大
量
移
住
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
に

も
ア
ひ
ア
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
嫌
わ
れ
た
シ
ナ
人
が
氾
濫
し
て
、
世
界
最
低
の
シ
ナ
的
生
活
水
準
を
基
礎
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
ォ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
と
競
争
す
る
、

1
1そ
し
て
、
も
し
佳
産
の
体
制
が
そ
の
と
き
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
変
え
ら

れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、

そ
れ
は
そ
の
と
き
変
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
翁
円
室
町

E
R
-
-
u
g
問
者
FSH-ω
・
8AF!∞
-
岡
崎
訳
、

下
巻
、
四
一
一

l
二
ペ
ー
ジ
、

円

U

内

i
テ
キ
ス
ト
編
集
者
、
傍
点

i
一二宅〉

さ
を
に
も
↓
八
八
五
年
の
論
文
の
な
か
で
資
本
制
生
産
が
「
袋
小
路
」
に
い
た
る
と
し
、
そ
れ
が
一
八
九
二
年
七
月
の
記
述
の
な
か
に

こ
の
一
八
九
二
年
九
月
の
手
紙
で
も
同
じ
く
「
袋
小
路
」
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
え
に

一
時
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
体
制
の
運
行
は
生
産
の
、
ん
た
が
っ
て

ま
た
市
場
の
急
速
な
拡
大
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
幾
何
級
数
的
に
増
大
す
る
生
産
力
に
た
い
し
て
市
場
の
拡
大
は
算
術
級
数
的
に

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
体
制
の
運
行
は
「
ま
っ
た
く
止
ま
り
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
さ
を
の
一
八
人
五
年
の
論
文
で

た
と
え
ば
一
八
八
六
年
十
一
月
の
『
資
本
論
』
英
語
版
へ
の
序
言
の
な
か
で
、

し
か
進
ま
ず
、

「
袋
小
路
」
陀
い
た
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
た
さ
い
も
、

こ
れ
と
同
様
に
、

こ
う
し
た
「
不
断
の
拡
大
」
が
不
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
と



い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
い
ま
こ
と
で
は
、
資
本
制
生
産
は
行
き
守
つ
ま
り
に
い
た
り
、
と
れ
は
世
界
市
場
で
あ
た
ら
し
い
市

場
を
開
拓
す
る
こ
と
な
し
に
は
件
以
け
出
せ
な
い
が
、

た
と
え
ば
新
市
場
シ
ナ
に
出
口
を
見
つ
け
て
も
、
結
局
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
の

生
活
水
準
を
強
く
引
下
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
政
治
的
危
機
を
醸
成
す
る
だ
ろ
う
、

と
い
っ
た
こ
と
を
指
し
て
、
進
む
に
進
め
ず
、
退
く

に
退
け
ず
、

い
わ
ば
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
ゐ
、
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
ゐ
る
c

な
お
「
袋
小
路
」
と
い
っ
て
も
「
出
口
の
な
い
状

態
」
と
い
っ
て
も
、
も
と
も
と
言
葉
と
し
て
は
同
む
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
諾
記
述
を
見
る
と
、
ェ
ン
ゲ
ル

ス
崎
、

一
一
国
凡
だ
付
に
お
い
て
は
資
本
制
生
直
は
経
済
的
に
行
き
つ
ま
る
、

こ
こ
か
ら
し
か
し
す
ぐ
に
崩
壊
と
い
う
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な

く

「
慢
性
的
不
況
」
が
持
続
す
る
と
し
、
失
業
者
の
明
大

l
l政
治
的
危
践
を
展
望
し
〈
一
八
八
五
年
の
論
文
で
資
本
制
生
産
は
拡
大

を
必
要
と
し
「
そ
う
で
な
け
れ
ば
死
滅
す
る
ほ
か
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
「
死
滅
」
も
、

た
ん
に
経
済
的
要
因
で
「
死
滅
」
す
る
と
い
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
〉

ま
た
こ
の
経
済
的
行
き
e

つ
ま
り
は
世
界
市
場
で
新
市
川
拐
を
開
拓
す
る
と
と
な
し
に
は
抜
け
出
ぜ
な

ぃ
、
だ
が
こ
の
最
後
の
新
市
場
は
シ
ナ
だ
が
、

こ
れ
は
結
局
は
ね
か
え
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
の
生
活
状
態
の
悪
化
、
失
業

i
l政

治
的
危
機
と
な
る
こ
と
を
展
望
し
て
い
る
、
と
日
月
て
土
い
で
あ
ろ
う
。
と
と
ろ
で
こ
の
資
本
制
生
産
が
世
界
市
場
で
の
新
市
場
開
拓
な
し

に
は
行
ぎ
づ
ま
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
乙
の
立
論
に
つ
い
て
は
、
右
に
掲
げ
た
記
述
の
は
じ
め
の
と
こ
ろ
、
ま
た
さ
ら
に
定
の
註
(
幻
)

に
掲
げ
て
お
く
記
述
に
窺
わ
れ
る
よ
う
な
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
市
場
論
が
こ
れ
と
か
ん
れ
ん
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
沼
)
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
は
と
の
一
八
九
二
年
九
月
二
十
二
日
付
ダ
ニ
エ
ル
ノ
ン
宛
の
手
紙
の
な
か
で
、
上
に
掲
げ
た
記
述
の
前
の
左
こ
ろ
で
つ
容
の
よ
う

に
述
ぺ
て
い
る
、
ー
ー
ー
「
あ
々
た
は
、
機
械
で
生
産
き
れ
る
商
品
が
家
内
工
業
の
生
産
物
に
と
っ
て
代
わ
り
、
か
く
て
、
そ
れ
な
し
に
は
農
民
が
生

活
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
補
助
的
な
生
産
を
破
壊
す
る
こ
と
を
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
資
本
制
的
大
工
業
の
絶
対
的
に
必
然

的
な
一
一
新
呆
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
国
内
市
場
の
創
出
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
で
は
、
私
の
若
い
民
に
私
の
限
の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
ω
:
・

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

カ」



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
で
の
マ
か
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
)

:
・
/
/
犬
工
業
の
繊
維
製
品
と
家
内
工
業
の
そ
れ
と
の
合
計
は
瑠
加
せ
ず
、
同
じ
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
減
少
さ
え
し
て
い
る
と
い
う
あ
な
た
の
計
算

は
、
ま
っ
た
く

E
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
も
し
そ
れ
と
ち
が
っ
た
結
果
が
出
る
な
ら
ば
そ
の
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ロ
シ
ア
の
製
造
工

業
が
国
内
市
場
に
局
限
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
生
産
物
は
国
内
消
費
号
充
た
し
う
る
だ
け
で
す
。
し
か
る
時
、
国
内
消
費
は
た
だ
緩
慢
に
し
か

増
加
し
え
な
く
、
し
か
も
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
諸
条
件
の
下
で
は
減
少
す
べ
き
で
さ
え
も
あ
る
で
し
ょ
う
o
/
/
と
い
う

の
は
、
大
工
業
が
、
そ
れ
自
身
の
国
内
市
場
を
創
出
す
る
ま
さ
に
そ
の
過
起
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
の
園
内
市
場
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
大
工

業
の
必
然
的
諸
結
果
の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。
大
工
業
は
、
園
内
市
場
巻
、
農
民
の
家
内
ヱ
業
の
基
礎
を
破
壊
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
創
出
し
ま
す
。
し

か
し
、
家
内
ヱ
業
々
し
に
は
農
民
は
生
活
じ
え
ま
せ
ん
。
か
れ
ら
は
、
農
民
と
し
て
は
、
滅
ぼ
き
れ
ま
す
。
か
れ
ら
の
購
買
力
は
最
小
限
ま
で
引
き

下
げ
ら
れ
、
そ
し
て
、
か
れ
ら
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
あ
た
ら
し
い
生
存
諸
条
件
に
落
着
く
ま
で
は
、
か
れ
ら
は
あ
ら
た
に
出
現
し
た
工
場
の
た

め
に
き
わ
め
て
貧
弱
な
市
場
ぞ
し
か
な
き
な
い
で
し
ょ
う
」
公
・
由
・
。
・
伊

ω日
ωlAF
岡
崎
訳
、
四
一

o
i
一
ペ
ー
ジ
、
傍
点

l
=一
宅
)
。
乙
の
あ

と
、
さ
き
に
掲
げ
た
記
述
が
つ
づ
い
て
い
る
。

九

一
八
九
三
年
ニ
周
二
十
四
日
付
の
同
じ
く
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
宛
の
手
紙
。

で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
経
済
的
発
展
に
お
い
て
も
っ
と
迅
速
に
前
進
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
レ
て
わ
れ
わ
れ
が
資
本
制
的
体
制
を
ニ
、
三

つ
ぎ
は
右
か
ら
約
五
ヵ
用
の
ち
、

「
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
西
万

十
年
前
に
ひ
っ
く
り
返
し
え
て
い
た
な
ら
ば
、

ロ
シ
ア
は
お
そ
ら
く
、
資
本
主
義
へ
の
か
れ
自
身
の
発
展
を
中
止
す
る
時
聞
を
も
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
だ
が
不
幸
に
し
て
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
は
事
態
は
あ
ま
り
に
の
ろ
の
ろ
と
進
ん
で
お
り
、
そ
し
て
、
資
本
制
的
体
制
を

そ
の
危
機
的
宗
岳
山
田
島
〉
な
点
に
駆
り
立
て
る
と
こ
ろ
の
、

資
本
制
的
体
制
の
経
済
的
諸
結
果
は
、

わ
れ
わ
れ
を
め
ャ
る
種
々
の
固
に

お
い
て
、
や
っ
と
今
日
発
展
し
は
じ
め
た
と
ζ

ろ
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
急
速
に
そ
の
工
業
的
独
占
を
失
い
つ
つ
あ
る
一
万
、

フ
ラ
ン
ス
や

ド
イ
ツ
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
水
準
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は
ま
さ
に
、

ζ

れ
ら
す
べ
て
の
国
を
、
工
業
生
産
物
に

か
ん
し
て
も
農
業
生
産
物
に
か
ん
し
て
も
、
世
界
市
場
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
で
い
ま
す
。
す
く
な
く
と
も
相
対
的
に
は
自
由
な
貿
易
政

策
が
ア
メ
リ
カ
で
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
工
業
独
占
の
没
落
を
確
実
に
完
成
す
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
同
時
に
ド
イ
ツ
や
フ



ラ
ン
ス
の
輸
出
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
に
は
関
門
的
自

〔
と
こ
で
は
経
済
的
恐
慌
と
い
う
よ
り
も
資
本
制
体
制
に
と
っ

そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら

て
の
危
機
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
べ
ま
で
あ
ろ
う
〕
が
到
来
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

っ
て
、
世
紀
の
終
り
で
す

(
Z
E
S
A
z
d
可

釦

r
M
V
-
E
-
b
.お
札

胞

に

h
h
h
h
)
」
(
巴
冊
目
岳
山
崎
市

:
:
:
S
U
E
S
-即。
P
Y
R
E諸
諸
島

g

4
0
留
民
・
富
山
出
品
冊
目
σ由民自旬

ω・
笥
i
∞
・
改
造
社
全
集
版
訳
、

第
一
一
十
一
巻
、

一
九
二
ペ
ー
ジ
、

n 

〕

l
三
宅
。

し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
語
訳
、
な
お

切
H
1

向
。
片
品
包
括
円
乙
)
担
由
民
但
立

g-3
に
は
と
の
日
付
の
手
紙
は
載
っ
て
い
る
が
ζ
ζ

の
部
分
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
)
。

。
つ
ぎ
に
『
資
本
論
』
第
三
部
の
な
か
で
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
入
れ
に
つ
い
て
こ
、
三
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
が
所
在
す
る
篇
の
編
集
時
期

は
ほ
ぼ
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
そ
の
時
期
が
た
だ
ち
に
こ
れ
ら
書
入
れ
が
4

青
か
れ
た
時
期
そ
意
味
す
る
と
も
い
い
え
な
い

ζ

こ
で
は
第
三
部
へ
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
言
の
日
付
を
こ
れ
ら
の
書
入
れ
の
日
付
と
見
て
、
お
く
こ
と
と
す
る
。

と
の
館

部
で「
の序
エ吉
L.:. ン

ゲの
Jレ日
ス付

の
で
、

は
一
八
九
四
年
十
月
四
日
で
あ
る
。
ヨ
『
資
本
論
』
第
二
部
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
八
八
五
年
で
あ
る
が
、

の
書
入
れ
の
な
か
に
は
本
稿
と
し
て
と
り
出
す
べ
会
記
述
は
な
い
。
な
お
農
業
恐
慌
に
か
ん
れ
ん
す
る
第
三
部
第
六
篇
の
な
か
で
の
書
入

れ
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
i
ト
版
、
回
己
-
H
H
F
ω
・
3
品
!
日
)
は
さ
ぎ
に
他
の
記
述
を
見
た
と
こ
ろ
で
註
(
日
)
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。

一
つ
は
、
第
三
部
第
一
情
第
四
章
「
利
潤
率
に
及
ぼ
す
回
転
の
影
響
」
の
な
か
で
の
つ
ぎ
の
記
述
。

1
1
「
交
通
の
改
革
円
は
、
流
通
時

聞
を
短
縮
す
る
た
め
の
主
要
手
段
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
は
最
近
五
十
年
間
に
一
つ
の
革
命
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ

に
比
肩
し
う
る
の
は
、
前
世
紀
後
半
の
産
業
革
命
だ
け
で
あ
る
。
陸
上
で
は
砕
石
を
敷
い
た
道
路
が
鉄
道
に
よ
っ
て
、
海
上
で
は
遅
く
て

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
〉

九



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
〈
ニ
)

九
四

不
規
則
な
帆
粕
が
迅
速
で
規
則
正
し
い
汽
船
航
路
に
よ
っ
て
、
駆
逐
さ
れ
た
。
そ
し
て
地
球
全
体
が
電
信
線
に
よ
っ
て
張
り
廻
わ
さ
れ
る
。

ス
エ
ズ
運
河
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
真
に
、
東
ア
ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
へ
の
汽
船
交
通
が
闘
け
た
。
東
ア
ジ
ア
へ
の
商
品
輸
送
の
流

通
時
聞
は
一
八
四
七
年
に
は
ま
だ
す
く
な
く
と
も
十
二
ヵ
月
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
十
二
週
間
ば
か
り
に
短
縮
で
さ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
八
二
五
i
一
八
五
七
年
間
の
ニ
つ
の
大
会
な
恐
慌
根
源
地
(
同
江
田

B
F
R
aろ
た
る
ア
メ
リ
ノ
カ
と
イ
ン
ド
と
は
、
交
通
手
段

の
と
の
変
革
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
諸
国
に
七

O
i
九
O
%
ほ
ど
近
づ
け
ら
れ
、
か
く
し
て
そ
の
爆
発
能
力
(
開
M
G
Z色
。
口
広
告
応
・

の
一
大
部
分
を
失
っ
た
。
全
世
界
貿
易
の
回
転
時
間
も
同
じ
程
度
に
短
縮
さ
れ
て
、
こ
れ
に
参
与
す
る
資
本
の
活
動
指
力
は
ニ
倍

wa同
)

な
い
し
三
倍
以
上
も
増
加
さ
れ
た
」
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
i

ト
版
、
切

PE-ω
・
8
l戸
長
谷
部
訳
、
青
木
版
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
、
傍
点
i
一
二
宅
三

交
通
手
段
の
変
革
に
よ
っ
て
、
従
来
の
ニ
つ
の
大
き
な
「
恐
慌
根
源
地
」
の
遠
踊
性
が
な
く
な
り
、
か
く
し
て
そ
の
「
爆
発
能
力
」
の
一

大
部
分
を
失
っ
た
、
と
い
う
記
述
は
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
が
た
と
え
ば
つ
ま
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と

と
と
か
ん
れ
ん
が
あ
る
事
柄
で
あ
る
、
|
|
「
労
働
の
生
産
力
、
し
た
が
っ
て
大
規
模
生
産
が
発
達
す
あ
に
つ
れ
て
、
村
、
諸
市
場
が
拡
張

さ
れ
℃
、
生
産
地
か
ら
遠
く
な
り
、
持
、
し
た
が
っ
て
信
用
が
長
期
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、
か
く
し
て
、
目
、
思
惑
的
要
素
(
合
曲
者
mwz-

E
昨
日
耳
目
0
5
8
6
が
ま
す
ま
す
取
引
を
玄
配
す
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
l

ト版、

国内同・

ロH
w
ω
-
m
N
u
u
長
谷
部
訳
、
青
木
版
六
八
一
|
二
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
三
宅

Y
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
「
大
規
模
か
つ
遠
隔
市
場
向
け
の
生
産

は
、
総
主
産
物
を
商
業
の
子
に
ゆ
だ
ね
る
」
と
し
、
だ
が
商
業
そ
れ
白
身
が
自
己
資
本
を
も
っ
て
国
民
生
産
物
全
体
を
買
上
げ
て
ふ
た
た

ぴ
売
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、

「
だ
か
ら
、

こ
の
場
合
に
は
信
用
|
|
す
な
わ
ち
量
的
に
は
生
産
〔
物
〕
の
価
値

量
増
大
に
つ
れ
て
増
大
し
、
期
間
的
に
は
市
場
の
距
離
増
大
に
つ
れ
て
増
大
す
る
信
用
ー
ー
な
し
に
は
す
ま
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

ζ

こ
で
「
信
用
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
直
接
に
は
商
業
信
用
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
遠
隔
市
場
が
、
商
業
、
思
惑
、
信
用
、
信
用
の
長



期
化
と
い
っ
た
恐
慌
に
と
っ
て
の
諸
モ
メ
ン
ト
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
右
の
ア
メ
リ
カ
、

イ
ン
ド
を
「
恐
慌
根
源
地
」
た

ら
し
め
る
上
に
大
き
く
与
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は

マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
論
』
第
三
部
第
五
篇
の
な
か
で

一
八
四

0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
が
東
イ
ン
ド
取

引
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
手
形
操
作
、
割
引
に
つ
い

τ
『
マ
ン
一
ナ
ェ
ス
タ
l
・
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
の
記
述
を
引
用
じ
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
書
入
れ
を
挿
ん
で
い
る
G
1
l
i
「
こ
の
思
惑
的
な
手
続
き

a
n
v当
宮
内
庁
}
宵

R
E
5〉
は
、

イ
ン
ド
か
ら
の
ま
た
イ
シ

ド
へ
の
諸
商
品
が
希
望
峯
を
迂
回
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
宮
り
、
依
然
と
レ
て
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
ス
エ
ズ
運
河
を
、

し
か
も
汽
船
で
通
過
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
仮
空
資
本
を
製
造
す
る
こ
の
方
法
は
、
商
品
の
長
い
旅
行
時
間
と
い
う
基
礎
を
奪
わ
れ

b
o
そ
し
て
需
信
に
れ
つ
で
、
イ
ン
ド
の
市
況
が
イ
ギ
リ
ス
の
事
業
家
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
市
掘
が
イ
ン
ド
の
商
人
に
、
そ
の
日
の
う
ち
に

も
知
ら
ル
か
上
う
に
な
っ
て
以
来
、
こ
の
万
法
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
っ
た
」
(
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
l

ト版、

E
・ロ
Fω
・
怠
ア
∞
w

長
谷
部

訳
、
青
木
版
五
八
三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
l
一
二
宅
〉
。
な
お
、

『
資
本
論
』
第
二
部
の
「
流
通
時
間
」

の
な
か
で
、

マ
ル
ク
ス
は
外
国
貿
易
に
お
け

る
手
形
期
限
に
つ
い
て
一
八
六
六
年
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
、

後
、
ス
エ
ズ
運
河
が
こ
れ
ら
一
切
の
こ
と
を
す
っ
か
り
変
え
た
」

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
こ
に
も
、

「
そ
の

と
い
う
書
入
れ
を
入
れ
て
い
る
ハ
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
昔
、
1

ト
版
、
国
内
同
・
戸

ω・

N
印
M
w

長
谷
部
訳
、
青
木
版
三
}
一
主
ぺ
l
ジ
)

o

ち
な
み
に
、

ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
た
の
は
、

つ
ぎ
は
、
第
三
浦
第
五
篤
第
三
十
章
「
貨
幣
資
本
と
現
実
資
本
I
」
の
な
か
で
の
つ
ぎ
の
註
記
。
1
l
l

「
私
が
す
で
に
他
の
箇
所
で
注

意
し
て
い
る
よ
う
口
、
こ
の
点
も
、
最
近
の
大
き
な
一
般
的
恐
慌
以
来
、

一
八
六
九
年
で
あ
る
。

一
つ
の
転
換
(
命
日
間
足
当

g
E
Z
)
が
生
じ
た
。
こ
れ
ま
で
十
年

と
と
の
循
四
時
を
し
て
い
た
週
期
的
過
程
の
急
性
的
形
態
は
、
相
対
的
に
長
く
て
は
っ
き
り
し
な
い
不
況
と
、
相
対
的
に
短
く
弱
々
し
い
一
事

業
立
直
り
と
の
交
替
(
〉
U
d『

R
V
m
Eロぬ
)
!
l
こ
の
交
替
は
従
来
よ
り
慢
性
的
で
、
よ
り
だ
ら
だ
ら
と
し
て
お
り
、
か
つ
種
々
の
工
業
国

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
。
一
〉

九
玄



一
八
セ

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
蕊
慌
に
つ
い
て
の
7

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
)

に
時
を
皐
(
K
し
て
告
じ
る
1
1ー
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
問
題
で
あ
る
の
は
、

九
六

お
そ
ら
く
循
環
期
間
の
長
さ
(
m
F

口市

krz
邑
岳
ロ
ロ
ロ
m
巳
巾
門
口

E
O吋
仏

語

N
M可

E
Z血
)
の
点
だ
け
で
あ
ろ
う
。
世
界
貿
易
の
幼
年
期
た
る
一
八
一
五
|
四
七
年
に
は
、
ほ
ぽ
五
年
と

と
の
恐
怖
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
八
四
七
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
は
、
循
環
は
決
定
的
に
十
年
と
と
セ
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
未
曽
有
の
は

げ
し
さ
を
も
つ
あ
ら
た
な
世
界
的
崩
壊
(
巧
色
片
付

gny)
の
準
備
期
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
そ
う
ら
し
い
い
く
つ
か
の
点
が
あ
る
。

最
近
の
一
八
六
七
年
の
一
般
的
恐
慌
以
来
、
大
き
な
諸
変
化
が
生
じ
た
。
交
通
手
段
の
巨
大
な
拡
張
|
|
大
洋
汽
船
、
鉄
道
、
電
信
、

ス

(
町
山
仲
円
四
巾
口
君
。

-EHm円
宵
角
田
仲
項
目
岳
民

n
v
v
q
m
g
E
8
0
こ
れ

一
連
の
競
争
的
工
業
諸
国
が
現
わ
れ
た
。
過
剰
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
の
投
下
に

と
っ
て
世
界
の
全
地
域
で
従
来
よ
り
も
無
限
に
大
合
く
多
様
な
領
域
が
開
か
れ
た
の
で
、
資
本
が
よ
り
広
く
配
分
さ
れ
、
局
地
的
な
過
度

投
機
が
よ
り
克
服
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
大
て
い
の
恐
慌
根
源
地
(
同
江
田

gzao)

お
よ
び
恐
慌
形
成
の
機
会
は
と
り
除
か
れ
ゐ
か
、
ま
た
は
大
い
に
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
と
並
ん
マ
、
国
内
市
場
で
の
競
争
は
カ
ル
テ

ル
お
よ
び
ト
ラ
ス
ト
の
前
に
退
潮
し
、
他
万
、
外
国
市
場
で
の
競
争
は
保
護
関
説
|
|
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
す
べ
て
の
大
工
業
国
は
ζ

れ
を

自
国
の
周
囲
に
は
り
廻
し
て
い
る
ー
ー
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
保
護
関
税
自
身
は
、
世
界
市
場
の
支
配
を
決
定
す
べ
き

最
後
の
一
般
的
工
業
戦
の
開
戦
準
備
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
旧
来
の
恐
慌
の
反
復
に
抗
争
す
る
詩
要
素
は
い
ず
れ
も
、
は
る
か

に
強
大
な
将
来
の
恐
慌
の
怪
撞
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
宿
じ
て
い
る
」
ハ
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
1
ト
飯
、
出
向
凶
・
日
・

ω一・問
u
u
i
A
r
E
∞S
F
長
谷

斗
ズ
逗
荷

!llは
、
世
界
市
場
を
は
じ
め
て
現
実
に
つ
く
り
出
し
た

ま
で
工
業
を
独
占
し
て
い
た
イ
ギ
ワ
ス
の
か
た
わ
ら
に
、

部
訳
、
青
木
版
六
九
三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
i
一一一宅〉
0

(
お
)
乙
の
「
す
で
に
他
の
館
所
で
」
と
い
う
の
は
、
さ
き
に
掲
げ
て
お
い
た
と
こ
ろ
の
、

日
付
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
序
雷
同
一
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
資
本
論
」
鍔
一
巻
英
語
版
へ
の
一
八
八
六
年
十
一
月
五



(
川
崎

)

ζ

の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
入
れ
は
、
つ
ま
の
よ
う
な
マ
ル
ケ
ス
の
文
章
の
は
か
に
附
さ
れ
た
註
で
ゐ
る
。

l
i
「
ζ

の
産
業
循
環
は
、
最
初
の
衝

撃
が
ひ
と
た
び
与
え
ら
れ
る
と
、
同
じ
循
環
が
適
期
的
に
再
生
産
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
具
合
の
も
の
で
あ
る
〔
ζ

こ
に
註

(
8
〉
と

し
て
上
の
記
述
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
可
不
況
(
〉
σ即
日
】
由
自
己
包
∞
〉
の
状
態
に
お
い
て
は
、
生
産
が
、
前
の
循
環
で
到
達
さ
れ
た
規
模
、
そ
し
て
い

ま
や
技
術
的
基
礎
が
そ
れ
に
適
し
て
い
る
規
模
、
以
下
に
低
下
す
る
。
繁
栄
期
|
|
週
期
の
中
央
ー
ー
に
は
生
産
が
と
の
基
礎
の
上
で
さ
ら
に
発
展

す
る
。
過
剰
生
産
お
よ
び
肢
惑
の
時
期
に
は
、
生
産
は
生
産
諮
力
を
最
高
度
に
緊
張
さ
せ
て
、
つ
い
に
密
産
過
程
の
資
木
制
的
諸
制
限
を
突
破
さ
せ

る
」
(
イ
ン
只
テ
ィ
ト
ヮ

1
ト
版
、
出
色
-

H

戸

ω
-
m
ω
ω
l
p
長
谷
部
訳
、
青
木
飯
山
ハ
九
二
|
コ
一
ペ
ー
ジ
)

Q

な
お
、
こ
ζ

で
マ
ル
ク
ス
が
い
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
掲
の
第
一
二
巻
五
四
六
ベ
!
?
の
記
述
。
ぜ
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
〉
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
i
ト
版
で
は
唱
し
乙
に
星
印
巻
附
し
、
「
あ
き
ら
か
に
誤
結
。
循
環

(
N
U
L
A
由
ロ
〉
と
あ
る
べ
き
と
ζ

ろ
」
と
い
う
編
集
者
註
そ
附

し
て
い
ゐ
。
し
か
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
と
れ
ま
で
の
と
と
ゐ
に
く
り
返
レ
見
ら
れ
に
よ
う
に
、
一
八
四
七
年
恐
慌
ま
で
は
中
間
恐
慌
が
あ
っ
て
宣
伝
・

ご
と
に
恐
慌
と
な
っ
た
、
し
に
が
っ
て
循
環
は
五
年
C
と
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
こ
の
前
と
後
と
に
は
「
循
環
」
と
い
う
語
が
使

わ
れ
て
い
る
が
、
と
こ
は
ほ
ぼ
豆
年
と
と
の
「
恐
慌
」
で
も
一
と
う
に
差
支
え
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
ぞ
れ
に
つ
づ
い
て
、
一
八
四
七
年
か

ら
は
循
環
は
「
決
定
的
」
に
十
年
と
と
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
ζ

と
を
顧
慮
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
「
恐
慌
」
が
見
ら
れ
た
と
。

云
う
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
あ
き
ら
か
に
誤
植
」
と
し
て
訂
正
を
求
め
る
に
は
及
ば
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

き
き
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
英
語
版
へ
の
序
言
の
と
こ
ろ
で
は
、

「
一
八
二
五
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
た
え
ず
く
り
返
し
た
十
年
と

た
だ
わ
れ
わ
れ
そ
永
続
的
、
慢
性
的
不
況

と
の
;
:
:
循
環
は
、
な
る
ほ
ど
、
も
う
お
し
ま
い
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ゐ
、
ー

l
た
だ
し
、

「
相
対
的
に
長
く
て
は
っ
き
り
し
な
い
不

況
と
、
相
対
的
に
短
く
弱
々
し
い
事
業
立
直
り
と
の
交
番
|
|
こ
の
交
替
は
従
来
よ
り
慢
性
的
で
、
よ
り
だ
ら
だ
ら
と
し
て
お
り
、
か
つ

と
い
う
絶
望
の
沼
地
に
入
ら
せ
る
た
め
に
」

〈
傍
点
l
一
一
一
宅
〉
と
記
し
て
い
た
が
、

こ
と
で
は

種
々
の
工
業
国
に
時
を
異
に
し
て
生
じ
る

l
l
守
山
口

O
B各
円
岳
円
。
旦

R
F
0・
5
ロ
m
q
m
R
o
m
g♂
包

n甘
さ
向
島
町

40円叩岳山巾円以ロ
g

間口門田口広門戸

O円以
E
q
4
2
R
y
s
a
g
N
D
Eぬ
g
吋件。ニ

g
宏

K
5
4
4
2
F回目
5
m
g口
百
円
。
昨
日
ぐ
}
内
ロ
円

N
2・
B
白
片
付
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可
。

2
志
向
門
印
げ

0
8
2
5
m
M百
件

B-m門円司

E
D
m
m
g
m
E
m
n
E
Eロ
ロ
的
色
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S
B
U
H広
島
じ
と
い
う
よ
う
に
、
「
相
対
的
に
短
く
弱
々
し
い
」
に
し
て
も
と
も
か
く
「
事
業
立

}
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
ハ
ニ
〉

九
七



一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
〉

九
八

一直
h
ノ
」
が
来
る
こ
と
、
そ
れ
と
「
相
対
的
に
長
く
て
は
つ
ぎ
り
し
な
い
不
出
」

l
ー
し
た
が
っ
て
従
来
の
よ
う
な
形
態
で
の
恐
慌
の
形
を

と
ら
な
い
と
と
る
の

l
!と
が
た
が
い
に
交
替
す
る
と
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
こ
の
両
記
述
が
書
か
れ
た
時

期
の
問
に
は
前
記
の
よ
う
に
つ
一
八
八
八
ト
九

O
年
の
好
景
気
」
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
と
と
ろ
で
、
右
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
未
曽
有
の

は
げ
し
さ
を
も
つ
あ
ら
た
な
世
界
的
崩
壊
」
、
「
は
る
か
に
強
大
な
将
来
の
恐
慌
」
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
き
ざ
に

も
た
と
え
ば
一
八
八
五
年
十
一
月
の
手
紙
の
な
か
で
「
こ
の
長
引
い
て
い
る
慢
性
的
な
不
況
は
、

ζ

れ
ま
で
か
つ
て
見
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
狂
暴
さ
と
規
模
と
を
も
っ
た
崩
壊
を
準
備
し
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
か
、
ま
た
一
八
九
二
年
三
月
の
手
紙
で
も
「
結
局

ふ
た
た
び
急
性
な
恐
慌
が
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
」
と
か
述
べ
て
い
た
が
、

一
応
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
い
わ
れ
て
い

る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
世
界
的
崩
壊
」
の
予
想
の
根
拠
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い

、
AV

、A

，司、
0

3

-

A

ど
A
L
9
4
h

，-、

3
V

品川工
J

し

+
J
，
刃
寸

d
f

乙
こ
で
「
世
界
市
場
の
支
配
を
決
定
す
ぺ
き
最
後
の
一
般
的
工
業
戦
」
を
そ
の
要
因
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
こ
!

「
そ
の
場
合
に
は
同
ユ
8

と
は
、
さ
き
の
た
と
え
ば
一
八
九
三
年
二
月
の
手
紙
で
、
世
界
市
場
で
の
来
る
べ
き
激
烈
な
競
争
を
予
想
し
、

が
到
来
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
い
っ
て
、
世
紀
の
終
り
で
す
」
と
述
べ
て
い
だ
さ
い
の
よ
う
に
、
右
の
「
世
界

的
崩
壊
」
も
た
だ
に
経
済
的
恐
慌
の
意
味
で
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
大
き
く
資
本
制
体
制
に
と
っ
て
の
危
機
と
い
う
意
味
を
含
め
て
、
む

し
ろ
後
者
の
.
方
に
重
さ
を
置
い
て
、
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
「
急
性

的
形
態
は
:
:
:
交
替
広
と
つ
〆
て
代
わ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る

(
R
H
E己
ど
と
か
、
「
だ
が
問
題
で
あ
ゐ
の
は
、
お
そ
ら
く
循
環
期
間
の

長
さ
の
点
だ
け
で
あ
ろ
う
(
三
昌
弘

n
Zど
と
か
、
「
わ
れ
わ
れ
は
:
:
:
あ
ら
た
な
世
界
的
崩
壊
の
準
備
期
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
?

ぞ
う
ち
し
い
い
く
つ
か
の
点
が
あ
ゐ
(
ロ
喜
吉
田

n
y
a
z
s
gの
v
g
N口
内
凶
作
ロ
窓
口
〉
」

公
C
5
0ロ
老
町
ロ
ロ
白
山
口
門
HRi---ヴ巾片山口門目。ロ吋)

と
い
っ
た
よ
う
に
、
確
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
者
会
万
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
、
在
意
さ
る
べ
き
で
あ
ゐ
ぅ
。
と
ヨ
じ
た
誉
会
方
を
課
っ



て
い
る
の
は
、
は
っ
き
り
断
定
す
る
に
は
な
お
事
態
の
進
展
を
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
考
え
て
の
上
の
こ
と
と
思
わ
れ
ザ

(開山〉

E
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
こ
の
第
三
一
巻
五
三
一
二
|
四
ぺ

l
ツ
の
註
記
を
ー
ー
か
れ
は
総
じ
て
と
こ
に
掲
げ
た
第
三
巻
で
の
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
書
入
れ
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が

l
i
「
注
目
に
値
す
る
」
と
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
産
業
循
環
が
あ
ら
た
に
延
長
女
、
れ
た
か
ど

う
か
、
ま
た
「
未
曽
有
の
は
げ
し

8
を
も
つ
あ
ら
た
な
世
界
的
崩
壊
の
準
備
期
に
あ
る
」
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
ζ

で
つ
y
c
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
|
|
「
ζ

の
箇
所
執
筆
後
経
過
し
た
歳
月
は
こ
の
疑
問
を
未
決
定
の
ま
ま
に
議
し
て
い
る
。
未
曽
有
の
は
け
し
さ

を
も
っ
経
済
的
な
世
界
的
崩
壊
の
徴
候
も
確
認
注
れ
な
い
し
、
ま
た
介
在
す
る
事
業
立
一
白
り
を
と
く
に
短
命
な
も
の
と
特
徴
づ
け
る
ζ

と
も
で
き
な

い
」
と
(
何
色
口
出
H-a
一
切

R
白
色
町
古
川
口
町
四
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C吋回一一口曲目巾仲間口出向
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。NM
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E
O
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由
。
ロ
タ

4
2
1
H
U
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凹
回
目
円
円
四
ロ
ロ
仏

2
1
問問ロ
N
H
巾

b
z
m山ぬ州
w
t
p
N
4
『
冊
目
白
〉
口
一
門
戸
白
日
間
タ
回
目
一
円
2
・回出品い』
C
出
血
】
巾
回
目

σ日目。
4
h
H
H
n
H
P
M
U
N
-
-
m
w
H
H
ω
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
「
恐
慌
と
近
代
的
経
済
の
適
応
飽
力
L

、
松
井
隆
一
訳
一
編
『
7

ル
ク
ス
恐
慌
理
論
」
、
昭
和
六
年
、
叢
文
閣
刊
、
二
一
七
ベ
!
?
)
。
ベ
ル
ン
シ

ユ
タ
イ
ン
の
と
の
脊
|
|
い
わ
ゆ

Z
修
正
主
義
の
書
l
lー
が
は
じ
め
出
ゴ
れ
た
の
は
一
八
九
九
年
で
め
っ
た
が
、

ζ

れ
は
そ
の
先
年
『
ノ
イ
エ
・
ツ

ア
イ
ト
』
誌
上
で
「
社
会
主
義
の
諸
問
題

(pc宮
町
母
開
会
w

田
ω
C
N
U
ロ由

B
g〉
」
と
題
し
て
書
か
れ
た
一
連
の
論
文
を
と
り
ま
と
め
、
も
と
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
Q

つ
ま
り
、
右
ば
も
と
『
資
本
論
』
第
三
巻
刊
行
後
一
一
、
三
年
の
ち
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
つ
い
で
に
附
雷
同
し
て
お
く
と
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
右
に
つ
づ
い
て
つ
ま
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、

l
l
「
む
し
ろ
こ
乙
に
第
三
の
疑

問

l
!
と
れ
は
右
に
掲
げ
た
疑
問
の
な
か
に
す
で
に
部
分
的
に
ば
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
1
1
1
が
お
き
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
市
場
の

巨
大
な
空
間
的
拡
張
ば
、
通
信
お
よ
び
運
輸
交
通
に
必
要
な
時
間
の
異
常
な
短
新
と
相
ま
っ
て
、
撹
乱
調
整
の
可
能
性
そ
増
大
S
唱
な
い
か
ど
う

か
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
諸
国
の
非
常
に
増
加
し
た
富
は
、
近
代
的
信
用
制
度
の
狩
力
性
お
よ
び
工
業
上
の
カ
ル
テ
ル
の
出
現
と
相
ま
っ
て
、

地
方
的
な
ま
た
は
個
々
的
な
撹
乱
が
一
般
的
事
業
状
態
ヘ
反
作
用
す
る
力
を
減
少
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
、
そ
し
て
ζ

れ
ら
の
程
度
た
る

や
、
す
く
な
く
と
も
今
後
や
や
久
し
い
問
は
、
以
前
の
形
の
よ
う
な
一
般
的
事
業
恐
慌
は
概
し
て
お
ζ

り
そ
う
に
も
な
い
と
看
倣

3
れ
な
い
か
ど
う

か
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
」
〈
由
・
白
・

0
・
ω
・
ロ
ω
l
h
T
前
掲
訳
編
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
)
。

ζ

の
問
題
提
起
は
当
時
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
ま
た
ロ
l

ザ
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
反
撃
を
う
け
た
、
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
合
ら
に
ま
た
、
右
新
版
刊
行
の
さ
い
l
l
J
乙
れ
の
序
世
一
一
日

の
日
付
は
一
九
三

O
年
二
月
i
|
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
追
記
」
を
加
え
て
い
る
、
|
i
「
本
書
を
出
版
し
て
約
一
年
の
ち
、
一
九

0
0
年
の
春
日
仏
、
一

つ
の
一
事
業
恐
慌
が
お
き
た
0

・
・
し
か
レ
上
の
章
を
読
み
返
す
人
は
、
恐
慌
が
も
は
や
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
『
予
言
』
を
そ
の
な
か
に
見
出

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ヘ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
合
一
〉

九
九



一
八
包

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
(
二
)

一0
0

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
た
だ
、
経
済
学
者
た
ち
の
旧
い
定
式
が
描
い
て
み
せ
て
い
る
よ
う
注
そ
う
し
た
恐
慌
が
再
現
す
る
こ
と
に
疑

い
を
挟
ん
だ
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
疑
い
は
、
一
九

O
O
年
の
恐
慌
に
よ
つ
で
も
、
そ
の
七
年
の
ち

4
1
1
一
九

O
七
年
ー
ー
に
生
じ
た
恐
慌
に

よ
っ
て
も
、
打
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

ζ

の
二
つ
の
恐
慌
は
き
し
て
長
く
続
か
ず
、
と
も
に
約
二
年
後
に
は
克
服
怠
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
侶
い

定
式
が
予
想
し
て
い
た
よ
う
に
事
業
不
振
の
時
期
が
長
び
い
て
続
く
代
わ
り
に
、
と
色
に
、
四
年
な
い
し
五
年
に
わ
た
る
ゐ
た
ら
じ
い
事
業
繁
栄
が

す
ヤ
そ
の
あ
と
に
し
た
が
っ
た
〔
ベ
ル
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
と
う
記
し
て
い
る
と
亡
ろ
を
み
る
と
、
か
れ
が
「
侶
い
定
式
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
産

業
循
環
の
典
型
的
な
形
と
レ
て
一
尽
き
れ
た
以
前
の
も
の
で
は
な
〈
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
上
掲
の
註
記
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
形
の
も
の
を
指
し
て
い
る

よ
う
に
受
け
と
ら
れ
る
1

一
二
宅
〕
。
近
代
的
産
業
の
循
環
は
、
そ
の
相
貌
を
ま
っ
た
く
変
え
て
し
ま
っ
た
?
世
界
戦
争
の
お
そ
ろ
し
い
反
作
用
の
下

に
お
い
て
、
恐
慌
問
題
が
い
か
な
る
形
を
と
る
か
と
い
う
ζ
よ
は
、
ま
ど
確
実
に
こ
れ
そ
予
断
す
る
ζ
と
は
で
き
な
い
。
過
剰
生
産
に
よ
る
恐
慌
よ

り
も
は
る
か
に
大
き
な
誇
危
険
が
い
ま
帯
在
し
て
お
り
、
こ
れ
と
そ
ド
イ
ツ
の
経
済
生
活
を
脅
威
し
、
生
産
の
計
爾
的
な
規
制
を
死
活
の
問
題
た
ら

し
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
(
回
-
P
。・
ω
-
H
N
∞
前
掲
訳
編
、
一
四
九

i
五
O
ぺ
l
D
Y
本
稿
と
し
て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
述
に
か
ん
れ
ん

し
た
も
の
と
し
て
、
た
だ
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
に
と
ど
め
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
一
八
九

0
年
代
の
後
半
か
ら
、
一
八
七

0
年
代
以
来
の
長
年

の
神
山
概
聞
を
破
っ
て
あ
ら
た
な
昂
揚
が
ひ
き
お
と
さ
れ
て
き
た
。
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
な
ど
の
恐
慌
に
た
い
す
る
能
力
に
つ
い
て
の
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
判
断
は
、
事
実
上
、
と
う
し
た
動
き
が
そ
の
立
論
の
背
景
に
な
・
っ
て
い
た
と
見
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
右
で
「
世
界
市
場
を
は
じ
め
て
現
実
に
つ
く
り
出
じ
た
」
の
は
「
一
八
一
六
七
年
B

の
一
般
的
恐
幌
以
来
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る

よ
う
に
読
み
と
ら
れ
る
書
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
さ
き
に
見
た
一
八
八
三
年
五
月
の
手
紙
で
も
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働

者
階
級
の
状
態
』
の
序
言
で
も
、
「
一
一
八
四
七
年
」
以
来
、
「
世
界
市
場
が
完
全
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
」
、
「
そ
れ
ま
で
は
た
だ
素
質
上
客
在

し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
乙
ろ
の
世
界
市
場
を
事
実
上
つ
く
り
出
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
と
と
と
事
実
上
や
や
括
触
す
る
よ
う
に
思

「
世
界
市
場
」
が
「
つ
く
り
出
さ
れ
た
」
と
い
う
の
を
、
ど
う
い
う
状
態
を
指
し
て
い
う
か
、
と
い
う
こ
と
は
一
つ
の
問
題
で

わ
れ
る
。

あ
る
が
、
世
界
市
場
の
状
視
が
一
八
四
七
年
恐
慌
の
前
後
か
ち
、
そ
れ
が
さ
ら
に
一
八
六
六

l
七
年
恐
慌
後
、
大
ぎ
く
変
化
し
た
と
と
に

つ
い
て
は
さ
ぎ
に
も
く
り
返
し
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

「
恐
慌
根
源
地
〈
間
同
町
田

g
Z
E
oと
に
つ
い
て
は
さ
き
の
第
三
巻
九

O
l
一ベ

l



ジ
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

カ
ル
テ
ル
、

ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
第
三
巻
一
回
二
ぺ

1
Y
の
註
(
二
ハ
)
お
よ

び
四
七
八
|
九
ぺ
!
?
で
も
書
入
れ
を
し
て
い
る
(
長
谷
部
訳
、
青
木
版
一
九
四
ペ
ー
ジ
、
六
一
一
一
一
l
一
二
ベ
l

ツ〉。

ま
た
、
右
で
「
問
題
で
あ
る
の
は
、

お
そ
ら
く
宿
探
期
間
の
ロ
起
き
〔
こ
の
〉
5
色
町
町
出

gぬ
は
長
谷
部
訳
で
は
「
拡
張
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

が
、
拡
張
、
延
長
と
い
う
よ
う
に
も
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
〕

の
点
だ
け
で
あ
ろ
う
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。
ペ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
前
掲
書
の
な
か
で
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

i
i
「
畏
い
聞
社
会
主
説
者
の
側
で
は
、
産
業
循
環
の
培
大
す
る

短
縮
化
が
、
増
大
す
る
資
本
の
集
覆
l
l
螺
旋
形
で
の
発
展
!
!
の
当
然
の
結
果
と
し
て
推
論
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
四
年
に
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
編
環
期
聞
の
あ
ら
た
な
延
長
、
す
な
わ
ち
以
前
の
推
測
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
の
こ
と
が
生
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
起
し
て
み
せ
た
と
い
う
こ
と
、
と
の
事
実
は
す
で
に
、
こ
れ
ら
恐
慌
が
旧
来
の
形
態
で
く
り
返
さ
れ
る
に

ち
が
い
な
い
、
と
い
う
抽
象
的
推
論
陀
た
い
し
て
警
戒
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
」

(
白

-
P
0
・ω
・M
M
U
w

前
掲
訳
編
、

一
四
五
ペ
ー
ジ
、

傍
点
1

原
文
の
も
の
〉
。
当
時
の
模
様
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
こ
れ
も
参
考
ま
で
に
。

こ
の
ほ
か
、
『
資
本
論
』
第
三
部
の
な
か
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
も
見
受
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

第
五
篇
第
三
十
一
章
「
貨
幣
資

本
と
現
実
資
本
E
」
の
な
か
で
、

「
現
実
資
本
、

す
な
わ
ち
生
産
資
本
お
よ
び
商
品
資
本
の
蓄
積
に
た
い
し
て
は
、
輸
出
入
統
計
が
一
つ

の
基
準
を
与
え
る
。
そ
し
て
輸
出
入
d

統
計
を
見
れ
ば
つ
ね
に
つ
ぎ
の
と
と
が
示
さ
れ
て
い
る
、

る
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
発
展
期
(
一
八
一
五
l
一
八
七

O
年
)
に
は
、

ー
l
十
年
と
と
の
循
環
を
な
し
て
運
動
す

い
つ
で
も
、

恐
慌
以
前
の
最
近
の
繁
栄
期
の
最
高
限
度
が
、

つ
ぎ
に

主
じ
る
繁
栄
期
の
最
低
限
度
と
レ
て
再
現
し
て
、

そ
れ
か
ら
、

さ
ら
に
ず
っ
と
高
い
あ
ら
た
な
最
高
限
度
に
増
大
す
る
」

一
八
二
四
年
か
ら
一
八
六
三
年
に
い
た
る
輸
出

(
イ
ン
ス
テ
ィ

トゥ
l
ト
版
、
回
己
・
戸

ω
-
E
F
長
谷
部
訳
、
青
木
版
七
O
九
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
一
二
宅
〉
と
し
て
、

額
の
動
会
を
掲
げ
て
、
右
の
こ
と
を
例
証
レ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
!
l
F
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
」
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
書
入
れ
が
し
る
さ

一
八
七
0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
つ
一
)

。



一
八
八

0
年
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
恐
慌
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ズ
の
見
解
公
一
)

。

れ
て
い
る
。

「
こ
の
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
ぺ
自
明
の
こ
と
な
が
ら
、
事
実
上
の
工
業
的
独
占
の
時
期
に
だ
け
当
て
は
ま
る
。
だ

が
そ
れ
は
、

世
界
市
場
が
ま
だ
膨
脹
し
て
い
る
か
ま
り
は
、

3
・
認
少
長
谷
部
訳
、
青
木
版
七
一

0
ペ
ー
ジ
)
。

近
代
的
大
工
業
を
も
っ
諸
国
の
全
体
に
つ
い
て
も
一
般
に
当
て
は
ま
る
」

前
の
繁
栄
期
の
「
最
古
限
度
」
が
つ
ぎ
の
繁
栄
期
の
「
最
低
限
度
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

さ
を
に
見
た
よ
う
に
、
前
の
循
環
で
到

達
さ
れ
た
生
産
規
模
、

い
ま
や
技
術
的
基
礎
が
そ
れ
に
適
し
て
い
る
規
模
の
基
礎
土
で
生
産
が
行
わ
れ
ゐ
と
い
う
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
よ
う
に
そ
れ
が
「
工
業
的
独
占
」
の
時
期
に
だ
け
当
て
は
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
繁
栄
期
」
は
到
来
せ
ず
慢
性
的
た
不
況
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
世
界
市
場
が
ま
だ
膨
脹
し
て
い
る
か
ぎ
り
」
と
い
う
と
き
、
そ

の
膨
脹
に
は
い
わ
ゆ
る
外
延
的
な
膨
脹
の
ほ
か
内
包
的
な
膨
脹
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

と
の
点
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
既
掃
の
「
新
市
場
」

に
つ
い
て
の
見
解
、
総
じ
て
そ
の
市
場
論
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
右
の
「
十
年
と
と
の
循
環
を
な
し
て
運
動
す
る
イ

ギ
リ
ス
産
業
の
発
展
期
(
一
八
一
五
1

一
八
七

O
年)」

と
記
さ
れ
て
い
る
「
一
八
七

O
年
」
は
、
こ
の
第
三
部
の
原
稿
を
マ
ル
ク
ス
が

執
筆
し
た
と
さ
れ
て
い
る
時
期
か
ら
見
て
も
、
ま
た
と
の
前
後
か
ら
見
て
も
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
書
加
え
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
の
句
全

部
が
エ
ン
ダ
ル
ス
に
よ
る
書
加
え
か
も
し
れ
な
い
。




